
茨城県教育財団文化財調査報告第２８０集
茨
城
県
教
育
財
団
文
化
財
調
査
報
告
第
２８０
集

島
名
熊
の
山
遺
跡

財
団
法
人

茨
城
県
教
育
財
団

（
第
２
分
冊
）

島名熊の山遺跡

島名・福田坪一体型特定土地区画整理
事業地内埋蔵文化財調査報告書��

平 成 １９ 年 ３ 月

茨 城 県

財団法人 茨城県教育財団

（第２分冊）



茨城県教育財団文化財調査報告第２８０集

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

島名・福田坪一体型特定土地区画整理
事業地内埋蔵文化財調査報告書��

平 成 １９ 年 ３ 月

茨 城 県

財団法人 茨城県教育財団

（第２分冊）



目 次

―第２分冊―

第６節 １４区の遺構と遺物 …………………………………………………………………２６５

１ 古墳時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………２６５

竪穴住居跡 ………………………………………………………………………２６５

２ 奈良時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………３３２

� 竪穴住居跡 ………………………………………………………………………３３２

� 掘立柱建物跡 ……………………………………………………………………３５４

３ 平安時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………３５９

� 竪穴住居跡 ………………………………………………………………………３５９

� 土坑 ………………………………………………………………………………３６３

４ 中世の遺構と遺物 …………………………………………………………………３６５

� 掘立柱建物跡 ……………………………………………………………………３６５

� 方形竪穴遺構 ……………………………………………………………………３６８

� 地下式壙 …………………………………………………………………………３７０

� 溝跡 ………………………………………………………………………………３７４

� 火葬土坑 …………………………………………………………………………３７９

� 墓坑 ………………………………………………………………………………３８４

� 柵跡 ………………………………………………………………………………３９２

５ その他の時代の遺構と遺物 ………………………………………………………３９４

� 溝跡 ………………………………………………………………………………３９４

� 墓坑の可能性がある土坑 ………………………………………………………３９７

� 柱穴の可能性がある土坑 ………………………………………………………４０７

� その他の土坑 ……………………………………………………………………４０９

� ピット群 …………………………………………………………………………４１４

� 柵跡 ………………………………………………………………………………４１７

６ 遺構外出土遺物 ……………………………………………………………………４２４

第７節 １６区の遺構と遺物 …………………………………………………………………４２７

１ 縄文時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………４２７

陥し穴 ……………………………………………………………………………４２７

２ 古墳時代の遺構と遺物 ……………………………………………………………４２７

� 竪穴住居跡 ………………………………………………………………………４２７

� 土坑 ………………………………………………………………………………５７３



１ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡２８軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第２４００号住居跡（第２２２～２２６図）

位置 調査区北部のＣ９ｂ１区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１３５号溝，第３３０４～３３０６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�３５ｍ，短軸５�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は２４～３９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１３～１６�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。第１３５号溝および後世の撹乱によって袖部と焚き口部が壊されており，全

体の規模は不明である。袖部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１５・１７層を充填し，その上部に砂質粘土を主体

とする第９～１４層を積み上げて構築している。火床部は床面を３～８�掘りくぼめ，ローム土を主体とした第

１６層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２９�掘り込まれ，火床

部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～８層に分けられ，第３～６層は，袖部および天井部の崩落土

層に相当する。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４２～６９�である。Ｐ４は深さ５４�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１４６点（坏類３７２，甕類１７５４，甑２０），鉄製品９点（鏃６，鎌３）が北東コーナー部と

南東コーナー部を中心に出土している。また，混入した須恵器片１６点，陶器片６点，縄文土器片１点も出土し

ている。３７２～３７７・３８１は北東コーナー部の床面から出土し，中でも３７５と３７６は重なった状態で確認されてい

ることから，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。３７９・３８０・３８２・３８３は南東コーナー部の

覆土中・下層から出土しており，壁際の破片ほど覆土上層から出土していることから，住居の廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる。Ｍ９０は東部，Ｍ８５・Ｍ９１・Ｍ９２は南西部，Ｍ８４は西部の床面から，Ｍ８７～８９は南東部

第６節 １４区の遺構と遺物

竈土層解説
１ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
２ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化粒子少量
４ 灰オリーブ色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化物少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
８ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
９ オリーブ褐色 炭化物・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，

ローム粒子微量

１０ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
１１ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量
１２ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１３ 暗灰黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック，焼土ブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

―２６５―



の覆土中・下層からそれぞれ出土している。

所見 出土土器が多量であることや，多数の鉄製品を保有していることから，有力者層の居住が想定される。

時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２２２図 第２４００号住居跡実測図

―２６６―



第２２３図 第２４００号住居跡出土遺物実測図�

―２６７―



第２２４図 第２４００号住居跡出土遺物実測図�

―２６８―



第２２５図 第２４００号住居跡出土遺物実測図�

第２４００号住居跡出土遺物観察表（第２２３～２２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３７２ 土師器 坏 １３�０ ４�８ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL７２

３７３ 土師器 坏 １３�７ ４�１ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ナデ 輪積痕 床面 ９５％ PL７２

３７４ 土師器 坏 １２�９ ４�４ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ナデ 床面 ９５％ PL７２

―２６９―



第２２６図 第２４００号住居跡出土遺物実測図�

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３７５ 土師器 坏 １２�３ ４�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 内面ナデ 床面 ９５％ PL７２

３７６ 土師器 坏 １３�３ ４�４ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 内面ナデ 床面 ９５％ PL７２

３７７ 土師器 坏 １３�８ ３�９ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ナデ 床面 ９５％ PL７２

３７８ 土師器 坏 １０�３ ３�７ － 石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 床面 ９５％ PL７２

３７９ 土師器 甕 ２４�８ ３４�８ ９�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 下層 ９０％ PL７３

３８０ 土師器 甕 ２０�７ ３１�１ ８�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 輪

積痕 内面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 中・下層 ７０％ PL７３
外面煤付着

３８１ 土師器 甕 １４�０ ２１�２ ８�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ磨き 床面 ８５％ PL７５

３８２ 土師器 甕 ［３４�０］５０�０ １０�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 中・下層 ６０％ PL７３

３８３ 土師器 甕 － （３０�４）１１�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ磨き 下層 ８５％ PL７３

３８４ 土師器 甑 ［２５�６］３１�４ １０�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 輪積痕 床面 ６０％ PL７２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８４ 鏃 （１２�２） ０�８ ０�４ （７�７） 鉄 鏃身部欠損 断面長方形の棒状 茎尻側が細る 床面 PL８１

Ｍ８５ 鏃 （１６�２） ０�４ ０�４ （２２�３）鉄 鏃身部欠損 断面長方形の棒状 茎尻側が細る
錆のためＭ８６と付着している 重量は２点の合計 床面 PL８１

Ｍ８６ 鏃 （１３�１） ０�４ ０�４ （２２�３）鉄 鏃身部・茎部欠損 断面長方形の棒状
錆のためＭ８５と付着している 重量は２点の合計 床面 PL８１

―２７０―



第２４０３号住居跡（第２２７図）

位置 調査区中央部のＣ９ｊ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 中央部から南東部は調査区域外であり，南北軸は３�４６ｍ，東西軸も２�４１ｍだけが確認された。西

壁や竈の位置から，主軸方向Ｎ－２２°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は３６～３９�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から西壁際まで踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１８～２０�，深さ

５～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁に付設されている。右袖端部が調査区域外であるため全体の規模は明確でないが，焚口部から煙道部

まで１２４�が確認された。左袖部の住居内部への張り出しは認められない。火床部は床面を２０�ほど掘りくぼ

め，ローム土を主体とした第７層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に６７�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。また，煙道部の奥壁には，砂質粘土を主体と

した第６層を貼り付けて補強している。覆土は第１～５層に分けられ，第１層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット 主柱穴で，深さは５６�である。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７３点（坏２９，椀１，高坏１，甕類１４２），土製品２点（支脚・小玉）が散在した状態

で出土している。出土土器はいずれも細片であり，壁際の破片ほど上層から出土していることから，いずれも

住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。３８５は北西部の覆土下層，３８６は北壁際の覆土中層，DP２７は北

東部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

５ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
６ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８７ 鏃 （１３�５） ０�６ ０�３ （７�５） 鉄 片丸造 角関 断面長方形の棒状 下層 PL８１

Ｍ８８ 鏃 （１０�３）（０�５） ０�３ （６�９） 鉄 鏃身部・茎部欠損 断面長方形の棒状 下層

Ｍ８９ 鏃 （１２�８） ０�４ ０�４ （７�３） 鉄 鏃身部欠損 断面長方形の棒状 茎尻側が細る 中層 PL８１

Ｍ９０ 鎌 （１５�５） ３�１ ０�３ （６３�１）鉄 刃部断面三角形 基部は全体を折り返す 床面 PL８０

Ｍ９１ 鎌 （６�９） ２�６ ０�３ （２０�３）鉄 刃先部欠損 刃部断面三角形 基部は全体を折り返す 床面 PL８０

Ｍ９２ 鎌 （６�０） ２�５ ０�３ （２３�０）鉄 刃先部欠損 刃部断面三角形 基部は全体を折り返す 床面 PL８０

―２７１―



第２４０５号住居跡（第２２８図）

位置 調査区中央部のＤ９ｂ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第２２７図 第２４０３号住居跡・出土遺物実測図

第２４０３号住居跡出土遺物観察表（第２２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８５ 土師器 坏 ［１１�８］ ３�９ － 石英・雲母 浅黄橙 良好 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ６０％ PL７２

３８６ 土師器 坏 ［１２�０］ ３�４ － 雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２７ 小玉 ０�８ ０�８ ０�２ ０�５ 土（長石・石英） ナデ 二方向の穿孔 覆土中 PL８０

―２７２―



第２２８図 第２４０５号住居跡・出土遺物実測図

―２７３―



規模と形状 中央部から東部は調査区域外であり，南北軸は４�２４ｍ，東西軸も２�３８ｍだけが確認された。遺存

する西・南壁や竈の位置から，主軸方向Ｎ－５８°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は西壁際で１９�

で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された部分はほぼ平坦であるが，明確な硬化面は認められない。西・南壁下の一部には，幅１６�，深

さ４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が存在している。

竈 西壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７４�，袖部幅１５３�である。袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめてローム土主体の第１４層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とした第１５～１８層を積み上

げて構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめ，山砂を含んだ第１９・２０層を充填して使用しており，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がってい

る。覆土は第１～１３層に分けられ，第１層は天井部の崩落土層，第６・７・１１・１２層は天井部および袖部の崩

落土層に相当する。左袖上部から出土した土師器甕片と竈右側の覆土下層から出土した破片が接合しているこ

とから，住居の廃絶に伴って壊されたと考えられる。また，袖部内からは土師器甕片が出土しており，袖の構

築材として使用されていたと考えられる。

ピット 主柱穴で，深さは５０�である。

覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９７点（坏１９，椀７，甕類１７１），土製品４点（支脚），鉄滓１点が散在した状態で出土

しており，出土土器はいずれも細片である。３８７は南東部の覆土中から出土し，３８８は竈右袖部右側の覆土下層

から出土した破片と左袖上部の破片が接合したものである。ともに，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えら

れる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 赤 褐 色 焼土粒子多量，灰中量，ローム粒子微量
１１ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

１２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子少量

１３ 極暗赤褐色 炭化物・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒
子少量

１４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１５ にぶい橙色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化物少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
１７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子多量，炭化物少量
１８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１９ 明 赤 褐 色 焼土粒子・山砂多量，炭化粒子中量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・山砂中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量

５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２４０５号住居跡出土遺物観察表（第２２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８７ 土師器 坏 ［１１�２］（３�８） － 長石・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 覆土中 １０％

３８８ 土師器 甕 ［２６�６］（２９�７） － 長石・石英 黒褐色 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面上位ヘラ削り
内面ヘラナデ 輪積痕 中・下層 ４０％

―２７４―



第２４０９号住居跡（第２２９図）

位置 調査区中央部のＤ８ｂ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第２２９図 第２４０９号住居跡・出土遺物実測図

―２７５―



重複関係 第２４０８・２４１２号住居，第４２９号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 北部を第２４０８号住居に掘り込まれており，東西軸５�４７ｍ，南北軸は５�４５ｍが確認された。主軸方

向Ｎ－３５°－Ｗの方形と推定される。壁高は２０～３２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１５�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４９～８７�である。Ｐ５は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分けられる。第３層の自然堆積後，第１・２層が人為的に埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５２５点（坏７７，高坏８，甕類４４０），鉄製品３点（刀子，鏃，鎌），鉄滓２点が，覆土中・

上層を中心に散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。また，混入した須恵器片１０点も

出土している。３８９は南東部壁際，３９０は南西部の覆土中層，Ｍ９３は中央部西寄りの覆土下層，Ｍ９４は南西部の

覆土上層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 第２４０８号住居に掘り込まれているため竈は確認されていないが，北部の床面に粘土が広がっていること

や，本調査区における同時期の住居はいずれも北壁に竈を有していることから，本住居も北壁に竈を有してい

たと考えられる。時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

第２４１１号住居跡（第２３０～２３２図）

位置 調査区北部のＣ８ｆ０区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸９�０４ｍ，短軸８�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は３４～４３�で，外傾し

て立ち上がっている。南東コーナー部は調査区域外である。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１６～２６�，深さ６～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，耕作による撹乱で右袖部の一部が壊されている。規模は，焚口部から煙道

部まで１４６�，袖部幅１１１�であり，袖部は砂質粘土を主体とする第１５～２２層で構築されている。第１７層は中量

の焼土ブロックを含んでいることから，竈の作り替えが想定される。火床部は床面を５～７�掘りくぼめて第

２３～２５層を充填し，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�掘り込まれ，火床部から外傾

して立ち上がっている。覆土は第１～１４層に分けられ，第２・５層は天井部の崩落土層，第１０層は袖部の崩落

土層に相当する。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

３ 褐 色 ローム粒子多量

第２４０９号住居跡出土遺物観察表（第２２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３８９ 土師器 坏 ［１３�２］（４�９） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面放射状の暗文 中層 １０％

３９０ 土師器 坏 ［１２�８］（３�９） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９３ 刀子 （４�８） ０�７ ０�３ （５�５） 鉄 刀身部欠損 茎部の破片 断面長方形 下層

Ｍ９４ 鎌 （７�４） ３�１ ０�２ （１８�１）鉄 刃先部欠損 刃部研ぎ減り 断面三角形 基部は全体を折り返す 上層 PL８０

―２７６―



第２３０図 第２４１１号住居跡実測図

―２７７・２７８―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８８～１０３�である。Ｐ５は深さ４５�，Ｐ６は深さ２９�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は

深さ１９�でＰ１とＰ２の中央部，Ｐ８は深さ１２�でＰ３とＰ４の中央部に位置していることから，補助的な支

柱穴と考えられる。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長軸１５７�，短軸１３７�の隅丸長方形で，深さは４７�である。底面は

皿状で外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。また，縁辺部が土手状に高まっていること

が確認されており，貯蔵穴が位置する北西コーナー部が区画されていたと想定される。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量
２ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化物少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物・ロー

ム粒子少量
８ 褐 灰 色 灰多量，焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土粒子多量
１０ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，

炭化物少量
１１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
１３ 極暗赤褐色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１５ 暗 灰 黄 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

１６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１８ 暗 灰 黄 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１９ オリーブ灰色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２０ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２４ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック中量
２５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・

炭化物微量
２７ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
２８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２３１図 第２４１１号住居跡出土遺物実測図�

―２７９―



覆土 １９層に分けられる。壁際の第７・８・１５・１６層が自然堆積した後に，人為的に埋め戻されたと考えられ

る。

第２３２図 第２４１１号住居跡出土遺物実測図�

―２８０―



遺物出土状況 土師器片２０５２点（坏２５８，椀２，高坏２４，甕類１７４５，甑２３），土製品１０点（支脚７，勾玉３），

鉄製品４点（釘３，不明１），鉄滓１点が，北部を中心に出土している。また，混入した陶器片１６点も出土し

ている。３９２は北部壁際，３９１は南東部の床面，３９５・３９９・４００は竈左側の床面から覆土下層にそれぞれ出土し

ており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。３９８はＰ４の覆土中層から出土しており，柱を抜き取

った後に流れ込んだものと考えられる。

所見 出土遺物量が多いことや，第１４区の中で最も広い床面積を有する住居の一つであり，間仕切り溝や貯蔵

穴を有する住居形態などから，集落の中心的な住居の一つであると考えられる。時期は，出土土器から６世紀

後葉と考えられる。

第２４１４号住居跡（第２３３・２３４図）

位置 調査区中央部のＤ８ｄ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１３・２４１５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１４ｍ，短軸５�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は２９～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南壁際まで踏み固められている。東壁の一部を除いては，幅１１～１７�，深さ６～

９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

第２４１１号住居跡出土遺物観察表（第２３１・２３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３９１ 土師器 坏 １４�４ ４�２ － 長石・雲母 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL７３

３９２ 土師器 坏 １３�６ ５�２ － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL７３

３９３ 土師器 坏 ９�０ ４�８ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ９５％ PL７３

３９４ 土師器 坏 １２�６ ５�５ － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ９０％ PL７３

３９５ 土師器 坏 ［１５�０］ ４�３ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ７０％ PL７４

３９６ 土師器 高坏［１４�６］ ９�４ １１�０ 長石・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面
磨き 脚部内外面ヘラ削り 裾部内外面横ナデ 中層 ７０％ PL７５

３９７ 土師器 壺 ［７�２］ ９�０ ［６�６］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ磨き 中層 ５０％ PL７５

３９８ 土師器 甕 ２０�８（２９�０） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ Ｐ４中層 ６０％ PL７５
外面煤付着

３９９ 土師器 甑 － （１９�５） ５�９ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 底部穿孔 床面 ８０％ PL７４

４００ 土師器 甑 ２５�０ ２９�４ ８�１ 石英・雲母 浅黄橙 良好 口辺部外面横ナデ 内面横位のヘラ磨き 輪積痕
体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 内面ヘラ磨き 下層 ６０％ PL７４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２８ 勾玉 ［３�６］ １�５ ０�７ （４�１） 土（長石・雲母） 孔径０�２� ナデ 床面 PL７９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９５ 釘 （５�２） ０�５ ０�４ （４�７） 鉄 断面方形の棒状 一端が細る 覆土中

Ｍ９６ 不明 （６�２） ３�２ ２�６ （２１�８）鉄 着柄部の破片 環状 木質残存 覆土中 PL８１

―２８１―



第２３３図 第２４１４号住居跡実測図

―２８２―



竈 北壁中央部に付設されており，上部を第２４１３号住居に掘り込まれている。確認された部分の規模は，焚口

部から煙道部まで１１３�，袖部幅１１９�である。袖部は，床面を５�ほど掘りくぼめて第７層を充填し，その上

部に砂質粘土を主体とした第６層を積み上げて構築している。火床部は，床面を５～１０�ほど掘りくぼめ，ロー

ム土を主体とする第９層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。壁外への掘り込み

は３９�が確認されたが，上部を第２４１３号住居に壊されているため，煙道部の立ち上がりは明確でない。覆土は

第１～５層に分けられ，いずれの層も天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６０～７９�である。Ｐ５は深さ３１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長径８６�，短径６６�の楕円形で，深さは３９�である。底面は皿状で

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
２ にぶい赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化物少量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

５ 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化物少量
６ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
８ 褐 色 ローム粒子多量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２３４図 第２４１４号住居跡出土遺物実測図
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覆土 １９層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４６３点（坏類１６９，高坏８，鉢１２，甕類２３０，甑４４），土製品３点（土玉２，小玉１）が

散在した状態で出土している。４０１・４０３は北東コーナー部の床面から出土している。また，４０４は中央部西寄

りの床面からほぼ完形で出土しているが，同位置から出土した４０２は北東コーナー部の床面から出土した破片

と接合している。いずれも住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

第２４１６号住居跡（第２３５・２３６図）

位置 調査区中央部のＤ８ｅ５区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１５号住居，第１３８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�７５ｍ，短軸４�６８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３８°－Ｗである。壁高は２４～２９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１９�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。天井部が一部遺存し，煙道部も確認されている。規模は，焚口部から煙道

部まで１４１�，袖部幅１３９�である。袖部は，ローム土主体の第２０層を基部として，外側を砂質粘土混じりのロー

ム土を主体とする第１８・１９層，内側を砂質粘土主体の第１６層で構築しており，内側は火を受けて赤変している。

火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，５～１０�の厚みで灰が堆

積している。煙道部は壁外に３８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～１４層に

分けられ，第５・６層は，天井部の崩落土層に相当する。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 灰 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子多量，焼土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

１１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
１４ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，粘土ブロック・

炭化粒子微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

第２４１４号住居跡出土遺物観察表（第２３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０１ 土師器 坏 ［１２�０］ ３�８ － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ３０％

４０２ 土師器 高坏 １６�８ （４�４） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 床面 ４０％

４０３ 土師器 鉢 ［９�４］ １０�１ ５�０ 長石・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 底部多方向のヘラ削り 床面 ７５％

４０４ 土師器 甑 ２６�１ ２３�３ １０�４ 長石・石英・小礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 輪積痕 床面 ９０％ PL７６

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２９ 土玉 ２�０ １�８ ０�４ ６�２ 土（長石・石英・雲母） ナデ 二方向からの穿孔 下層 PL８０

DP３０ 土玉 １�８ １�５ ０�６ ４�０ 土（長石・雲母） ナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL８０

DP３１ 小玉 ０�７ ０�４ ０�２ ０�３ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL８０

―２８４―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４６～７０�である。Ｐ５は深さ３７�，Ｐ６は深さ２０�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 炭化物・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ロー

ム粒子微量
４ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・灰少量，ローム粒子微量
８ 灰 白 色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子多量

１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量
１６ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量，炭化物・焼土粒子少量
１７ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
１９ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物少量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量

第２３５図 第２４１６号住居跡実測図
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貯蔵穴 北東部に位置している。長軸７７�，短軸５２�の隅丸長方形で，深さは５２�である。底面は皿状で，壁

は外傾して立ち上がり，覆土は自然堆積の状況を示している。

覆土 ２０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８８点（坏５８，椀５，高坏２，甕類２２２，甑１），土製品１点（管玉），石製品１点（臼玉）

が，北部を中心に出土している。４０５は北部壁際，４０６は北東コーナー部の覆土中層，DP３２は竈左側，Ｑ２６は

中央部南寄りの覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

第２３６図 第２４１６号住居跡・出土遺物実測図

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック中量
１８ 褐 色 ローム粒子多量
１９ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
２０ 褐 色 ロームブロック多量

第２４１６号住居跡出土遺物観察表（第２３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０５ 土師器 坏 １３�６ ５�０ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横位のヘラ磨き 体部外面ヘラ
削り 内面ヘラ磨き 中層 ９０％ PL７４

４０６ 土師器 椀 ［１３�６］（７�５） － 石英・雲母 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 輪積痕 内面ヘラナデ 中層 １５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３２ 管玉 ０�８～
１�０ １�５ ０�１ １�２ 土（長石・石英） あらいナデ 二方向からの穿孔 下層

―２８６―



第２４１７号住居跡（第２３７図）

位置 調査区北部のＣ８ｄ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１３６号溝，第３３１７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西部は調査区域外であり，北部は撹乱によって壊されている。東西軸は２�１４ｍ，南北軸は２�８５ｍ

だけが確認された。遺存する東・南壁から，主軸方向Ｎ－１９°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は

３１～３６�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁近くまで踏み固められている。東・南壁下には，幅１１～１６�，深さ５～７�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット 深さ３１�で，南壁際に位置していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏６，甕類４３），鉄製品１点（刀子）が散在した状態で出土している。出土土

器はいずれも細片であり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１０ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第２３７図 第２４１７号住居跡実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６ 臼玉 １�１ ０�５ ０�３ ０�９ 滑石 側面縦位の研磨痕 一方向からの穿孔 下層 PL８０

―２８７―



第２４１８号住居跡（第２３８・２３９図）

位置 調査区中央部のＤ８ｈ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１９号住居跡を掘り込んでいる。また，床面全体が東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸３�２１ｍ，短軸２�８８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は１２～３４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅７～１４�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７９�，袖部幅１１２�であり，袖部は砂質

粘土で構築している。火床部は床面を１０～１５�掘りくぼめ，ローム土を主体とする第６層を充填して使用して

おり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３１�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上

がっている。覆土は第１～４層に分けられ，第１～３層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化物・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

４ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２３８図 第２４１８号住居跡実測図

―２８８―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは９～２０�である。Ｐ４は深さ９�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１に対応する柱穴は，耕作による撹乱で壊され

たと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第２３９図 第２４１８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，

粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・
粘土ブロック微量

７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

―２８９―



遺物出土状況 土師器片７３１点（坏１２８，椀１７，甕類５８６），須恵器片１点（鉢），鉄製品１点（釘），鉄滓２点が

中央部を中心に出土している。また，混入した須恵器片８点も出土している。４０７・４１０・４１２は中央部の覆土下

層，４０８・４０９・４１１は中央部東寄りの覆土中・下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉以前と考えられる。

第２４１９号住居跡（第２４０・２４１図）

位置 調査区中央部のＤ８ｉ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１８号住居，第１３７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸９�３６ｍ，短軸９�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は１４～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，西部を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ６～１２�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８０～１１０�である。Ｐ５は深さ２３�，Ｐ６は深さ２８�で南壁際

の中央部に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸９１�，短軸５７�の隅丸長方形で，深さは５０�である。底面は皿

状で壁はほぼ直立し，覆土はロームブロックや焼土ブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 １４層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６２８点（坏１６６，椀３３，高坏４１，甕類３８７，甑１），土製品１点（丸玉），石製品２点（臼

玉），鉄滓１点が散在した状態で出土している。４１３は北部，４１７は北東部の床面，４１４は南東コーナー部，４１６

は南部壁際の覆土下層からそれぞれ出土しているが，いずれも小片である。また，４１５は貯蔵穴の覆土上層と

貯蔵穴南部の床面から出土した破片が接合したものである。いずれの土器も住居の廃絶後間もなく廃棄された

ものと考えられる。

所見 １４区で最も広い床面積を有する住居の一つであり，集落の中心的な住居と考えられる。時期は，出土土

器から６世紀後葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量・焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２４１８号住居跡出土遺物観察表（第２３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４０７ 土師器 坏 ［１２�４］ ３�９ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ６０％

４０８ 土師器 椀 ８�９ ４�８ ５�３ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 中層 ７０％ PL７１

４０９ 土師器 椀 ［１１�８］ ７�８ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 下層 ６０％ PL７１

４１０ 須恵器 鉢 － （１０�４）［１０�４］長石・石英・雲母・小礫 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 下端回転ヘラ削り
内面ヘラナデ 下層 ２０％

４１１ 土師器 甕 ［１４�２］１６�２ ［７�０］ 長石・石英 黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中・下層 ４０％

４１２ 土師器 甕 － （１９�６） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 下層 １０％

―２９０―



第２４０図 第２４１９号住居跡実測図

―２９１・２９２―



第２４２０号住居跡（第２４２・２４３図）

位置 調査区中央部のＤ８ｇ０区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２１号住居跡を掘り込んでいる。また，床面全体が東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 南東コーナー部は調査区域外である。長軸５�５３ｍ，短軸５�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－

Ｗである。壁高は６～１９�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北部の壁下には，幅１６～１７�，深さ６～９�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が確認されている。

第２４１図 第２４１９号住居跡出土遺物実測図

第２４１９号住居跡出土遺物観察表（第２４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１３ 土師器 坏 ［１３�８］ ３�７ － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 床面 ２０％

４１４ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�０ － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 下層 ２０％

４１５ 土師器 椀 ［１７�０］１２�５ － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ
床面

貯蔵穴上層 ４０％

４１６ 土師器 高坏 － （９�２） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横位の磨き 坏部外面ヘラ削り
内面磨き 脚部内・外面ヘラ削り 下層 ４０％ PL７１

４１７ 土師器 甕 ［２０�２］（１７�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３３ 丸玉 １�５ １�５ ０�２ ３�０ 土（長石・石英・雲母） ナデ 一方向からの穿孔 壁溝覆土中 PL８０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２７ 臼玉 １�０ ０�７ ０�３ １�１ 蛇紋岩 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL８０

Ｑ２８ 臼玉 １�２ ０�５ ０�３ ０�７ 滑石 ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL８０

―２９３―



第２４２図 第２４２０号住居跡実測図

―２９４―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５１�，袖部幅１５３�である。袖部は砂質粘

土を主体とする第１３～２０層を積み上げて構築しており，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を１０�

ほど掘りくぼめ，第２２層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，５�ほどの

厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外に７２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第

１～１２層に分けられ，第８・９層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

第２４３図 第２４２０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土粒子多量
６ 灰 白 色 灰多量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒

子微量

９ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１０ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量
１６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量

―２９５―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４８～７１�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ５５�，Ｐ７は深さ１１�で，ともに南西

部に位置しているが性格は不明である。

覆土 ２１層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

遺物出土状況 土師器片１７９点（坏６６，椀１１，高坏１，甕類９９，甑２），土製品１点（支脚），鉄滓４点が散在

した状態で出土している。また，混入した須恵器片４点，陶器片２点も出土している。４１８は南部の覆土下層，４１９

は北東部の床面からそれぞれ出土しているが，ともに小片であることから住居の廃絶後間もなく廃棄されたも

のと考えられる。また，４２０は竈左袖部から逆位で出土しており，袖の構築材として使用されていたと考えら

れる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第２４２１号住居跡（第２４４～２４６図）

位置 調査区中央部のＤ８ｈ０区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２０・２４２２号住居，第１３７号溝に掘り込まれている。また，床面全体が東西方向の耕作による撹

乱を受けている。

規模と形状 東部は調査区域外であり，南北軸は８�０４ｍ，東西軸は７�６０ｍだけが確認された。遺存する壁や竈

の位置から，主軸方向Ｎ－１３°－Ｗの方形と推定される。壁高は１８～２７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。遺存する壁下には，幅１１～１７�，深さ６～１１�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

１８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量

２１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
２２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量

１２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１４ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化物中量
１５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１６ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物少量
１７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１８ 褐 色 ローム粒子中量
１９ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

第２４２０号住居跡出土遺物観察表（第２４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４１８ 土師器 坏 １２�４ ５�０ － 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 輪積痕 内面ナデ 下層 ９５％ PL７５

４１９ 土師器 甕 ２１�４（１４�８） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 ２５％

４２０ 土師器 甑 ［２７�０］（２８�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ削り
内面ヘラナデ 輪積痕 竈袖部 ６５％

外面煤付着

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３４ 支脚 （１５�８） ５�７ １１�５（１１９２�２）土（長石・石英・雲母） ナデ 熱を受けて脆い 床面 PL７９

―２９６―



第２４４図 第２４２１号住居跡実測図

―２９７―



竈 北壁中央部に付設されており，上部を第２４２０号住居に壊されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４１

�，袖部幅１１１�である。袖部は砂質粘土を主体とする第６・８層とローム土を主体とする第７層を積み上げ

て構築している。火床部は床面を５～１０�掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～５層に分けられ，

第１～３層は，天井部の崩落土層に相当する。ロームブロックや焼土ブロックを含む人為堆積の状況を示して

第２４５図 第２４２１号住居跡・出土遺物実測図

―２９８―



おり，天井部の崩落土層が火床面に接していることから，廃絶に伴って破壊されたと考えられる。また，左袖

の基部からは中量の焼土が確認されており，袖の作り替えが想定される。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６３～８１�である。Ｐ５は深さ３５�，Ｐ６は深さ２１�で，南壁

際の中央部に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は深さ１７�で，Ｐ３

とＰ４の中央に位置していることから補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長軸８４�，短軸６９�の隅丸長方形で，深さは４７�である。底面は平

坦で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土粒子・灰中量，炭化物少量
３ 赤 褐 色 炭化物・焼土粒子中量
４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２４６図 第２４２１号住居跡出土遺物実測図

―２９９―



覆土 １８層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックをを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８２７点（坏１７８，椀４，高坏３０，甕類５５９，甑５５，手捏土器１），土製品５点（支脚１，

小玉１，球状土錘３）が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片２０点，陶器片４点も出土して

いる。４２７は北西部の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。４２１は貯蔵穴部，４２４

はＰ５部の覆土下層，４２２は南東コーナー部の覆土上層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に

廃棄されたものと考えられる。４２５・４２６はともにＰ４の覆土上層から出土しており，住居を廃絶して柱を抜き

取った後に流れ込んだものと考えられる。また，DP３６・DP３７は北部，DP３５は南西部，DP３８は北東部の覆土

下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第２４２２号住居跡（第２４７図）

位置 調査区中央部のＤ９ｈ１区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２１号住居跡を掘り込み，第１３７号溝に掘り込まれている。また，北部は東西方向の耕作による

撹乱を受けている。

規模と形状 中央部から東部は調査区域外であり，南北軸５�９４ｍ，東西軸は２�０２ｍだけが確認された。遺存す

る西壁から，主軸方向Ｎ－１８°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は１８～２９�で，外傾して立ち上が

っている。

床 ほぼ平坦で，北西部で硬化面が確認された。遺存する部分の壁下には，幅１１～１８�，深さ４～６�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

１０ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化物少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
１６ 褐 色 ローム粒子多量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２４２１号住居跡出土遺物観察表（第２４５・２４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４２１ 土師器 坏 １２�０ ４�２ － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨き 下層 ９０％ PL７６

４２２ 土師器 坏 ［１４�４］ ５�５ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 上層 ６５％ PL７６

４２３ 土師器 高坏 － （３�９） １２�０ 長石・石英・小礫 明黄褐 普通 脚部内・外面ヘラ削り 裾部内・外面横ナデ 竈覆土中 ４５％

４２４ 土師器 高坏 － （１０�１）［１６�０］長石・石英・雲母 橙 普通 脚部外面ヘラ削り 内面ナデ 輪積痕 裾部
内・外面横ナデ 下層 ２０％

４２５ 土師器 甕 ［１６�０］（１２�８） － 長石・石英・雲
母・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 内面ナデ 輪積痕 Ｐ４上層 ２０％

４２６ 土師器 小形甕 １１�４ １２�８ ６�２ 長石・石英・雲
母・小礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ナデ 底部ヘラ削り Ｐ４上層 ９５％ PL７５

４２７ 土師器 甑 ２８�１ ２５�５ ８�７ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 床面 ７５％ PL７６

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３５ 小玉 （０�７） ０�６ ０�２ （０�２） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL８０

DP３６球状土錘 ２�０ ２�１ ０�４ （５�０） 土（長石・石英・雲母） ナデ 二方向からの穿孔 下層

DP３７球状土錘 ２�１ ２�２ ０�４ （７�２） 土（長石・石英・雲母） ナデ 二方向からの穿孔 下層

DP３８球状土錘 ２�５ ２�２ （０�３）（７�４） 土（長石・石英・雲母） ナデ 二方向からの穿孔 下層

―３００―



覆土 １１層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏１，椀１，甕類１４），土製品１点（耳環）が散在した状態で出土しており，

いずれも細片である。４２８は東部の覆土中層，DP３９は南西部の覆土中からそれぞれ出土しており，住居の廃絶

後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子多量

第２４７図 第２４２２号住居跡・出土遺物実測図

―３０１―



第２４２３号住居跡（第２４８・２４９図）

位置 調査区中央部のＤ８ｂ６区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から北西部は調査区域外であり，南北軸は４�５０ｍ，東西軸は３�８８ｍだけが確認された。遺

存する東・南壁から，主軸方向Ｎ－３５°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は４６～５６�で，ほぼ直立

している。

第２４８図 第２４２３号住居跡実測図

第２４２２号住居跡出土遺物観察表（第２４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４２８ 土師器 椀 － （６�７） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ３０％

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３９ 耳環 ５�２ （４�６） １�１ （１６�８）土（長石・石英・雲母） 環状 断面円形 覆土中 PL７９

―３０２―



床 ほぼ平坦で，中央部から東・南壁近くまで踏み固められている。遺存する壁下には，幅１７～２２�，深さ４

～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，南東コーナー部には，幅１８�，深さ１９�，長さ１３２

�でＵ字状の断面を呈する間仕切り溝が設けられている。

ピット ３か所。Ｐ１は主柱穴で，深さは６２�である。Ｐ２は深さ２３�，Ｐ３は深さ２４�で，南壁際の中央部

に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。第４・６・８層が自然堆積した後に人為的に埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１７７点（坏３６，高坏６，甕類１３４，甑１），土製品１点（土玉），石製品１点（臼玉）が

散在した状態で出土している。４３０は東部，４３１は北東部の床面からそれぞれ出土しており，住居の廃絶後間も

なく廃棄されたものと考えられる。また，４２９はＰ３の覆土上層から出土しており，住居を廃絶して柱を抜き

取った後に廃棄されたものと考えられる。また，DP４０，Ｑ２９はともに覆土中から出土している。

所見 時期は出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第２４９図 第２４２３号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量

―３０３―



第２４２５号住居跡（第２５０・２５１図）

位置 調査区中央部のＥ８ａ２区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�７２ｍ，短軸５�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は２～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～２０�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。床面全体に焼土が堆積し，垂木状の炭化材も検出された焼失住居である。焼土層は竈前

部で１０～１５�の厚みを有している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２３�，袖部幅９８�である。袖部はローム

主体の第１６層を基部として，砂質粘土主体の第１０～１４層で構築しており，内側は火を受けて赤変している。火

床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１５・１６層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に４２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，

第８・９層は，天井部の崩落土層，第５層は袖部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５８～８０�である。Ｐ５は深さ２２�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径１２３�，短径８１�の楕円形で，深さは４９�である。底面は平坦

で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
４ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
１１ 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
１２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 極暗赤褐色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子中量
２ 暗 赤 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子少量
３ にぶい赤褐色 ローム粒子多量，炭化物中量

４ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２４２３号住居跡出土遺物観察表（第２４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４２９ 土師器 坏 １３�５ ４�９ － 長石・石英・雲
母・微礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ナデ ヘラ状の工具痕 Ｐ３上層 ９５％ PL７４

４３０ 土師器 高坏［１３�３］ ９�２ ８�２ 長石・雲母 赤 普通 口辺部外面横ナデ 内面横位のヘラ磨き 坏部外面
ヘラ削り 内面ヘラ磨き 脚部内・外面ヘラ削り 床面 ６０％ PL７５

４３１ 土師器 甕 ［２７�８］（２３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 床面 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４０ 土玉 １�２ １�３ ０�３ １�６ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 被熱痕 覆土中 PL８０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２９ 臼玉 １�５ （０�９） ０�３ （１�８） 凝灰岩 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL８０

―３０４―



第２５０図 第２４２５号住居跡実測図

―３０５―



覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックや焼土ブロック・炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した

人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７３点（坏７８，椀１，高坏２，甕類８７，甑１，手捏土器４），土製品１点（支脚）が散

在した状態で出土しており，出土土器の多くは細片である。４３２は竈の煙道部から正位で出土しており，ほぼ

完形であることから，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。４３４は北西部の覆土下層から出土してい

るが床面に堆積した焼土よりも上層であることから，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，４３３

は北西部の覆土中，DP４１は竈袖部右側の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 床面に焼土が堆積し，炭化材も確認されている焼失住居である。柱穴の覆土中には焼土や炭化物がほと

んど含まれず，床面の焼土層は柱穴部の覆土まで続いていることから，廃絶後間もなく柱を抜き取って埋め戻

し，その後に焼失したものと考えられる。時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２４２６号住居跡（第２５２図）

位置 調査区西部のＤ８ｆ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 中央部から北西部は調査区域外であり，南北軸は３�０２ｍ，東西軸は２�５８ｍだけが確認された。遺

存する東・南壁から，主軸方向Ｎ－３３°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は１２～２０�で，外傾して

立ち上がっている。

第２５１図 第２４２５号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量

６ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック少量
８ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子中量
９ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック・炭化物中量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物中量，ローム粒子少量

第２４２５号住居跡出土遺物観察表（第２５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３２ 土師器 坏 １２�７ ４�８ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈煙道部 ９５％ PL７５

４３３ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�９ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面放射状の磨き 覆土中 ４０％ PL７６

４３４ 土師器 手捏土器 － （３�５） ４�９ 長石・雲母・赤色粒子 黄灰 普通 体部内・外面ナデ 下層 ３０％ PL７１

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４１ 支脚 （１１�５） ５�２ ６�７ （４１０�１）長石・石英・雲母 ナデ 指頭痕 頭頂部に円形の窪み 下層 PL７９

―３０６―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南壁下には，幅６～１８�，深さ７～８�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が見られる。

ピット 中央部から北西部が調査区域外であるため明確でないが，深さ６６�で南東部に位置していることから，

主柱穴と考えられる。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏４，甕類１０）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。４３５は

覆土中から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 大部分は調査区域外であり遺物も少量であるが，時期は出土土器から古墳時代後期と考えられる。

第２４２７号住居跡（第２５３・２５４図）

位置 調査区南東部のＥ９ｂ０区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３７３・３３７４・３３９６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２８ｍ，短軸４�７６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４１°－Ｗである。壁高は１０～２２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１４�，深さ３～７�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量

第２５２図 第２４２６号住居跡・出土遺物実測図

第２４２６号住居跡出土遺物観察表（第２５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３５ 土師器 坏 ［１４�２］（３�５） － 石英・雲母 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 １０％

―３０７―



第２５３図 第２４２７号住居跡実測図

―３０８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅１０３�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に，砂質粘土やローム土を主体とする第１２～１４層で構築している。また，内側は火を受

けて赤変している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第９～１１層を充填して使用しており，火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２３�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第

１～８層に分けられ，第１～５層は，天井部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４７～６５�である。Ｐ５は深さ２２�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸９６�，短軸７７�の隅丸長方形で，深さは２６�である。底面は平

坦で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 １７層に分けられる。ロームブロックや粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２３点（坏８２，椀６，高坏１，甕類１３４），須恵器片１点（瓶類），鉄製品１点（刀子）

が散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。４３６は北東部，４３７は南東部の覆土中から出

土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，Ｍ９７は中央部の床面から出土しているが，

刀身部の破片であり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

第２５４図 第２４２７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
２ 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化物少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ロームブロッ

ク・砂質粘土ブロック少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化

物・ローム粒子少量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・灰中量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質
粘土粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
１１ にぶい赤褐色 焼土粒子多量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
５ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒

子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ

ク・炭化粒子少量
１６ にぶい褐色 粘土ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量
１７ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土粒子少量

―３０９―



第２４２９号住居跡（第２５５図）

位置 調査区中央部のＤ９ｄ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 中央部から東部は調査区域外であり，南北軸は２�８４ｍ，東西軸は０�８４ｍだけが確認された。遺存

する西壁の方向から，主軸方向Ｎ－５°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は２２～３６�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北西部の一部で硬化面が確認された。壁下には，幅１１～１６�，深さ１０～１１�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

覆土 ３層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４５点（坏７，甕３８），鉄製品１点（釘）が散在した状態で出土している。また，混入

した縄文土器片１点，須恵器片２点も出土している。出土土器はいずれも細片であり，住居の廃絶後に廃棄さ

れたものと考えられる。Ｍ９８は覆土中から出土している。

所見 北西部以外は調査区域外であり遺物も少量であるが，時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第２５５図 第２４２９号住居跡・出土遺物実測図

第２４２７号住居跡出土遺物観察表（第２５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３６ 土師器 坏 ［１２�０］ ５�４ － 長石・石英・雲
母・微礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 ４０％

４３７ 土師器 坏 ［１２�０］（３�４） － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９７ 刀子 （４�８） １�４ ０�５ （５�４） 鉄 茎部欠損 刃部の破片 断面三角形 床面 PL８１

第２４２９号住居跡出土遺物観察表（第２５５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９８ 釘 （４�３） ０�８ ０�５ （３�５） 鉄 茎部欠損 断面長方形の棒状 覆土中 PL８１

―３１０―



第２４３０号住居跡（第２５６図）

位置 調査区南部のＥ８ｄ５区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４３３号住居跡と重複している。本跡と第２４３３号住居跡ともに床面が露出した状態で検出されてい

るが，本跡の竈が遺存していることから第２４３３号住居跡を掘り込んでいると考えられる。

規模と形状 竈やピットの位置，硬化面の広がりから，長軸４�９０ｍ，短軸４�４０ｍほどの長方形で，主軸方向は

Ｎ－１°－Ｅと推定される。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されていたと推定される。竈の構築材と考えられる砂質粘土の広がりと火床部だけが検

出されており，確認できた部分の規模は，焚口部から煙道部まで約９０�，袖部幅約１００�である。火床部は床

面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けてやや赤変している。煙道部の立ち上がりは不明である。

ピット 深さ７�で南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏２，甕１０），石器１点（砥石）が確認面から出土し，いずれも細片である。

第２５６図 第２４３０号住居跡・出土遺物実測図

―３１１―



所見 床面が露出した状態で検出されており，遺物も少量であるが，時期は出土土器から古墳時代後期と考え

られる。

第２４３１号住居跡（第２５７図）

位置 調査区南西部のＥ８ｄ０区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３６６・３３６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北壁の中央部が撹乱によって壊されており，南東部は床面が露出した状態で検出されている。長

軸４�１８ｍ，短軸３�８８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は８�であるが，層厚が薄いため立ち

上がりは不明である。

床 ほぼ平坦である。明確な硬化面は認められない。

第２５７図 第２４３１号住居跡・出土遺物実測図

第２４３０号住居跡出土遺物観察表（第２５６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３０ 砥石 （８�７） ４�５ ４�１ （１６６�５） 凝灰岩 砥面４面 両端部欠損 確認面 PL７９

―３１２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは１０～２４�である。Ｐ４は深さ５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ１６�で，南部の壁際に位置している。

性格は不明であるが，Ｐ４の西側に隣接していることから，出入口施設に伴うピットの可能性も考えられる。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏８，甕類３６，甑２）が散在した状態で出土している。４３８は中央部の床面か

ら出土しているが，小片であり住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 北壁の中央部を撹乱で壊されているため，竈は確認されていない。時期は出土土器から古墳時代後期と

考えられる。

第２４３２号住居跡（第２５８・２５９図）

位置 調査区中央部のＤ８ｉ４区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１３７号溝，第３３３５・３３４１号土坑に掘り込まれている。また，中央部は南北方向，北西部は東西方

向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�９０ｍ，短軸６�１１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は８～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１６�，深さ３～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。床面全体に焼土が堆積し，垂木状の炭化材も検出された焼失住居である。焼土層は南東

部の壁際で１５～２０�の厚みを有している。

炉 中央部の北寄りに位置している。東部は耕作による撹乱を受けており，南北径６４�，東西径は４２�だけが

確認された。床面を皿状に掘りくぼめた地床炉であり，炉床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５２～８５�である。Ｐ５は深さ３９�で，南壁際に位置している

ことや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径６７�，短径５４�の楕円形で，深さは３３�である。底面は平坦で

壁はほぼ外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

炉土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
２ 極暗赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２４３１号住居跡出土遺物観察表（第２５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３８ 土師器 甑 ［２２�２］（４�７） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 １０％

―３１３―



第２５８図 第２４３２号住居跡実測図
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第２５９図 第２４３２号住居跡出土遺物実測図

―３１５―



覆土 １６層に分けられる。ロームブロックや焼土ブロック・炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆

積である。

遺物出土状況 土師器片２４６点（坩８，器台６，高坏１０，壺６４，甕類１５８），石器１点（砥石）が南部を中心に

出土している。また，混入した古墳時代後期の土師器片１７点，須恵器片１３点も出土している。４４０・４４３はとも

に貯蔵穴の底面，４４４は南部の床面，４３９は東壁際の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。

所見 床面全体に焼土が堆積し，炭化材も確認された焼失住居である。貯蔵穴および柱穴の覆土中には焼土や

炭化材がほとんど含まれていないことから，廃絶して柱を抜き取った後に焼失したと考えられる。時期は，出

土土器から４世紀後半と考えられる。

第２４３３号住居跡（第２６０図）

位置 調査区南部のＥ８ｃ５区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４３０号住居跡と重複している。本跡と第２４３０号住居跡ともに床面が露出した状態で検出されてい

るが，第２４３０号住居跡の竈の遺存状態から，第２４３０号住居に掘り込まれていると考えられる。

規模と形状 竈やピットの位置から，長軸４�００ｍ，短軸３�６０ｍほどの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅと推

定される。

床 ほぼ平坦で，竈前部が踏み固められている。北壁中央部からは焼土が確認されており，竈の火床部と考え

られる。

竈 北壁中央部に付設されていたと推定される。火床部だけが検出されており，規模は不明である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１６～４９�である。Ｐ５は深さ１３�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏３，甑１２）が確認面から出土しており，いずれも細片である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物中量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子微量

９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１５ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２４３２号住居跡出土遺物観察表（第２５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４３９ 土師器 坩 ［６�８］ ８�８ ３�６ 石英・雲母 灰赤 普通 体部外面ヘラ削り 輪積痕 内面ナデ 輪積痕
底部ヘラ削り 下層 ６０％

４４０ 土師器 鉢 ９�９ ６�０ ４�２ 長石・石英・黒色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ハケ目調整 体部外面ヘラ削り
後ハケ目調整 内面ハケ目調整 貯蔵穴底面 １００％ PL７１

４４１ 土師器 壺 ［３０�４］（８�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部外面ハケ目調整後縦位のヘラ磨き 内面縦
位のヘラ磨き 頸部外面ハケ目調整後ヘラ削り 壁溝覆土中 １０％

４４２ 土師器 壺 １８�２ （３�３） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面ハケ目調整後縦位のヘラ磨き 床面 １０％

４４３ 土師器 甕 １８�７ ２３�６ ６�０ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部外面ハケ目調整 内面横ナデ 体部外面上
位ハケ目調整 中・下位ヘラ削り 内面ヘラナデ 貯蔵穴底面 １００％ PL７１

外面煤付着

４４４ 土師器 甕 ２０�２ ２３�９ ５�３ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 橙 普通 口辺部外面ハケ目調整後横ナデ 体部外面上位ハケ目

調整 中・下位ヘラ削り 内面ナデ 底部ヘラ削り 床面 ６０％ PL７１
外面煤付着

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３１ 砥石 （４�８） ２�４ １�１ （２３�２）凝灰岩 砥面４面 両端部欠損 覆土中

―３１６―



所見 床面が露出した状態で検出されており遺物も少量であるが，時期は出土土器から古墳時代後期と考えら

れる。

第２４３４号住居跡（第２６１図）

位置 調査区南西部のＥ７ｃ９区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 北西部は調査区域外であり，中央部から南部は床面が露出した状態で検出されている。南北軸４�

５８ｍだけが確認された。柱穴の位置から東西軸は４�６５ｍほどで，主軸方向Ｎ－３８°－Ｗの方形と推定される。

壁高は北側で５�ほどで，層厚が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，北東コーナー部から南部が踏み固められている。遺存する壁下には，幅１２～１７�，深さ３～

８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁東寄りに付設されている。煙道部と左袖部が調査区域外であるため全体の規模は明確でないが，焚口

部から煙道部まで８４�，袖部幅７４�が確認された。火床部は床面を５�ほど掘りくぼめて使用しており，火床

面は火を受けてやや赤変している。覆土は第１～３層に分けられ，各層には焼土粒子や砂質粘土粒子を含んで

いる。

第２６０図 第２４３３号住居跡・出土遺物実測図

第２４３３号住居跡出土遺物観察表（第２６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４５ 土師器 坏 ［１１�０］（３�７） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 確認面 １０％

―３１７―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは６５～８０�である。Ｐ４は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏１７，甕１４）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。また，混入

した古銭１点も出土している。４４６は覆土中から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム粒

子少量

３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量

第２６１図 第２４３４号住居跡・出土遺物実測図

―３１８―



第２４３５号住居跡（第２６２～２６５図）

位置 調査区南部のＥ８ｊ６区，標高２０�０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第１４４号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南西部は床面が露出した状態で検出されている。長軸６�１９ｍ，短軸６�１２ｍの方形で，主軸方向は

Ｎ－２９°－Ｗである。壁高は９～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南部まで踏み固められている。壁下には，幅１４～２１�，深さ４～７�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は北壁中央部の西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２９�，袖部幅１１６

�である。左袖部は貯蔵穴２を埋め戻した上部にローム土と砂質粘土を主体とする第１０層で，右袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめて第１１層を充填し，その上部にローム土と砂質粘土を主体とする第８～１０層で構築してい

る。火床部は床面を５～８�掘りくぼめて第１２・１３層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に５８�掘り込まれ，火床部から緩やかな傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～７層

に分けられ，ロームブロックや焼土ブロックを含む人為堆積の状況を示している。竈２は北壁の東寄りに付設

されており，煙道部が壁外に２８�掘り込まれている状況だけが確認された。竈２の袖部が遺存していないこと

や，竈２の火床部に壁溝が確認されていることから，竈２から竈１への作り替えと考えられる。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６８～８０�である。Ｐ５は深さ４０�，Ｐ６は深さ２２�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は深さ４０�，Ｐ８は

深さ４９�で，竈１の左右に位置していることから，竈１に付随する棚などの施設の柱穴と考えられる。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は北東部の壁際に位置している。長径９８�，短径７３�の楕円形で，深さは４５�であ

る。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。貯蔵穴２は北西部の壁際に

位置している。長径９８�，短径８１�の楕円形で，深さは４４�である。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がり，

覆土は人為堆積の状況を示している。貯蔵穴２は竈１の左袖部下から検出されていることから，竈の作り替え

に伴って貯蔵穴２から貯蔵穴１へと作り替えられたと考えられる。

竈１土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・灰中量
３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量

８ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック多量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

竈２土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量 ２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

第２４３４号住居跡出土遺物観察表（第２６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４６ 土師器 坏 ［１１�８］（２�７） － 長石・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 覆土中 １０％

―３１９―



第２６２図 第２４３５号住居跡実測図

―３２０―



覆土 ６層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片７３１点（坏８９，高坏１０，鉢８，甕類５４５，甑７９），須恵器片２０点（壺）が北部を中心に

出土している。４４８・４４９・４５５は竈左側，４５１・４５２・４５６・４５７は北東部の床面，４５４は北東部の覆土下層からそ

れぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。４５０は貯蔵穴１の覆土中層，４５８・

４５９は覆土上層からそれぞれ出土しており，住居を廃絶して柱を抜き取った後に流れ込んだと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２６３図 第２４３５号住居跡・出土遺物実測図

貯蔵穴１土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量

貯蔵穴２土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘
土粒子少量

５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロー
ム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・灰少量
６ 暗 褐 色 焼土粒子中量

―３２１―



第２６４図 第２４３５号住居跡出土遺物実測図�

―３２２―



第２６５図 第２４３５号住居跡出土遺物実測図�

―３２３―



第２４３８号住居跡（第２６６・２６７図）

位置 調査区南部のＦ８ｂ３区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４１４・３４２１・３４７６～３４７８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３１ｍ，短軸３�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４７°－Ｗである。壁高は６～２６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。粘土層を掘り込んで構築しており床面全体が硬化している。東・南壁下には幅８～１０�，

深さ２～３�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅９０�で，袖部は砂質粘土を主

体とする第５・６層で構築している。火床部は床面を１０～１５�掘りくぼめてローム混じりの粘土を主体とする

第７～９層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２７�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～４層に分けられ，第１・２層は，天井部の崩落土層に相

当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３１～３８�である。Ｐ５は深さ１２�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。ロームブロックや粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子・焼

土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
４ 黒 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量

５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，粘土粒子少量
８ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
１０ 暗 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

６ にぶい黄褐色 炭化物・砂粒少量，ローム粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量
１０ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量

第２４３５号住居跡出土遺物観察表（第２６３～２６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４４７ 土師器 坏 １６�１ ６�４ － 長石・石英・赤色粒子 黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 床面 ９５％ PL７７

４４８ 土師器 坏 － （４�５） － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ９５％ PL７６

４４９ 土師器 坏 １４�９ ４�３ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 床面 ７０％ PL７７

４５０ 土師器 坏 ［１３�５］ ４�９ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 貯蔵穴１中層 ６０％ PL７７

４５１ 土師器 高坏 １５�５ １０�６ １１�１ 長石・雲母 黒褐 普通
口辺部内・外面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 脚部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラ削り後ナデ 裾部外面横ナデ

床面 ９０％ PL７７

４５２ 土師器 高坏 １６�１ １０�６ １１�４ 長石・石英・
雲母

にぶい
黄褐

普通
口辺部内・外面ヘラ磨き 坏部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 脚部外面ヘラ削り後ヘラ
磨き 内面ヘラ削り後ナデ 裾部外面横ナデ

床面 ８０％ PL７７

４５３ 土師器 鉢 １１�４ ６�９ ［５�４］ 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ６０％ PL７７

４５４ 須恵器 壺 １３�５（２６�５） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部外面波状文 体部外面上位波状文 中・
下位縦位の平行叩き 内面同心円状の当て具痕 下層 ６０％ PL７８

４５５ 土師器 甕 ２１�５ ３２�５ ７�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ６０％ 煤付着

４５６ 土師器 甕 ２１�６ ３２�８ ［８�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ７０％ PL７７

４５７ 土師器 甕 ２２�４（２９�０） － 長石・石英・雲
母・小礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ７０％ PL７７

４５８ 土師器 小形甕 － （１５�７） ６�７ 長石・石英・雲
母・小礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 底部木葉痕 貯蔵穴１上層 ９０％

４５９ 土師器 甑 ２０�９ ２０�６ ６�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 貯蔵穴１上層 ８５％ PL７８

―３２４―



遺物出土状況 土師器片２９７点（坏５９，甕２３８）が東部を中心に出土している。４６２は竈の覆土中層から出土し

ており被熱痕が認められることから，本住居の竈で使用されていたと考えられる。４６０は南西部，４６１は竈の覆

土中からそれぞれ出土している。

所見 主軸方向が西寄りで，当遺跡における古墳時代後期の住居としての調査例は少ない。１０ｍほど北西に位

置し，本跡と同様の主軸方向を示す第２４４０号住居との密接な関係が想定される。時期は，出土土器から６世紀

後葉から７世紀前葉と考えられる。

第２６６図 第２４３８号住居跡・出土遺物実測図

―３２５―



第２４３９号住居跡（第２６８図）

位置 調査区南西部のＥ９ｈ２区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２４３７号住居，第４３１号掘立柱建物，第３４５８・３４９２・３５５１・３５６３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部以外は床面が露出した状態で検出されており，南東部を第２４３７号住居に掘り込まれている。

長軸５�９２ｍ，短軸５�１４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗと推定される。壁高は北東側で８～１３�であり，

層厚が薄いため立ち上がりは不明である。

床 竈前部で硬化面が確認された。後世の削平を受けているため，北東部と南西部の床面の状態は不明である。

遺存する壁下には，幅９～１２�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，左袖部と火床部，煙道部の一部だけが検出されている。確認された規模は，

焚口部から煙道部まで８２�，左袖部幅３２�である。袖部はローム混じりの砂質粘土で構築している。火床部は

床面とほぼ同じ高さであるが，詳細については不明である。煙道部は壁外に２１�掘り込まれている状況だけが

確認された。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４４～８５�である。Ｐ５は深さ５６�で，北西コーナー部に位置

しているが性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏６，高坏２，甕類４）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。

所見 時期は，重複関係や出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

第２６７図 第２４３８号住居跡出土遺物実測図

第２４３８号住居跡出土遺物観察表（第２６６・２６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６０ 土師器 坏 ［１３�２］（４�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 １０％

４６１ 土師器 坏 ［１１�０］（３�７） － 雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈覆土中 １０％

４６２ 土師器 甕 － （８�６） １１�７ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 竈中層 １５％

―３２６―



第２４４０号住居跡（第２６９図）

位置 調査区南西部のＥ７ｈ０区，標高２０�０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第１４０・１４８号溝，第３３９２・３３９３・３４０５・３４１０・３４７２・３４７３・３５０５・３５０６・３５７４・３５７５・３５７９・３５８２・

３６０７～３６０９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から南部の床面は削平された状態で検出されており，また，多数の遺構に掘り込まれてい

るため全体の規模は明確でない。東西軸５�０６ｍだけが確認された。南北軸は５�００ｍほどで，主軸方向はＮ－５２°

－Ｗの方形と推定される。壁高は北西部で１１�であり，層厚が薄いため立ち上がりは不明である。

第２６８図 第２４３９号住居跡実測図

―３２７―



第２６９図 第２４４０号住居跡・出土遺物実測図

―３２８―



床 遺存する部分はほぼ平坦で，竈前部から東部が踏み固められているが，中央部から南部の床面の状態は不

明である。北東コーナー部の壁下からは，幅１０～１１�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出され

ている。

竈 西壁中央部に付設されている。第３４７２号土坑に掘り込まれているため，右袖端部は遺存していない。規模

は，焚口部から煙道部まで７１�，袖部幅８２�であり，袖部はローム混じりの砂質粘土で構築している。火床部

は床面を５�ほど掘りくぼめて使用しているが，明確な火床面は確認されていない。煙道部は壁外に１６�掘り

込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～５層に分けられ，各層に焼土ブロックや砂質粘

土ブロックを含んでいる。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３８・５８�である。Ｐ３は深さ１８�で，北東コーナー部に位置

しているが性格は不明である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置しており，上部を第３４０５号土坑に掘り込まれている。長径７２�，短径５４�の楕

円形で，深さは３９�である。底面は皿状で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 ５層に分けられる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片３２点（坏８，甕類２４），土製品２点（勾玉）が散在した状態で出土している。４６３・４６５

は北部，４６４は北東部の覆土下層からそれぞれ出土しているが，いずれも小片であり，住居の廃絶後に廃棄さ

れたものと考えられる。

所見 主軸方向が西寄りで，当遺跡における古墳時代後期の住居としての調査例は少ない。１０ｍほど南東に位

置し，本跡と同様の主軸方向を示す第２４３８号住居との密接な関係が想定される。時期は，出土土器から６世紀

後葉から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第２４４０号住居跡出土遺物観察表（第２６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６３ 土師器 坏 ［１４�８］（３�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 下層 １０％

４６４ 土師器 坏 ［１２�２］（３�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 １０％

４６５ 土師器 甕 － （４�４） ９�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４２ 勾玉 （１�８） １�３ ０�６ （１�３） 土（長石・石英） ナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL７９

―３２９―



第２４４１号住居跡（第２７０・２７１図）

位置 調査区南西部のＤ７ｊ０区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１３７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北西部は調査区域外である。長軸５�６２ｍ，短軸５�４１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｗである。

壁高は８～２８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際まで踏み固められている。南西コーナー部を除く壁下には，幅１３～１９�，

深さ４～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第２７０図 第２４４１号住居跡実測図

―３３０―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは５７～８２�である。Ｐ４は深さ２５�，Ｐ５は深さ３２�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４２点（坏２０，椀５，鉢４，甕類１２，甑１），銅製品１点（耳環）が散在した状態で出土

している。４６６は南部の床面，４６７は南部の覆土下層からそれぞれ出土しているが，いずれも小片を接合したも

のであり，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。また，Ｍ９９は西部の覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
４ 黒 色 ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック微量
８ 黒 色 ロームブロック微量
９ 褐 色 ローム粒子中量

第２７１図 第２４４１号住居跡出土遺物実測図

第２４４１号住居跡出土遺物観察表（第２７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６６ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�５ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％ PL７４

４６７ 土師器 鉢 ［１１�２］（４�７） － 長石・雲母 暗黄灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 １０％

４６８ 土師器 鉢 － （４�３）［９�０］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 下層 １０％

番号 器種 最小径 最大径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９９ 耳環 １�７ １�８ ０�３ ３�９ 銅 断面楕円形 覆土中 PL８０

表２６ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２４００ Ｃ９ｂ１ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ５�３５×５�０２ ２４～３９ 平坦 全周 ３ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵
器片，鉄鏃，鎌 ７世紀前葉

２４０３ Ｃ９ｊ１ Ｎ－２２°－Ｗ ［方形・長方形］（３�４６×２�４１）３６～３９ 平坦 一部 １ － － 竈１ － 人為 土師器片，支脚，
小玉 ７世紀前葉以前

２４０５ Ｄ９ｂ１ Ｎ－５８°－Ｗ ［方形・長方形］（４�２４×２�３８） １９ 平坦 一部 １ － － 竈１ － 人為 土師器片，支脚，
鉄滓 ７世紀中葉以前

２４０９ Ｄ８ｂ９ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形］ ５�４７×（５�４５）２０～３２ 平坦［全周］ ４ １ － － － 自然・
人為

土師器片，刀子，
鉄鏃，鎌，鉄滓 ７世紀前葉以前

２４１１ Ｃ８ｆ０ Ｎ－１７°－Ｗ 方形 ９�０４×８�９６ ３４～４３ 平坦［全周］ ４ ２ ２ 竈１ １ 自然・
人為

土師器片，支脚，土
製勾玉，釘，鉄滓 ６世紀後葉

２４１４ Ｄ８ｄ７ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ５�１４×５�０１ ２９～３４ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片 ６世紀後葉以前

２４１６ Ｄ８ｅ５ Ｎ－３８°－Ｗ 方形 ４�７５×４�６８ ２４～２９ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ １ 人為 土師器片，管玉，
臼玉 ７世紀前葉以前

―３３１―



２ 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の住居跡９軒，掘立柱建物跡４棟を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２４０４号住居跡（第２７２・２７３図）

位置 調査区北部のＣ８ｉ０区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�４５ｍ，短軸３�４１ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２４～３０�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，竈前部から中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１５�，深さ４～１１�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１０５�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を主体とした第９～１３層を積み上げて構築しており，内側は火を受けて赤変

している。火床部は床面を２０�ほど掘りくぼめ，ローム土を主体とした第１４層を充填して使用しており，火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１７�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土は第１～８層に分けられ，人為堆積の状況を示している。竈覆土下層から出土した土師器甕の破片と北西

部から出土した破片が接合していることから，住居の廃絶に伴って壊されたと考えられる。

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２４１７ Ｃ８ｄ７ Ｎ－１９°－Ｗ ［方形・長方形］（２�８５×２�１４）３１～３６ 平坦 一部 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，刀子 古墳時代後期

２４１８ Ｄ８ｈ７ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ３�２１×２�８８ １２～３４ 平坦 全周 ３ １ － 竈１ － 人為 土師器片，釘，
鉄滓 ７世紀後葉以前

２４１９ Ｄ８ｉ７ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ９�３６×９�１８ １４～２０ 平坦 全周 ４ ２ － － １ 人為 土師器片，丸玉，
臼玉，鉄滓 ６世紀後葉

２４２０ Ｄ８ｇ０ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ５�５３×５�４２ ６～１９ 平坦 半周 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，支脚，
鉄滓 ７世紀中葉

２４２１ Ｄ８ｈ０ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ８�０４×（７�６０）１８～２７ 平坦［全周］ ４ ２ １ 竈１ １ 人為 土師器片，支脚，
土玉，球状土錘 ６世紀中葉

２４２２ Ｄ９ｈ１ Ｎ－１８°－Ｗ ［方形・長方形］ ５�９４×（２�０２）１８～２９ 平坦 一部 － － － － － 人為 土師器片，土製
耳環

６世紀後葉
～７世紀前葉

２４２３ Ｄ８ｂ６ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形・長方形］（４�５０×３�８８）４６～５６ 平坦 一部 １ ２ － － － 人為 土師器片，土玉，
臼玉 ６世紀中葉

２４２５ Ｅ８ａ２ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ５�７２×５�４２ ２～１６ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，支脚 ７世紀前葉

２４２６ Ｄ８ｆ１ Ｎ－３３°－Ｗ ［方形・長方形］（３�０２×２�５８）１２～２０ 平坦 一部 １ － － － － 人為 土師器片 古墳時代後期

２４２７ Ｅ９ｂ０ Ｎ－４１°－Ｗ 長方形 ５�２８×４�７６ １０～２２ 平坦 全周 ４ １ － － １ 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 ７世紀前半

２４２９ Ｄ９ｄ１ Ｎ－５°－Ｗ ［方形・長方形］（２�８４×０�８４）２２～３６ 平坦 一部 － － － － － 人為 土師器片，釘 古墳時代後期

２４３０ Ｅ８ｄ５ Ｎ－１°－Ｅ［長方形］［４�９０×４�４０］ － 平坦 － － １ － 竈１ － － 土師器片，砥石 古墳時代後期

２４３１ Ｅ８ｄ０ Ｎ－１８°－Ｗ 方形 ４�１８×３�８８ － 平坦 － ３ １ １ － － 不明 土師器片 古墳時代後期

２４３２ Ｄ８ｉ４ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ６�９０×６�１１ ８～１８ 平坦 全周 ４ １ － 炉１ １ 人為 土師器片，砥石 ４世紀後半

２４３３ Ｅ８ｃ５ Ｎ－２°－Ｅ［長方形］［４�００×３�６０］ － 平坦 － ４ １ － 竈１ － － 土師器片 古墳時代後期

２４３４ Ｅ７ｃ９ Ｎ－３８°－Ｗ ［方形］［４�６５］×（４�５８） ５ 平坦［全周］ ３ １ － 竈１ － － 土師器片 古墳時代後期

２４３５ Ｅ８ｊ６ Ｎ－２９°－Ｗ 方形 ６�１９×６�１２ ９～２０ 平坦［全周］ ４ ２ ２ 竈２ ２ 不明 土師器片，須恵
器片 ６世紀後葉

２４３８ Ｆ８ｂ３ Ｎ－４７°－Ｗ 方形 ４�３１×３�９６ ６～２６ 平坦 半周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉
～７世紀前葉

２４３９ Ｅ９ｈ２［Ｎ－４０°－Ｗ］［長方形］［５�９２×５�１４］ ８～１３ 平坦（半周） ４ － １ 竈１ － － 土師器片 ７世紀前葉以前

２４４０ Ｅ７ｈ０［Ｎ－５２°－Ｗ］［方形］（５�０６）×５�００ １１ 平坦 一部 ２ － １ 竈１ １ 不明 土師器片，土製
勾玉

６世紀後葉
～７世紀前葉

２４４１ Ｄ７ｊ０ Ｎ－３３°－Ｗ 方形 ５�６２×５�４１ ８～２８ 平坦 半周 ３ ２ － － － 人為 土師器片，耳環 ６世紀後葉
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ピット ２か所。Ｐ１は深さ２４�で，南壁際に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピ

ットと考えられる。Ｐ２は深さ１５�で，南東コーナー部に位置しているが性格は不明である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量
４ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量，炭化粒子

少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子中

量，炭化粒子少量

９ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
１０ 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１４ 極暗赤褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
１８ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２７２図 第２４０４号住居跡実測図
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覆土 １４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２３点（甕類），須恵器片２０点（坏９，蓋４，甕類７），土製品２点（支脚）が北西部

を中心に出土しており，出土土器はいずれも細片である。また，混入した土師器片２４点も出土している。４７０

は，北西部の覆土中・下層から出土した破片と，竈の覆土下層から出土した破片が接合したものであり，４６９

は北部壁際の覆土下層から出土している。ともに住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉以前と考えられる。

第２４０６号住居跡（第２７４・２７５図）

位置 調査区中央部のＤ８ｇ３区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
４ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
７ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

８ 極 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２７３図 第２４０４号住居跡出土遺物実測図

第２４０４号住居跡出土遺物観察表（第２７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４６９ 須恵器 坏 １４�７ ４�２ ８�８ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り
後一方向のへ削り 下層 ８５％ PL７８

４７０ 土師器 甕 ２３�４ ３１�０ ７�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 中・下層 ８０％ PL７８
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第２７４図 第２４０６号住居跡実測図
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規模と形状 長軸４�５８ｍ，短軸４�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１８～２４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１５～２２�，深さ７～１３�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，耕作による撹乱で袖部と火床部の一部が壊されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで１３１�，袖部幅１２８�である。袖部は地山のロームを掘り残して基部とし，その上部に砂質粘土を

主体とした第１０～１６層を積み上げて構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめ，ローム土を主体とし

た第１７・１８層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４１�掘り込ま

れ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第１～３・６・７層は袖部および

天井部の崩落土層に相当する。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～５５�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２５�，Ｐ７は深さ３０�で，ともに主柱

穴に隣接していることから補助的な支柱穴と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，ロー

ム粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子中量，

ローム粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子・灰中量，ローム粒

子少量
７ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
８ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
９ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・灰少量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

１１ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，
ローム粒子微量

１３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１６ にぶい赤褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２７５図 第２４０６号住居跡出土遺物実測図
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覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２９７点（坏３１，椀２，甕類２６４），須恵器片３１点（坏１３，蓋８，甕類１０），土製品４点（支

脚），石器１点（砥石），鉄製品２点（刀子，鑿ヵ）が散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片

である。４７１・４７４は南西部の覆土中層，４７２は北壁際の覆土下層，Ｑ３２は南西部の床面からそれぞれ出土して

おり，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉以前と考えられる。

第２４０７号住居跡（第２７６・２７７図）

位置 調査区中央部のＤ８ａ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３３０号土坑を掘り込み，第３３２２・３３２３・３３２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６６ｍ，短軸３�３７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は５７～６０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南西コーナー部を除く壁下には，幅１４～１６�，深さ４～６�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２４�，袖部幅１３９�で，天井部が一部遺存

している。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に，砂質粘土を主体とした第１４～１８層を積み上げて構築してお

り，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に３８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。また，煙道部の奥壁には，

砂質粘土を主体とした第２０層を貼り付けて補強している。覆土は第１～１３層に分けられ，第２～６・９～１２層

は天井部および袖部の崩落土層に相当する。天井部の崩落土が火床部と直に接していることから，住居の廃絶

に伴って壊されたものと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子多量

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子中

量，炭化粒子少量
２ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量

３ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，
炭化粒子少量

第２４０６号住居跡出土遺物観察表（第２７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７１ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�３ ９�０ 長石・石英・雲
母・白色粒子 灰黄褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切

り後多方向のヘラ削り 中層 ４０％

４７２ 須恵器 坏 ［１３�１］ ２�９ ［８�９］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切
り後一方向のヘラ削り 下層 ４０％

４７３ 須恵器 蓋 ［１４�２］（２�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

４７４ 土師器 甕 ［２２�４］（１４�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 輪積痕 中層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３２ 砥石 （６�８）（３�０）（２�３）（４４�３）凝灰岩 砥面２面 他は破断面 床面 PL７９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１００ 鑿ヵ （７�０） １�１ ０�６ （１８�４）鉄 刃部欠損 断面長方形 茎尻部が細る 覆土中
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４ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック多量，ローム粒
子中量，炭化物少量

５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
１１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１７ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１８ 極 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量
２０ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

第２７６図 第２４０７号住居跡実測図
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ピット 深さ２９�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６３点（甕類），須恵器片３４点（坏２４，蓋５，高盤１，甕類４），土製品２点（支脚，

球状土錘）が，覆土上層を中心に散在した状態で出土している。４７５・４７６・４７８は北東部，４７７は北西部，DP

４３は南東部の覆土中からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉以前と考えられる。

第２４０８号住居跡（第２７８・２７９図）

位置 調査区中央部のＤ８ａ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４０９号住居跡を掘り込み，第２４１２号住居，第４２９号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９１ｍ，短軸４�８６ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は３０～３９�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北部および北西部の壁下には，幅８～１４�，深さ３～６�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

５ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
６ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子多量

第２７７図 第２４０７号住居跡出土遺物実測図

第２４０７号住居跡出土遺物観察表（第２７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７５ 須恵器 坏 １４�２ ３�９ ７�９ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二
方向のヘラ削り 覆土中 ９５％ PL７８

４７６ 須恵器 坏 １４�５ ４�０ ９�０ 長石・石英・雲母 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後多方向のヘラ削り 覆土中 ７０％

４７７ 須恵器 蓋 － （２�７） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

４７８ 須恵器 高盤 － （５�６） － 長石・石英・雲母 灰 普通 脚部に透かし有り 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４３球状土錘 ２�０ ２�１ ０�４ ６�０ 土（長石・石英・雲母） あらいナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL８０
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竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅１０５�である。袖部は地山の

ロームをやや高く掘り残し，その上部にローム土を主体とした第１４層と砂質粘土を主体とする第１３層を積み上

げて構築している。また，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を２０�ほど掘りくぼめ，第１５～１７層

を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３９�掘り込まれ，火床部か

第２７８図 第２４０８号住居跡実測図
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ら外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１１層に分けられ，第２・３・１０・１１層は，袖部および天井部の崩

落土層に相当する。

ピット 深さ２４�で，南部に位置しているが性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３３１点（坏６３，甕類２６８），須恵器片１８点（坏１０，蓋１，甕類７），鉄製品１点（不明）

が，覆土上・中層を中心に散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。４７９は南西部の覆

土中，TP２７は竈の覆土中からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から８世紀前葉以前と考えられる。

第２４１３号住居跡（第２８０・２８１図）

位置 調査区中央部のＤ８ｃ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�８２ｍ，短軸４�３４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８５°－Ｅである。壁高は１５～１９�で，外傾

して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子少量
３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物・ロー

ム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子少量

８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
９ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
１０ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘

土粒子少量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
１２ 赤 褐 色 焼土粒子中量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
２ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化

粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２７９図 第２４０８号住居跡出土遺物実測図

第２４０８号住居跡出土遺物観察表（第２７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７９ 土師器 坏 ［１１�８］（３�２） － 雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 輪積痕 覆土中 １０％

TP２７ 須恵器 甕 － （１０�３） － 長石・石英・雲母 黄灰色 普通 体部外面横位の平行叩き 内面ナデ 竈覆土中
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第２８０図 第２４１３号住居跡実測図
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床 ほぼ平坦で，南東部が踏み固められている。北壁下および東・西壁下の一部には，Ｕ字状の断面を呈する

壁溝が存在しており，規模は，西壁下で幅１３�，深さ９�である。

竈 東壁の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７６�であり，住居内部への袖の張り出し

は確認されていない。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けてやや赤変している。煙道部は

壁外に５２�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第５～７層

は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット ６か所。いずれのピットも性格不明であるが，Ｐ１～Ｐ３は深さ２２～２３�で，いずれも壁際に位置し

ていることから，壁柱穴の可能性が考えられる。また，Ｐ４は深さ２３�で，西壁際に位置していることから，

出入口施設に伴うピットの可能性が考えられる。Ｐ５・６の性格は不明である。

覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６３点（甕類２６２，手捏土器１），須恵器片１０点（坏６，甕類４），鉄製品１点（釘）が

散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。４８０は東壁際の覆土中層，４８２は中央部北寄り

の覆土上層からそれぞれ出土しており，４８１は南東部の覆土中・下層から出土した破片が接合したものである。

いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

第２８１図 第２４１３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量

８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
９ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック・焼土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

５ 褐 色 ロームブロック中量
６ にぶい褐色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子多量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
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所見 南北に長い住居形態である。時期は，出土土器から８世紀中葉以前と考えられる。

第２４１５号住居跡（第２８２・２８３図）

位置 調査区中央部のＤ８ｅ６区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１４・２４１６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１４ｍ，短軸４�９４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は２０～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１７�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９７�，袖部幅１０９�である。袖部は床面を

５～１０�ほど掘りくぼめて第１３層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第８～１０層で構築している。ま

た，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１１～１４層を充填し，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は

第１～７層に分けられ，第４・５層は天井部の崩落土層，第７層は袖部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５２～８９�である。Ｐ５は深さ１５�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４０６点（甕類），須恵器片８６点（坏４３，蓋１，高台付盤２，鉢３，甕類３５，甑２），鉄

製品３点（刀子２，釘１）が北部を中心に出土している。４８３は南西コーナー部，４８４は北東コーナー部，４８５

は竈左袖前部，４８６は北東部，Ｍ１０２は東部南寄りのいずれも覆土下層からそれぞれ出土しており，住居の廃絶

後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子・灰

少量，ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒

子微量

８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロー
ム粒子少量

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物少量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 褐 色 ロームブロック多量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量

第２４１３号住居跡出土遺物観察表（第２８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８０ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�９ ８�８ 長石・石英・雲母 浅黄 普通 底部回転ヘラ削り 中層 ５０％
外面煤付着

４８１ 土師器 甕 ［２３�２］（２１�２） － 長石・石英・雲
母・微礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内

面ヘラナデ 中・下層 ２０％
外面煤付着

４８２ 土師器 手捏土器［５�８］ ３�３ ５�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ナデ 指頭痕 内面ナデ 底部木葉痕 上層 ７０％ PL７１

―３４４―



第２８２図 第２４１５号住居跡実測図

―３４５―



第２４２８号住居跡（第２８４・２８５図）

位置 調査区南部のＥ８ｂ６区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�６６ｍ，短軸４�５１ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は４～１２�であり，層

第２８３図 第２４１５号住居跡出土遺物実測図

第２４１５号住居跡出土遺物観察表（第２８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８３ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�５ ［８�６］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ４０％

４８４ 須恵器 高台付盤［２２�８］ ４�２ １３�６ 長石・石英・雲母 黒褐 良好 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ８０％ PL７８

４８５ 須恵器 高台付盤 － （３�６）［１２�２］長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ５０％

４８６ 須恵器 鉢 ［３５�６］（１３�３） － 長石・石英・雲母 灰 良好 口辺部内外面横ナデ 体部外面横位の平行叩き 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０１ 刀子 （３�７） ０�７ ０�３ （４�１） 鉄 刃部欠損 茎部の破片 覆土中

Ｍ１０２ 釘 （１０�７） ０�６ ０�７ （２０�４）鉄 断面方形の棒状 一端が細る 中位で屈曲 下層 PL８１

―３４６―



厚が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南部まで踏み固められている。壁下には，幅１１～１４�，深さ３～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。また，貼り床が認められ，掘り方は四隅を掘り込んでいる状況が確認されて

いる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�，袖部幅１２１�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を主体とする第１４～１８層で構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼ

めてローム土を主体とする第１９層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

火床部から外傾して立ち上がっている。層厚が薄いため，壁外への掘り込みは確認されていない。覆土は第１

～１３層に分けられ，第１～５層は天井部の崩落土層に相当する。

第２８４図 第２４２８号住居跡実測図

―３４７―



第２８５図 第２４２８号住居跡掘り方・出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
３ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量
８ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロッ

ク・炭化物中量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物多量，ローム粒子中量

１０ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化物少量
１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
１５ 極暗赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１６ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子少量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子少量
１８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量

―３４８―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３２～６７�である。Ｐ３の底面からは柱のあたりが確認されて

いる。Ｐ５は深さ２２�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。第４・５層は貼り床に相当し，第６・７層

は掘り方の埋土層である。

遺物出土状況 土師器片１０３点（甕類），須恵器片４点（坏２，甕類２）が北部を中心に出土している。また，

混入した古墳時代後期の土師器片５点，陶器片３点も出土している。４８８は北東コーナー部，TP２８は竈左側の

床面，４８７は北東部の覆土中からそれぞれ出土している。いずれの土器も小片であり，住居の廃絶後間もなく

廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

第２４３６号住居跡（第２８６図）

位置 調査区南部のＥ８ｊ３区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１４４号溝に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から南部は床面が露出した状態で検出されており，南部を第１４４号溝に掘り込まれている。

東西軸４�３２ｍ，南北軸は３�８４ｍだけが確認された。竈の位置や遺存する壁の方向から，主軸方向Ｎ－１３°－Ｅ

の方形または長方形と推定される。壁高は北西側で１２�であり，層厚が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，竈前部から中央部が踏み固められている。北・西壁下には，幅１７～１９�，深さ５～１３�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０１�，袖部幅９２�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を主体とする第７～９層で構築しており，内側は火を受けて赤変している。

火床部は床面を５�ほど掘りくぼめて第１０層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～６層に分けられ，第１

～４層は天井部の崩落土層，第５層は袖部の崩落土層に相当する。ロームブロックや焼土ブロックを含む人為

堆積の状況を示しており，天井部の崩落土層が火床面に接していることから，廃絶に伴って破壊されたと考え

られる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物中量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，焼土粒子
少量

６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
７ 明 褐 色 ローム粒子中量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子多量，砂質粘土ブロック・

ローム粒子中量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子中量
５ 黄 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒
子少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量
８ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量

第２４２８号住居跡出土遺物観察表（第２８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８７ 須恵器 坏 ［１３�０］（３�６） － 長石・雲母 灰 普通 体部外面ロクロナデ 覆土中 １０％

４８８ 土師器 甕 ［２１�８］（９�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 １０％
外面煤付着

TP２８ 須恵器 甕 － （１５�６） － 長石・雲母・赤色粒子 黄灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面ナデ 床面

―３４９―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは３５～４９�である。Ｐ４は深さ１５�で，南部に位置しているこ

とや規模から，出入口施設に伴うピットと考えられる。

第２８６図 第２４３６号住居跡・出土遺物実測図

―３５０―



覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片５２点（甕），須恵器片４点（坏２，蓋２）が散在した状態で出土しており，いずれも

細片である。また，混入した古墳時代後期の土師器片２点も出土している。４８９は北東部，４９０・４９１は北西部

の覆土下層からそれぞれ出土しているがいずれも小片であり，住居の廃絶後間もなく廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

第２４３７号住居跡（第２８７・２８８図）

位置 調査区南部のＥ９ｈ３区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第２４３９号住居跡を掘り込み，第４３１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 北東部は調査区域外である。長軸５�６４ｍ，短軸５�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。

壁高は２４～３２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１３�，深さ４～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０６�，袖部幅１２４�である。袖部は砂質粘

土主体の第１５・１６層で構築しており，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を２０～２５�掘りくぼめて

第１１～１４層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２７�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１０層に分けられ，第２・９層は，天井部および袖部の崩

落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは２９～５２�である。Ｐ４は深さ３３�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ４４�で，Ｐ３の西側に隣接しているこ

とから支柱穴と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２ オリーブ褐色 砂質粘土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼

土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量
７ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化物微量

１０ 赤 褐 色 焼土ブロック・灰中量
１１ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１２ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム粒

子少量
１６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量

第２４３６号住居跡出土遺物観察表（第２８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８９ 須恵器 坏 ［１４�０］（３�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黄灰 普通 体部外面ロクロナデ 下層 １０％

４９０ 土師器 甕 ［２０�４］（９�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 下層 １０％

外面煤付着

４９１ 土師器 甕 ［１６�０］（４�５） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 １０％

―３５１―



第２８７図 第２４３７号住居跡実測図

―３５２―



覆土 １５層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３９３点（坏６２，甕３３１），須恵器片１４点（坏９，蓋５），土製品２点（支脚），鉄製品２

点（刀子）が北西部を中心に出土している。出土土器の多くは細片であり，壁際の土器ほど覆土上層から出土

している。また，混入した古墳時代後期の土師器片２２点も出土している。４９５は東部，Ｍ１０３は南部の覆土下

層，４９４・４９６は北西部の覆土中層からそれぞれ出土しており，４９２は西部の覆土下層から出土した破片と竈前

部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

Ｍ１０４はＰ４の覆土中から出土しており，住居を廃絶して柱を抜き取った後に流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉以前と考えられる。

第２８８図 第２４３７号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック多量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒

子少量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２４３７号住居跡出土遺物観察表（第２８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９２ 土師器 坏 １４�９ ５�１ － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 中・下層 ６０％

４９３ 須恵器 坏 ［１５�０］（４�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面ロクロナデ 覆土中 １０％

４９４ 須恵器 蓋 － （１�８） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 天井部回転ヘラ削り 中層 １０％

４９５ 須恵器 蓋 ［１８�２］（２�３） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 １０％

４９６ 土師器 甕 ［２３�２］（２０�８） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 中層 １５％

―３５３―



� 掘立柱建物跡

第４２７号掘立柱建物跡（第２８９図）

位置 調査区中央部のＤ８ｂ５区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２３号住居跡を掘り込んでいる。

第２８９図 第４２７号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０３ 刀子 （５�９） １�４ ０�４ （６�２） 鉄 刃部欠損 茎部の破片 木質付着 下層 PL８１

Ｍ１０４ 刀子 （５�６） １�３ ０�３ （４�９） 鉄 刃先部 茎尻部欠損 刃部断面三角形 Ｐ４覆土中 PL８１

―３５４―



規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－５°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５�４ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２２�６８�である。柱間寸法は，桁行は１�８ｍ（６尺），梁行は２�１ｍ（７尺）を基調とし，

均等に配置されている。

柱穴 １０か所。深さは３８～７０�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，第５～１０層が埋土で硬

く突き固められている。柱のあたりは，Ｐ５・Ｐ１０の底面で確認されており，径１６～２２�の円形の範囲が硬

化している。

遺物出土状況 土師器片４７点（坏１２，甕類３５），須恵器片７点（甕類）が各柱穴から出土しており，ほとんど

は細片で混入したものである。TP２９はＰ３から出土している。

所見 性格は，形状から倉庫的な機能が想定される。時期は，出土土器から８世紀代と考えられる。

第４２８号掘立柱建物跡（第２９０図）

位置 調査区北部のＣ８ｉ６区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

第２９０図 第４２８号掘立柱建物跡実測図

第４２７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２９ 須恵器 甕 － （１�８） － 長石・雲母 灰白 普通 体部外面横位の平行叩き Ｐ３覆土中

―３５５―



規模と構造 西側が調査区域外のため，桁行１間，梁行２間だけが確認されている。側柱建物で，桁行方向Ｎ

－３８°－Ｗの南北棟と推定される。規模は，確認された範囲では，桁行６�０ｍ，梁行５�２ｍである。柱間寸法は，

南北が１�８ｍ（６尺），東西が２�４ｍ（８尺）であり，均等に配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ４か所。深さは１８～２２�である。土層は，第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，第３層が埋土である。

柱のあたりは，Ｐ２・Ｐ４の底面で確認され，径２０～２２�ほどの円形の範囲が硬化している。

所見 遺物が出土していないため時期判断は困難であるが，柱穴の規模から時期は，奈良時代から平安時代と

考えられる。

第４２９号掘立柱建物跡（第２９１図）

位置 調査区中央部のＤ８ａ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４０８・２４０９号住居跡を掘り込み，第２４１２号住居に掘り込まれている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２９１図 第４２９号掘立柱建物跡実測図

―３５６―



規模と構造 遺構の重複が激しく南部の構造は明確でないが，桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ

－８°－Ｗの南北棟と推定される。規模は，桁行５�４ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２２�６８�である。柱間寸法は，桁

行１�８ｍ（６尺），梁行２�１ｍ（７尺）を基調としているが，北側梁行は２�１ｍ（７尺），南側梁行は，東から２�４

ｍ（８尺），１�８ｍ（６尺）と考えられる。

柱穴 ７か所が確認された。深さは１８～５４�である。土層は，第１～３層が柱抜き取り痕に相当し，第４・５

層が埋土である。柱のあたりはＰ１の底面で確認され，径１６�の円形の範囲が硬化している。

遺物出土状況 土師器片２３点（坏４，甕類１９），須恵器片１点（瓶類）が各柱穴から出土しているが，いずれ

も細片である。

所見 出土土器からの時期判断は困難であるが，ほぼ同規模で８世紀代と考えられる第４２７号掘立柱建物跡が

西側で確認されていることや，重複関係などから，時期は８世紀代と考えられる。

第４３１号掘立柱建物跡（第２９２・２９３図）

位置 調査区南西部のＥ９ｉ３区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第２４３７・２４３９号住居跡を掘り込み，第１４５号溝に掘り込まれている。また，第３４９５・３５２２・３５２３・

３５５０・３５６１～３５６４号土坑と重複しているが，新旧関係は明確でない。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２９２図 第４３１号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－７１°－Ｗの東西棟と推定される。規模は，桁行

５�１ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２１�４２�である。柱間寸法は，桁行１�５～１�８ｍ（５～６尺），梁行２�１ｍ（７尺）

を基調としている。桁行は北桁が東から１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺），１�８ｍ（６尺），南桁が東から１�８ｍ（６

尺），１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺）である。梁行は２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）である。

柱穴 １０か所。深さは２０～７８�である。土層は，第１～５層が柱抜き取り痕に相当する。第６～１４層が埋土で，

版築状に硬く突き固められている。柱のあたりは，Ｐ５・Ｐ８・Ｐ１０の底面で確認されており，径１８～２０�ほ

どの円形の範囲が硬化している。

遺物出土状況 土師器片３９点（坏５，甕類３４），須恵器片２点（甕類），瓦１点（桟瓦），石器１点（砥石）が

各柱穴から出土しており，いずれも細片である。TP３０はＰ９，Ｑ３４はＰ４からそれぞれ出土している。

第２９３図 第４３１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
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所見 性格は，位置と形状から倉庫的な機能が想定される。時期は，出土土器や重複関係から８世紀後半と考

えられる。

３ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の住居跡３軒，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２４１０号住居跡（第２９４図）

位置 調査区北部のＣ８ｇ５区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３２１号土坑に掘り込まれている。

第４３１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP３０ 須恵器 甕 － （４�４） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面横位の平行叩き Ｐ９覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３４ 砥石 （４�７）（４�５）（３�１）（９０�５）凝灰岩 砥面３面 他は破断面 Ｐ４覆土中

表２７ 奈良時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２４０４ Ｃ８ｉ０ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ３�４５×３�４１ ２４～３０ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚 ８世紀中葉以前

２４０６ Ｄ８ｇ３ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ４�５８×４�５４ １８～２４ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
支脚，砥石，刀子，鑿ヵ ８世紀前葉以前

２４０７ Ｄ８ａ７ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ３�６６×３�３７ ５７～６０ 平坦 ほぼ
全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器

片，支脚，球状土錘 ８世紀後葉以前

２４０８ Ｄ８ａ９ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ４�９１×４�８６ ３０～３９ 平坦 一部 － － １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，不明鉄製品 ８世紀前葉以前

２４１３ Ｄ８ｃ７ Ｎ－８５°－Ｅ 長方形 ５�８２×４�３４ １５～１９ 平坦 半周 － － ６ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，釘 ８世紀中葉以前

２４１５ Ｄ８ｅ６ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ５�１４×４�９４ ２０～３４ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子，釘 ８世紀中葉以前

２４２８ Ｅ８ｂ６ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ４�６６×４�５１ ４～１２ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵
器片 ８世紀後半

２４３６ Ｅ８ｊ３ Ｎ－１３°－Ｅ ［方形・長方形］ ４�３２×（３�８４） １２ 平坦 一部 ３ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵
器片 ８世紀後半

２４３７ Ｅ９ｈ３ Ｎ－８°－Ｗ 方形 ５�６４×５�３０ ２４～３２ 平坦［全周］ ３ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚，刀子 ８世紀前葉以前

表２８ 奈良時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４２７ Ｄ８ｂ５ Ｎ－５°－Ｅ ３×２ ５�４×４�２ ２２�６８ １�８ ２�１ 側柱 １０ 円形・
楕円形 ３８～７０ 土師器片，須恵

器片 ８世紀代

４２８ Ｃ８ｉ６ Ｎ－３８°－Ｗ（１×２）（６�０×５�２）（３１�２０） １�８ ２�４ 側柱 ４ 円形・
楕円形 １８～２２ 奈良時代～

平安時代

４２９ Ｄ８ａ９ Ｎ－８°－Ｗ ３×２ ５�４×４�２ ２２�６８ １�８ １�８～
２�４ 側柱 ７ 楕円形 １８～５４ 土師器片，須恵

器片 ８世紀代

４３１ Ｅ９ｉ３ Ｎ－７１°－Ｗ ３×２ ５�１×４�２ ２１�４２ １�５～
１�８

２�１～
２�４ 側柱 １０ 隅丸長方

形・楕円形 ２０～７８ 土師器片，須恵
器片，瓦，砥石 ８世紀後半

―３５９―



規模と形状 中央部から西部は調査区域外であり，南北軸３�３６ｍ，東西軸は０�５４ｍだけが確認された。確認さ

れた東壁の位置から，主軸方向Ｎ－３°－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は５５～５８�で，外傾して

立ち上がっている。

床 確認された部分はほぼ平坦で，Ｐ１の南部が踏み固められている。

ピット 深さ１１�で，北東部に位置していることから，主柱穴と考えられる。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏４，甕類４５），須恵器片４点（坏２，甕類２）が散在した状態で出土してお

り，いずれも細片である。４９７は南東部の覆土中層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考え

られる。なお，土師器坏片は古墳時代後期の様相を呈しており，混入の可能性が高い。

所見 住居の大部分が調査区域外であり，出土土器も細片であるため詳細は明らかでないが，時期は出土土器

から９世紀代と考えられる。

第２４１２号住居跡（第２９５図）

位置 調査区中央部のＤ８ａ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４０８・２４０９号住居跡，第２４９号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�９８ｍ，短軸２�４４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。壁高は２１～２９�で，外傾

して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子少量

第２９４図 第２４１０号住居跡・出土遺物実測図

第２４１０号住居跡出土遺物観察表（第２９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９７ 須恵器 坏 ［１４�０］（３�７） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 中層 ２０％

―３６０―



床 ほぼ平坦で，中央部から南部が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７２�，袖部幅７３�であり，袖部は砂質粘土

で構築されている。火床部は床面を５�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，火床部からほぼ直立している。覆土は第１～６層に分けられ，第２～５

層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

少量
２ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量

４ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒
子微量

５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー
ム粒子微量

６ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

第２９５図 第２４１２号住居跡・出土遺物実測図
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ピット 深さ２４�で，西壁際に位置していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７２点（坏７３，甕類３９９），須恵器片２７点（坏１０，甕類９，瓶類８）が散在した状態で

出土しており，多くは細片である。４９８・４９９は，ともに竈の火床面から逆位で出土していることから，支脚と

して使用されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

第２４２４号住居跡（第２９６図）

位置 調査区中央部のＤ８ｊ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４２５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南部は床面がほぼ露出した状態で検出されており，東西軸３�１９ｍが確認された。南北軸は３�１０ｍ

ほどで，主軸方向Ｎ－１°－Ｗの方形と推定される。壁高は北西部で６�であり，層厚が薄いため立ち上がり

は不明である。

床 ほぼ平坦で，中央部の北寄りが踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６４�，袖部幅９２�である。袖部は床面とほ

ぼ同じ高さの地山面に，砂質粘土混じりのローム土を主体とする第８～１２層で構築しており，内側は火を受け

て赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に３２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ２８�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，砂質粘土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化物・焼

土粒子少量

９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子少量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・ローム粒子・砂質粘
土粒子少量

１１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量

第２４１２号住居跡出土遺物観察表（第２９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９８ 土師器 坏 １３�２ ４�３ ７�８ 長石・石英 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 竈火床面 １００％ PL７８

４９９ 土師器 坏 ［１５�５］ ４�０ ［８�４］ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転ヘラ切り 竈火床面 ４０％
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遺物出土状況 土師器片７８点（甕類），須恵器片２４点（坏１７，甕類７），石製品１点（臼玉）が散在した状態で

出土している。また，混入した古墳時代後期の土師器坏片９点，陶器片１点も出土している。出土土器はいず

れも細片であり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｑ３３は竈覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

� 土坑

第３４１２号土坑（第２９７図）

位置 調査区南部のＥ８ｉ７区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面肩部に位置している。

重複関係 第１３９号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状 長径３�６９ｍ，短径３�４８ｍの円形で，長径方向はＮ－３°－Ｅ，深さは１０５�である。底面はほぼ平

坦で壁は外傾して立ち上がり，中央部には，径６０～６５�の円形で深さ５５�の掘り込みを有している。

覆土 １０層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第２９６図 第２４２４号住居跡・出土遺物実測図

第２４２４号住居跡出土遺物観察表（第２９６図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３３ 臼玉 １�３ ０�３ ０�４ ０�９ 凝灰岩 ナデ 一方向からの穿孔 側面縦位の研磨痕 竈覆土中 PL８０
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遺物出土状況 土師器片２０６点（坏２３，甕類１８３），須恵器片５４点（坏６，甕類４８），鉄製品１点（釘）が散在し

た状態で出土している。Ｍ１０５は覆土下層，５００・５０２は覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 当遺跡では，これまでの調査で同じ形状の土坑が１０基報告されており，遺構の形状から氷室の可能性が

考えられる。時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量，粘土粒

子微量
５ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，炭化物少量
９ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
１０ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量

第２９７図 第３４１２号土坑・出土遺物実測図
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４ 中世の遺構と遺物

中世の掘立柱建物跡３棟，方形竪穴遺構３基，地下式壙３基，溝跡９条，火葬土坑８基，墓坑１３基，柵跡

１列を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 掘立柱建物跡

第４２６号掘立柱建物跡（第２９８図）

位置 調査区北部のＢ８ｊ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８号ピット群と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 西側が調査区域外のため，南北方向，東西方向ともに１間だけが確認された。梁行１間の側柱建

物で，桁行方向Ｎ－８８°－Ｗの東西棟と推定される。規模は，確認された範囲では，桁行３�７ｍ，梁行は３�６ｍ

である。柱間寸法は，桁行２�４ｍ（８尺），梁行３�６ｍ（１２尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ４か所。深さは１８～４８�である。土層は，第１～５層が柱抜き取り痕に相当し，第６・７層が埋土であ

る。柱のあたりは，Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４の底面で確認され，径１４�の円形の範囲が硬化している。

遺物出土状況 土師器片４点（坏２，甕類２），須恵器片１点（甕類）が各柱穴から出土しているが，いずれ

も細片である。

所見 時期は，南北に方形竪穴遺構が位置していることや，各柱穴の平面形が円形や楕円形で規模も小さいこ

とから中世と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第３４１２号土坑出土遺物観察表（第２９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５００ 土師器 坏 ［１１�８］ ３�８ ５�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部一
方向のヘラ削り 中層 ３０％

５０１ 須恵器 甕 ［２２�０］（４�４） － 長石・雲母 黄灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １０％

５０２ 須恵器 甕 － （４�２）［１７�０］長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端ヘラ削り 内面下端ヘラナデ 中層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０５ 釘 （９�１） ０�４ ０�４ （９�９） 鉄 頭部欠損 断面方形の棒状 下層 PL８１

表２９ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２４１０ Ｃ８ｇ５ Ｎ－３°－Ｗ ［方形・長方形］ ３�３６×（０�５４）５５～５８ 平坦 － １ － － － － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀代

２４１２ Ｄ８ａ９ Ｎ－９４°－Ｅ 長方形 ２�９８×２�４４ ２１～２９ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀後半

２４２４ Ｄ８ｊ１ Ｎ－１°－Ｗ ［方形］（３�１９）×３�１０ ６ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，臼玉 ９世紀代
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第４３０号掘立柱建物跡（第２９９図）

位置 調査区南西部のＦ９ａ４区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１４５号溝跡，第３５１８号土坑と重複しているが，新旧関係は明確でない。

規模と構造 桁行２間，梁行２間の総柱建物である。平面形は１辺が３�６ｍの方形で，東西棟と考えられる。

南北軸はＮ－２１°－Ｗを示しており，柱間寸法は，南北方向，東西方向ともに１�５～２�１ｍ（５尺～７尺）を基

調としている。南北方向東側は，北から２�１ｍ（７尺），１�５ｍ（５尺），西側は１�８ｍ（６尺）である。また，

東西方向北側は，１�８ｍ（６尺），南側は，東から２�１ｍ（７尺），１�５ｍ（５尺）とばらつきがある。

柱穴 ９か所。深さは２０～５２�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，第５・６層が埋土であ

る。柱のあたりは，Ｐ５・９の底面で確認され，径１２�ほどの円形の範囲が硬化している。

遺物出土状況 土師器片２点（甕類），土師質土器１点（土鍋ヵ）が各柱穴から出土しているが，いずれも細

片である。

所見 西側では方形竪穴遺構や火葬土坑が確認されており，中世の墓域に伴う小堂の可能性が考えられる。

第２９８図 第４２６号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
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第４３２号掘立柱建物跡（第３００図）

位置 調査区南西部のＥ９ｉ４区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と構造 東側が調査区域外のため，桁行１間，梁行２間だけが確認されている。側柱建物で，桁行方向Ｎ

－６５°－Ｅの東西棟と推定される。柱間寸法は，桁行，梁行ともに１�２ｍ（４尺）を基調とし，均等に配置され

ている。

柱穴 ４か所。深さは２６～３６�である。土層は第１～３層に分けられ，いずれも柱抜き取り痕に相当する。

遺物出土状況 土師器片３点（甕類）が各柱穴から出土しているが，いずれも細片である。

所見 南西に位置して中世と考えられる第４３０号掘立柱建物跡の南北軸と本跡の桁行方向がほぼ同一であり，

柱穴の形状や規模も類似していることから，同時期と推定される。

第２９９図 第４３０号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ローム粒子多量
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� 方形竪穴遺構

第７０号方形竪穴遺構（第３０１図）

位置 調査区北部のＢ８ｈ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南西部は調査区域外である。長軸３�２４ｍ，短軸２�１４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅであ

る。壁高は２６～３４�で外傾して立ち上がっている。また，南壁際の中央部には壁外に３５�ほど張り出したスロー

プが確認されており，出入口部施設と考えられる。

床 ほぼ平坦である。明確な硬化面は確認されていない。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ６８�，Ｐ２は深さ４４�であり，ともに柱穴と考えられる。

第３００図 第４３２号掘立柱建物跡実測図

第３０１図 第７０号方形竪穴遺構実測図
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覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２９点（坏２，甕類２７），須恵器片４点（坏，高台付坏，蓋，甕類），鉄製品１点（釘）

が散在した状態で出土している。いずれも細片であり，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第７１号方形竪穴遺構（第３０２図）

位置 調査区南部のＣ８ｃ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 西部は調査区域外である。長軸３�１４ｍ，短軸２�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗであり，

壁高は３１～４２�で外傾して立ち上がっている。また，北壁際の中央部にはロームの地山を掘り残したスロープ

が確認されており，出入口部施設と考えられる。

床 ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。中央部西側からは，焼土・炭化物・灰が検出されており，焼土

層は最大で７�の厚みを有している。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ５１�，Ｐ２は深さ２８�，Ｐ３は深さ４５�であり，直線状に並んでいることから，

柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 褐 色 ローム粒子多量

４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック多量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化物少量

第３０２図 第７１号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片５０点（坏９，甕類４１），須恵器片１３点（坏３，甕類１０）が散在した状態で出土してい

る。いずれも細片であり，混入したものと考えられる。

所見 中央部西側からは，焼土・炭化物・灰が検出されており，藁などの有機物を燃した痕跡と考えられるが，

性格は不明である。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第７２号方形竪穴遺構（第３０３図）

位置 調査区東部のＦ９ｂ２区，標高１８�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 南部は調査区域外であり，東西軸は２�８８ｍ，南北軸は１�８０ｍほどが確認された。主軸方向Ｎ－７０°

－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は２８～３０�で外傾して立ち上がっている。また，北壁際の中央部

には１０５�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と考えられる。

床 ほぼ平坦である。北西部から北壁際のスロープにかけて焼土が堆積し，焼土層は３～７�の厚みを有して

いる。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックや粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）が覆土中から出土している。細片であり，混入と考えられる。

所見 北西部の床面には焼土の広がりが確認されており，萱などの植物を燃やしたものと考えられるが，性格

は不明である。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

� 地下式壙

第４７号地下式壙（第３０４図）

位置 調査区南西部のＥ７ｆ０区，標高２０�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３５１５・３５１６号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
２ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒
子微量

第３０３図 第７２号方形竪穴遺構実測図
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竪坑 主室南壁の西寄りに位置している。規模は，長軸１�３３ｍ，短軸１�０４ｍの隅丸長方形である。壁高は６２�

で，壁はほぼ直立している。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸３�４３ｍ，短軸２�０６ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｅである。天井部は遺存していない。

壁はほぼ直立し，確認面からの深さは９６�であり，底面は平坦である。

覆土 ２１層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第４・

９・１０・１８層はローム土を多量に含む褐色土であることから，天井部の崩落土層と考えられる。

第３０４図 第４７号地下式壙・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子中量
１１ 褐 色 ローム粒子多量

１２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１５ 褐 色 ローム粒子多量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１７ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
１８ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

―３７１―



遺物出土状況 土師器片３０点（坏４，高坏１，甕類２５），須恵器片２点（坏，甕類），石製品１点（砥石）が出

土しているが，いずれも細片であり，混入したものと考えられる。Ｑ３５は覆土中から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４８号地下式壙（第３０５図）

位置 調査区西部のＥ７ｆ９区，標高２０�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１３９号溝に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の東寄りに位置し，上面は長軸１�３２ｍ，短軸０�９４ｍの隅丸長方形である。壁高は９１�で，ほぼ

直立している。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

第３０５図 第４８号地下式壙実測図

第４７号地下式壙出土遺物観察表（第３０４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３５ 砥石 （１０�５） ３�８ ３�１ （１７０�２） 凝灰岩 砥面４面 覆土中 PL７９
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主室 長軸４�３６ｍ，短軸１�８２ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２１°－Ｅである。天井部は遺存していない。

壁はほぼ直立し，確認面からの深さは９０�である。底面は平坦で，５か所のピットが確認されている。Ｐ１～

Ｐ５は深さ３～１４�で南北両壁際に位置しており，天井部の崩落を防いだ支柱穴と考えられる。

覆土 １８層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第１４・

１８層はローム土を多く含んでいることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１８点（坏４，甕類１３，甑１），須恵器片４点（坏，高台付坏，甕類，高盤）が出土し

ている。いずれも細片であり，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４９号地下式壙（第３０６図）

位置 調査区南西部のＥ７ｇ８区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

竪坑 主室南壁の東寄りに位置し，上面は長軸１�４１ｍ，短軸１�３８ｍの隅丸方形である。壁高は８２�で，ほぼ直

立している。

主室 長軸２�７５ｍ，短軸２�０４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１２４�で底面はほぼ平坦である。また，西壁の北寄りと北壁の東寄りで２か

所の掘り込みが確認されている。西壁の掘り込みは，長軸１�２ｍほど，短軸０�６ｍほどで，壁高は１０２�であり，

北壁の掘り込みは，長軸は１�８ｍほど，短軸は０�９ｍほどで，壁高は５８�である。

覆土 １９層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第９・

１４層はローム土を多く含むことから，天井部の崩落土層と考えられる。また，第１７から１９層は北壁掘り込み部

の覆土層である。

所見 主室西壁の北寄りと北壁の東寄りで２か所の掘り込みが確認されている。覆土の堆積状況から，同時期

に使用されていたものではなく，以前に機能していた竪坑や横穴の可能性も考えられるが，性格は明確でない。

時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７ 褐 色 ローム粒子多量
１８ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
１９ 褐 色 ロームブロック少量
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� 溝跡

第１３９号溝跡（第３０７図）

位置 調査区南部のＥ７ｆ８～Ｅ８ｈ８区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第４８号地下式壙，第３４１２号土坑を掘り込み，第１４９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－６５°－Ｗの方向に斜面に沿って延びており，東部はＳ字状に屈曲している。西側は調査区域

外に延び，調査された長さは４４�６ｍで，上幅３２～１２０�，下幅１０～２０�，深さ３７～７５�である。断面はＵ字状

で，中央部が深く掘り込まれている。壁は外傾して立ち上がっている。東部に接する第１４１号溝と連接する可

能性が考えられる。

覆土 ４層に分けられる。第２～４層が埋め戻された後に第１層が自然堆積したと考えられる。

第３０６図 第４９号地下式壙実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
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遺物出土状況 土師器片１２６点（坏３３，高坏１，甕類９２），須恵器片１４点（坏５，高台付坏１，甕類８），土師

質土器２点（土鍋ヵ），瓦２点（桟瓦），陶器片９点（茶碗），磁器片４点（茶碗２，徳利１，猪口１），鉄滓２

点，石器１点（砥石）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。Ｑ３６は，西部の覆土中から出土

している。

所見 南側では多数の墓坑や火葬土坑，地下式壙などが検出されているが，墓域を区画した溝の可能性や，傾

斜面への肩部の根切り溝とも考えられる。中世と考えられる地下式壙を掘り込んでいることや出土土器から，

時期は中世以降と考えられる。

第１４０号溝跡（第３０８図）

位置 調査区南部のＥ７ｆ８～Ｅ８ｉ４区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３３７９号土坑に掘り込まれている。第１４７号溝と重複しているが，新旧関係は明確でない。

規模と形状 Ｎ－６３°－Ｗの方向に直線的に延び，東端はＬ字状に屈曲している。西側は調査区域外に延び，

調査された長さは２６�４ｍで，上幅２８～１０８�，下幅８～７８�，深さ１０～１２�である。断面はＵ字状で，壁は緩

やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 須恵器片１点（坏）が出土している。

所見 南側では多数の墓坑や火葬土坑，地下式壙などが検出されているが，第１３９号溝と同様の根切り溝と考

えられる。

第３０７図 第１３９号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

第１３９号溝跡出土遺物観察表（第３０７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３６ 砥石 （５�２）（４�８） ４�２ （１８４�４） 凝灰岩 砥面５面 覆土中 PL７９
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第１４１号溝跡（第３０９図）

位置 調査区南部のＥ８ｉ８～Ｅ９ｇ３区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 Ｎ－７０°－Ｅの方向に斜面に沿って直線的に延びている。東側は調査区域外に延び，調査された

長さは２０�３ｍで，上幅４４～１３２�，下幅１２～２４�，深さ６～３６�である。断面はＵ字状で，北側が深く掘り込

まれている。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２点（坏），瓦１点（桟瓦）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。

所見 南側では墓坑や火葬土坑，地下式壙，方形竪穴遺構などが検出されていることや，西側に延びる第２３４

号溝跡に形状や掘り方が類似していることなどから連結する溝とも考えられ，根切り溝のほか墓域を区画した

溝の可能性も考えられる。掘り返しの痕跡が明確に残っている。

第１４３号溝跡（第３１０図）

位置 調査区南西部のＥ８ｄ１～Ｅ８ｇ１区，標高２０�０～２０�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１３９号溝跡と重複しているが，新旧関係は明確でない。

規模と形状 Ｎ－１１°－Ｅの方向に直線的に延び，南端は第１３９号溝と連結している。調査された長さは１１�７ｍ

で，上幅９６～２２０�，下幅４８～７２�，深さ６～１８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上が

っている。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２１点（坏２，高坏１，甕類１８），土師質土器１点（土鍋ヵ），鉄滓１点が散在した状態

で出土しており，いずれも細片である。

第３０８図 第１４０号溝跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３０９図 第１４１号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
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所見 遺物が細片であるため時期判断は困難であるが，南端が第１３９号溝と連結していることから，同様に中

世以降の区画溝の可能性が考えられ，第１４２号溝との密接な関連が想定される。

第１４４号溝跡（第３１１図）

位置 調査区南部のＥ８ｊ２～Ｆ８ａ８区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第２４３５・２４３６号住居跡，第３４８８号土坑を掘り込み，第１４７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 Ｅ－２７°－Ｓの方向に斜面に沿って弓状に延びている。調査された長さは２７�４ｍで，上幅１０４～１３２

�，下幅１２～３０�，深さ３６～５２�である。断面はＵ字状で，北側が深く掘り込まれている。壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１６点（坏１６，高台付坏１，高坏１，甕類９８），須恵器片１８点（坏２，甕類１６），瓦１

点（桟瓦），石器１点（砥石）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。Ｑ３７は覆土中から出土

している。

所見 南側では多数の墓坑や火葬土坑が検出されていることや，北側の東西方向に延びる第１３９・１４１号溝跡に

形状や掘り方が類似していることなどから根切り溝の可能性が考えられ，掘り返しされている。

第３１０図 第１４３号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３１１図 第１４４号溝跡・出土遺物実測図

第１４４号溝跡出土遺物観察表（第３１１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３７ 砥石 （５�４） ３�２ ２�２ （６３�２） 凝灰岩 上部欠損 砥面４面 覆土中
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第１４６号溝跡（第３１２図）

位置 調査区部のＥ８ｊ１～Ｆ８ａ１区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４８４・３４８７・３４８９号土坑を掘り込み，第３３９８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｓ－３５°－Ｗの方向に直線的に延びている。北端を第３３９８号土坑に掘り込まれており，調査され

た長さは５�５０ｍである。規模は，上幅１３～４０�，下幅４～２０�，深さ６～９�であり，断面はＵ字状を呈し，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

所見 遺物が出土していないため時期判断は困難であるが，重複関係から時

期は中世と考えられる。

第１４７号溝跡（第３１３図）

位置 調査区部のＥ８ｉ２～Ｅ８ｊ２区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１４４号溝跡を掘り込んでいる。第１４０号溝と重複しているが，新旧関係は明確でない。

規模と形状 第１４０号溝から分岐してＳ－２２°－Ｗの方向に直線的に延び，南端は第１４４号溝に至っている。調

査された長さは３�７ｍで，上幅６０～７４�，下幅１４～３２�，深さ１０～１４�である。断面はＵ字状で，壁は緩やか

に外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

所見 遺物が出土していないため時期判断は困難であるが，第１４０号

溝と第１４４号溝をつなぐ位置にあり，第１４４号溝の掘り返し溝と連結す

る可能性が高く，緩斜面部の小区画の溝と考えられる。

第１４８号溝跡（第３１４図）

位置 調査区南西部のＥ７ｈ０～Ｅ８ｉ２区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第２４４０号住居跡を掘り込み，第３３９３・３４００・３４０１・３４８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－５５°－Ｗの方向に直線的に延びている。調査された長さは６�６ｍで，上幅９０～１８６�，下幅７０

～９４�，深さ６～１２�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２６点（坏５，甕類２１），須恵器片４点（蓋１，甕類３），瓶類１点，石器１点（砥石）

が散在した状態で出土しているが，いずれも細片である。Ｑ３８は東部の覆土中から出土している。

所見 土器が出土していないため，時期は不明であるが，７世紀前葉に比定される第２４４０号住居跡を掘り込ん

でいることから，７世紀中葉以降に機能していたと考えられる。また，本溝は東方向に延びる第１４４号溝との

密接な関係も想定される。

第３１２図 第１４６号溝跡実測図

第３１３図 第１４７号溝跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
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第１４９号溝跡（第３１５図）

位置 調査南部区部のＥ８ｆ５～Ｅ８ｈ５区，標高２０�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１３９号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－７°－Ｅの方向に直線的に延び，南端は第１３９号溝と連結している。調査された長さは５�９ｍ

で，上幅３４～６８�，下幅１６～３８�，深さ１２�である。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆

積状況は不明である。

所見 遺物が出土していないため時期判断は

困難であるが，南端が第１３９号溝に至っていることから，第１３９号溝に付随する区画溝の可能性が考えられる。

� 火葬土坑

第３３８５号土坑（第３１６図）

位置 調査区南西部のＥ７ｉ７区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 楕円形と円形を連結した形状を呈し，長径方向はＮ－５１°－Ｗである。燃焼部は主軸と直交する

長径０�７２ｍ，短径０�４４ｍの楕円形で，深さは１２�である。通気溝は主軸方向と平行し，長さは６０�ほどで，上

幅２４�，下幅１０�，深さ２４�である。

底面 燃焼部の中央は１０�ほど楕円形に掘りくぼめられており，焼土や炭化物が堆積し，少量の骨片も検出さ

れている。また，底面や壁面の一部は火を受けて赤変している。通気溝はＵ字状の断面形を呈しており，底面

には炭化物が堆積している。

覆土 ６層に分けられ，第１～５層は焼土・炭化物の堆積層である。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積

である。

第３１４図 第１４８号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３１５図 第１４９号溝跡実測図

第１４８号溝跡出土遺物観察表（第３１４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３８ 砥石 （９�４） ２�４ １�９ （７６�８） 凝灰岩 上部欠損 砥面４面 覆土中 PL７９
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遺物出土状況 燃焼部の底面および覆土中から，少量の骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面に焼土や炭化物が堆積して骨片も検出されていることから，火葬施設と考えられる。時期

は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３４３６号土坑（第３１７図）

位置 調査区南西部のＥ７ｈ８区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４３８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形を連結したような形状を呈し，長径方向はＮ－４６°－Ｗである。燃焼部は主軸と直交する

長径０�９６ｍ，短径０�５６ｍの楕円形で，深さは３２�である。通気溝は主軸方向と平行し，長さは７０�ほどで，上

幅３０�，下幅２１�，深さ４６�である。

底面 燃焼部の床面には焼土や炭化物が堆積し，少量の骨片も検出されている。また，壁面の一部は火を受け

て赤変している。通気溝はＵ字状の断面形を呈しており，緩やかに傾斜して燃焼部に至っている。底面には炭

化物が堆積している。

覆土 ７層に分けられる。第２～７層は焼土・炭化物の堆積層であり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆

積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子中量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

４ 極 暗 褐 色 炭化物・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
５ 黒 褐 色 炭化物多量，粘土ブロック中量
６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量

第３１６図 第３３８５号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量

５ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
７ 黒 色 炭化粒子・灰中量

第３１７図 第３４３６号土坑実測図
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遺物出土状況 燃焼部の底面や覆土中から，少量の骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面に焼土や炭化物が堆積して骨片も検出されていることから，火葬施設と考えられる。時期

は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３４３７号土坑（第３１８図）

位置 調査区南西部のＥ７ｈ８区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４３８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形と長方形を連結した形状を呈し，長径方向はＮ－５７°－Ｗである。燃焼部は主軸と直交す

る長径０�９２ｍ，短径０�４１ｍの楕円形で，深さは１８�である。通気溝は主軸方向と平行し，長さは６５�ほどで，

上幅２６�，下幅２０�，深さ１０�である。

底面 燃焼部の床面には炭化物が堆積し，少量の骨片も検出されている。また，底面や壁面の一部は火を受け

て赤変している。通気溝はＵ字状の断面形を呈しており，緩やかに傾斜して燃焼部に至っている。

覆土 ８層に分けられる。第２～６層は焼土や炭化物の堆積層であり，不規則な堆積状況を示した人為堆積で

ある。

遺物出土状況 燃焼部の底面や覆土中から，少量の骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面に焼土や炭化物が堆積して骨片も検出されていることから，火葬施設と考えられる。時期

は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３４４６号土坑（第３１９図）

位置 調査区南部のＦ９ｂ２区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長径０�９８ｍ，短径０�６６ｍの楕円形である。長径方向はＮ－４８°－Ｅで，深さは７�である。

底面 ほぼ平坦で，中央部から南部に焼土が堆積している。

覆土 単一層である。第１層は底面に堆積した焼土の層である。

所見 骨片などは確認されていないが，底面に焼土が堆積していることや，周囲からは火葬土坑や方形竪穴遺

構が検出されていることから，中世以降の火葬施設の可能性が高い。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量
３ 黒 色 炭化物中量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量

５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第３１８図 第３４３７号土坑実測図

土層解説
１ にぶい褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物

微量
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第３４４７号土坑（第３２０図）

位置 調査区南部のＦ９ｂ３区，標高１８�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸２�０６ｍ，短軸０�８２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７０°－Ｗである。深さは１８�で，外傾

して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，焼土や炭化物が堆積し，底面や壁面の一部は火を受けて赤変している。また，南東部から

は深さ１７�で円形のピットが確認されているが，性格は不明である。

覆土 ５層に分けられ，第２・３層は焼土，第５層は炭化物の堆積層である。不規則な堆積状況を示した人為

堆積である。

遺物出土状況 土師器片２点（甕類）が出土しているが，細片で混入したものと考えられる。

所見 骨片などは確認されていないが，底面や壁面が火を受けて赤変していることや周囲から火葬土坑や方形

竪穴遺構が検出されていることから，中世以降の火葬施設の可能性が高い。

第３４４９号土坑（第３２１図）

位置 調査区南部のＦ８ｂ８区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３５５２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 楕円形を連結した形状を呈し，主軸方向はＮ－８７°－Ｅである。燃焼部は主軸と直交する長径０�９１

ｍ，短径０�５８ｍの楕円形で，深さは１２�である。通気溝は主軸方向と平行し，長さは８５�で，上幅３３�，下幅

１０�，深さ２８�である。

底面 燃焼部の北部からは棒状の炭化材が検出されており，底面および壁面は火を受けて赤変している。通気

溝はＵ字状の断面形を呈している。

第３１９図 第３４４６号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量
３ にぶい褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ
ク微量

５ 黒 色 炭化物中量，粘土粒子少量，ローム粒子微量

第３２０図 第３４４７号土坑実測図

―３８２―



覆土 ４層に分けられる。いずれも焼土および炭化物の堆積層である。

遺物出土状況 燃焼部の底面から骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面に焼土や炭化材が堆積して骨片も出土していることから，火葬施設と考えられる。時期は，

遺構の形状から中世と考えられる。

第３４５５号土坑（第３２２図）

位置 調査区南東部のＦ９ａ１区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４５４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 楕円形を連結した形状を呈し，主軸方向はＮ－３３°－Ｗである。燃焼部は楕円形で主軸と直交し，

深さは１２�である。西側を第３４５４号土坑に掘り込まれており，長径は０�８ｍ，短径は０�５ｍが確認されている。

通気溝は主軸方向と平行し，長さは７０�ほどで，上幅２７�，下幅１７�，深さ１８�である。

底面 燃焼部の底面には焼土や炭化物が堆積し，少量の骨片も検出されている。通気溝はＵ字状の断面形を呈

しており，底面には焼土や炭化物が堆積している。

覆土 ２層に分けられる。第２層は焼土・炭化物の堆積層である。

遺物出土状況 燃焼部の底面や覆土中から，少量の骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面に焼土や炭化物が堆積して骨片も検出されていることから，火葬施設と考えられる。時期

は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物多量，粘土ブロック・炭化

粒子少量
２ 暗 褐 色 炭化材多量，焼土ブロック中量

３ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量

第３２１図 第３４４９号土坑実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量 ２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量

第３２２図 第３４５５号土坑実測図
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第３４９７号土坑（第３２３図）

位置 調査区南西部のＦ７ａ０区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 楕円形を連結した形状を呈し，主軸方向はＮ－５４°－Ｗである。燃焼部は主軸と直交する長径０�８２

ｍ，短径０�４８ｍの楕円形で，深さは３４�である。通気溝は主軸方向と平行し，長さは６０�ほどで，上幅３１�，

下幅２３�，深さ４８�である。

底面 燃焼部の底面には炭化物が堆積し，少量の骨片も検出されている。また，底面や壁面の一部は火を受け

て赤変している。通気溝はＵ字状の断面形を呈しており，底面は火を受けて赤変している。

覆土 １０層に分けられ，第８～１０層は焼土および炭化物の堆積層である。ブロック状の堆積状況を示した人為

堆積である。

遺物出土状況 燃焼部の底面や覆土中から，少量の骨片が検出されている。

所見 燃焼部の底面には炭化物が堆積して骨片も検出されていることから，火葬施設と考えられる。時期は，

遺構の形状から中世と考えられる。

� 墓坑

第３３０６号土坑（第３２４図）

位置 調査区北部のＣ９ｂ１区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４００号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�９８ｍ，短径０�９４ｍの円形で，長径方向はＮ－２２°－Ｅである。深さは７０�，底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロックや炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化材・粘土粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子微量

第３２３図 第３４９７号土坑実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
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遺物出土状況 土師器片２３点（坏８，甕類１５），須恵器片２点（坏），磁器片１点（不明）が出土しているが，

いずれも細片である。また，覆土中からは骨片が検出されている。

所見 埋め戻された堆積状況や覆土中から骨片が検出できることから，墓坑と考えられる。時期は中世以降と

考えられ，北・西側では方形竪穴遺構が検出されている。

第３３２７号土坑（第３２５図）

位置 調査区北部のＣ８ｃ８区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 東側に撹乱を受けている。長径１�０５ｍ，短径０�９７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４１°－Ｅである。

深さは１２�，底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は明確ではないが，炭化物や焼土を含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２点（甕類），須恵器片２点が出土しているが，いずれも細片であり，混入したもの

と考えられる。また，覆土中からは骨片が検出されている。

所見 覆土中から骨片が検出されていることから墓坑と考えられる。時期は中世以降と考えられ，西側からは

方形竪穴遺構が検出されている。

第３３９１号土坑（第３２６図）

位置 調査区南西部のＥ７ｈ９区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長径１�９２ｍ，短径１�３０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５３°－Ｗである。底面は平坦で，焼土の広

がりが確認されている。深さは６�であり，層厚が薄いため立ち上がりは不明である。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は明確でないが，ロームブロックや焼土ブロックを含む人為堆

積と考えられる。

第３２４図 第３３０６号土坑実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

第３２５図 第３３２７号土坑実測図
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遺物出土状況 土師器片７点（坏３，甕類４）が出土しているが，いずれも細片であり，混入したものと考え

られる。

所見 床面で焼土の広がりが確認されていることや，周囲に多数の墓坑が検出されていることなどから，火葬

墓坑と考えられる。時期は中世以降と考えられ，北側や西側では地下式壙が検出されている。

第３３９８号土坑（第３２７図）

位置 調査区南西部のＥ８ｊ１区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸１�４４ｍ，短軸１�１４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－２７°－Ｅである。深さは３４�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，北部で炭化物の広がりが確認されている。また，中央部の南寄り

では深さ１７�のピットが確認されているが，性格は不明である。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕類），鉄製品１点（釘）が出土しており，Ｍ１０６は南部の底面から出土している。

所見 底面に炭化物の広がりが確認されていることや，周囲には多数の墓坑が検出されていることから，中世

以降の墓坑と考えられる。また，規模や長軸方向，ピットを有する構造が東側の第３３９９号土坑と類似しており，

ほぼ同じ時期に一群を形成していた可能性がある。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第３２６図 第３３９１号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・粘土粒子微量

第３２７図 第３３９８号土坑・出土遺物実測図

第３３９８号土坑出土遺物観察表（第３２７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０６ 釘 （７�６） ０�７ ０�５ ７�４ 鉄 断面長方形の棒状 中位で屈曲 底面 PL８１
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第３３９９号土坑（第３２８図）

位置 調査区南部のＥ８ｊ２区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４８８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�４６ｍ，短軸１�２６ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－２７°－Ｅである。深さは２４�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，北部で炭化物の広がりが確認されている。また，東壁際の中央部

から深さ１１�のピットが確認されているが，性格は不明である。

覆土 ２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 底面に炭化物の広がりが確認されていることや，周囲には多数の墓坑が検出されていることから，中世

以降の墓坑と考えられる。規模や長軸方向，ピットを有する構造が西側の第３３９８号土坑と類似していることか

ら，ほぼ同じ時期に一群を形成していた可能性がある。

第３４０６号土坑（第３２９図）

位置 調査区南西部のＥ７ｇ９区，標高２０�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸０�９６ｍ，短軸０�８２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－６８°－Ｗである。深さは１２�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，中央部から西部では炭化物の広がりが確認されている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は明確でないが，ロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

所見 床面に炭化物の広がりが確認されていることから，中世以降の墓坑と考えられる。北・西側では地下式

壙が検出されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック・

炭化粒子微量

第３２８図 第３３９９号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３２９図 第３４０６号土坑実測図
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第３４２６号土坑（第３３０図）

位置 調査区南西部のＥ８ｊ１区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３６０６号土坑を掘り込み，第３５９８・３５９９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�１２ｍ，短径０�９３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４°－Ｅである。深さは１０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦で，中央部では焼土の広がりが確認されている。

覆土 ４層に分けられる。焼土や炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏１，甕類５），土師質土器片２点（小皿）が出土しており，いずれも細片で

ある。５０３は覆土中から出土している。また，覆土中からは少量の骨片が検出されている。

所見 床面に焼土の広がりが確認され，覆土中からは骨片が検出されていることから，火葬墓坑と考えられる。

時期は，出土土器から中世末から近世と考えられる。

第３４２９号土坑（第３３１図）

位置 調査区南部のＥ８ｊ１区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４２８号土坑を掘り込み，第３４３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�０２ｍ，短軸０�７０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－６８°－Ｗである。深さは３８�，底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３点（甕類），須恵器片１点（坏），鉄製品１点（刀子），古銭１点（祥符元寳）が出

土しており，土器はいずれも細片である。Ｍ１０７は覆土中から出土している。

所見 埋め戻された堆積状況や，埋銭と考えられる北宋銭が出土していることから，中世以降の墓坑と考えら

れる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３３０図 第３４２６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第３４２６号土坑出土遺物観察表（第３３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０３ 土師質土器 小皿 ［７�４］（２�１） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 覆土中 ３０％
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第３４４８号土坑（第３３２図）

位置 調査区南部のＦ８ｃ０区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

規模と形状 長径１�５４ｍ，短径０�８４ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－７６°－Ｗである。深さは１６�，底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５点（甕類）のほか，人骨（歯）が覆土中から検出されている。

所見 周囲から方形竪穴遺構や火葬施設が検出されていることや，覆土中から人骨が検出されていることから，

中世以降の墓坑と考えられる。

第３４６４号土坑（第３３３図）

位置 調査区南西部のＥ７ｉ９区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４６５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�２８ｍ，短軸０�８２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－５７°－Ｗである。深さは５８�，底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

第３３１図 第３４２９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第３３２図 第３４４８号土坑実測図

第３４２９号土坑出土遺物観察表（第３３１図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０７ 古銭 ２�６ ０�２ ０�６ ３�１ 銅 祥符元寳 初鋳１００８年 北宋 覆土中 PL８１
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覆土 ４層に分けられる。ロームブロックや粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏２，甕類４）のほか，古銭１点（不明）が覆土中から出土している。

所見 古銭は小片であり判読は不能であるが，南側に位置する第３５１１号土坑からも埋銭と考えられる北宋銭が

出土していることから，中世以降の墓坑と考えられる。

第３４７５号土坑（第３３４図）

位置 調査区南西部のＥ７ｊ８区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３４８６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�８４ｍ，短軸０�９４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－２９°－Ｅである。深さは３４�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，南部では炭化物の広がりが確認されている。

覆土 ７層に分けられる。ロームブロックや炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９点（坏３，甕類６），須恵器片１点（高台付坏）が出土しているが，いずれも細片

であり，混入したものと考えられる。

所見 床面に炭化物の広がりが確認されていることや，周囲から多数の墓坑が検出されていることなどから，

中世以降の墓坑と考えられる。

第３４８８号土坑（第３３５図）

位置 調査区南西部のＥ８ｊ２区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第１４４号溝，第３３９９号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
４ にぶい橙色 粘土ブロック多量

第３３３図 第３４６４号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
３ 黒 色 炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
７ 黒 色 炭化粒子多量

第３３４図 第３４７５号土坑実測図
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規模と形状 長軸２�５４ｍ，短軸１�５６ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－６６°－Ｅである。深さは８�であるが，

層厚が薄いため立ち上がりは明確でない。底面は平坦で，中央部では炭化物の広がりが確認されている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は明確でないが，炭化物を含む人為堆積と考えられる。

所見 床面に炭化物の広がりが確認されていることや，周囲から多数の墓坑が検出されていることなどから，

中世以降の墓坑と考えられる。

第３５１１号土坑（第３３６図）

位置 調査区南西部のＥ７ｊ９区，標高１９�０ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３５４６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�１４ｍ，短軸０�７２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－２８°－Ｅである。深さは１８�，底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 古銭１点（皇宋通寳）が覆土中から出土している。

所見 埋め戻された堆積状況や埋銭と考えられる北宋銭が出土していることから，中世以降の墓坑と考えられる。

土層解説
１ 黒 色 炭化物中量，ローム粒子微量

第３３５図 第３４８８号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，ロームブロック少量

第３３６図 第３５１１号土坑・出土遺物実測図

第３５１１号土坑出土遺物観察表（第３３６図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０８ 古銭 ２�４ ０�１ ０�６ ２�１ 銅 皇宋通寳 初鋳１０３８年 北宋 覆土中 PL８１
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� 柵跡

第２０号柵跡（第３３７図）

位置 調査区南部のＥ９ｊ２～Ｅ９ｊ３区，標高１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第３５２９・３５３１号土坑と重複しているが，新旧関係は明確でない。

規模と形状 東西方向に柱穴４か所が並び，方向はＮ－６７°－Ｅである。柱間寸法は西から１�５ｍ（５尺），１�８

ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺）である。各柱穴はほぼ垂直に掘り込まれ，深さは３４～４６�である。Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４

の底面で柱のあたりが確認され，径２０�ほどの円形の範囲が硬化している。

所見 遺物が出土していないため時期判断は困難であるが，３ｍほど南側に位置し，中世と考えられる第４３０

号掘立柱建物跡の東西軸と本跡の方向が近似しており，柱穴の形状や規模も類似していることから，中世と考

えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３３７図 第２０号柵跡実測図

表３０ 中世掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４２６ Ｂ８ｊ７ Ｎ－８８°－Ｗ（１×１）（３�７×３�６）（１３�３２） ２�４ ３�６ 側柱 ４ 円形・
楕円形 １８～４８ 土師器片，須恵

器片 中世

４３０ Ｆ９ａ４ Ｎ－２１°－Ｗ ２×２ ３�６×３�６ １２�９６ １�５～
２�１

１�５～
２�１ 総柱 ９ 円形・

楕円形 ２０～５２ 土師器片，土師
質土器片 中世

４３２ Ｅ９ｉ４ Ｎ－６５°－Ｅ（１×２）（１�２×２�４）（２�８８） １�２ １�２ 側柱 ４ 円形・
楕円形 ２６～３６ 土師器片 中世
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表３１ 中世方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）柱穴 ピット 出入口部

７０ Ｂ８ｈ７ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ３�２４×２�１４ ２６～３４ 平坦 ２ － １ 人為 土師器片，須恵器片，釘 中世

７１ Ｃ８ｃ７ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ３�１４×２�９８ ３１～４２ 平坦 ３ － １ 人為 土師器片，須恵器片 中世

７２ Ｆ９ｂ２ Ｎ－７０°－Ｗ ［方形・
長方形］ ２�８８×（１�８０）２８～３０ 平坦 － － １ 人為 土師器片 中世

表３２ 中世地下式壙一覧表

番号 位置 主軸方向
規 模（ｍ）

覆土 主な出土遺物
備考

（時期）
竪 坑 主 室

長軸×短軸 壁高（�） 平面形 底面 長軸×短軸 壁高（�） 平面形 底面

４７ Ｅ７ｆ０ Ｎ－２５°－Ｅ １�３３×１�０４ ６２ 隅丸長方形 平坦 ３�４３×２�０６ ９６ 隅丸長方形 平坦 人為 土師器片，須恵器
片，砥石 中世

４８ Ｅ７ｆ９ Ｎ－２１°－Ｅ １�３２×０�９４ ９８ 隅丸長方形 平坦 ４�３６×１�８２ ９０ 隅丸長方形 平坦 人為 土師器片，須恵器
片 中世

４９ Ｅ７ｇ８ Ｎ－２９°－Ｅ １�４１×１�３８ ８２ 隅丸方形 凸凹 ２�７５×２�０４ １２４ 長方形 平坦 人為 中世

表３３ 中世溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１３９ Ｅ７ｆ８
～Ｅ８ｈ８ Ｎ－６５°－Ｗ 直線状・

Ｓ字状 （４４�６） ３２～１２０ １０～２０ ３７～７５ Ｕ字状 人為・
自然 外傾 土師器片，須恵器片，土師質土

器片，瓦，陶器片，磁器片，砥石 中世以降

１４０ Ｅ７ｆ８
～Ｅ８ｉ４ Ｎ－６３°－Ｗ Ｌ字状 （２６�４） ２８～１０８ ８～７８ １０～１２ Ｕ字状 不明 外傾 須恵器片 中世以降

１４１ Ｅ８ｉ８
～Ｅ９ｇ３ Ｎ－７０°－Ｅ 直線状 （２０�３） ４４～１３２ １２～２４ ６～３６ Ｕ字状 人為 外傾 土師器片，瓦 中世以降

１４３ Ｅ８ｄ１
～Ｅ８ｇ１ Ｎ－１１°－Ｅ 直線状 １１�７ ９６～２２０ ４８～７２ ６～１８ Ｕ字状 不明 外傾 土師器片，土師質土器

片，鉄滓 中世以降

１４４ Ｅ８ｊ２
～Ｆ８ａ８ Ｅ－２７°－Ｓ 弓状 ２７�４ １０４～１３２ １２～３０ ３６～５２ Ｕ字状 人為 外傾 土師器片，須恵器片，

瓦，砥石 中世以降

１４６ Ｅ８ｊ１
～Ｆ８ａ１ Ｓ－３５°－Ｗ 直線状 （５�５） １３～４０ ４～２０ ６～９ Ｕ字状 不明 外傾 中世

１４７ Ｅ８ｉ２
～Ｅ８ｊ２ Ｓ－２２°－Ｗ 直線状 （３�７） ６０～７４ １４～３２ １０～１４ Ｕ字状 不明 外傾 中世以降

１４８ Ｅ７ｈ０
～Ｅ８ｉ２ Ｎ－５５°－Ｗ 直線状 （６�６） ９０～１８６ ７０～９４ ６～１２ Ｕ字状 不明 外傾 土師器片，須恵器片，

砥石 中世以降

１４９ Ｅ８ｆ５
～Ｅ８ｈ５ Ｎ－７°－Ｅ 直線状 ５�９ ３４～６８ １６～３８ １２ Ｕ字状 不明 外傾 中世以降

表３４ 中世火葬土坑一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規 模

覆土
人骨

（有・無）
備考

（時期）
燃焼部（ｍ） 通気溝（�）

長軸×短軸 深さ（�） 平面形 底面 長さ 上幅 下幅 深さ

３３８５ Ｅ７ｉ７ Ｎ－５１°－Ｗ 不整形 ０�７２×０�４４ １２ 楕円形 凸凹 ６０ ２４ １０ ２４ 人為 有 中世

３４３６ Ｅ７ｈ８ Ｎ－４６°－Ｗ 不整形 ０�９６×０�５６ ３２ 楕円形 凸凹 ７０ ３０ ２１ ４６ 人為 有 中世

３４３７ Ｅ７ｈ８ Ｎ－５７°－Ｗ 不整形 ０�９２×０�４１ １８ 楕円形 凸凹 ６５ ２６ ２０ １０ 人為 有 中世

３４４６ Ｆ９ｂ２ Ｎ－４８°－Ｅ 不整形 ０�９８×０�６６ ７ 楕円形 平坦 － － － － 人為 無 中世以降

３４４７ Ｆ９ｂ３ Ｎ－７０°－Ｗ 不整形 ２�０６×０�８２ １８ 隅丸長方形 平坦 － － － － 人為 無 中世以降

３４４９ Ｆ８ｂ８ Ｎ－８７°－Ｅ 不整形 ０�９１×０�５８ １２ 楕円形 凸凹 ８５ ３３ １０ ２８ 人為 有 中世

３４５５ Ｆ９ａ１ Ｎ－３３°－Ｗ 不整形 （０�８０）×０�５０ １２ 楕円形 凸凹 ７０ ２７ １７ １８ 人為 有 中世

３４９７ Ｆ７ａ０ Ｎ－５４°－Ｗ 不整形 ０�８２×０�４８ ３４ 楕円形 凸凹 ６０ ３１ ２３ ４８ 人為 有 中世
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５ その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で，時期や性格が明確でない溝跡６条，土坑２４６基，ピット群２か所，柵跡１列を確認した。

以下，遺構および遺物について記述する。

� 溝跡

第１３５号溝跡（第３３８図）

位置 調査区北部のＣ８ｂ９～Ｃ９ｂ１区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４００号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－８９°－Ｗの方向に直線的に延びている。東側は調査区域外まで延びているが，調査された長

さは１０�５ｍで，上幅２９～４５�，下幅１４～２８�，深さ８～１２�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４点（甕類）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，南側に位置する第１３６号溝跡と形状や方向が近似して

おり，近世以降の区画溝の可能性が考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第３３８図 第１３５号溝跡実測図

表３５ 中世墓坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

底面 壁面 覆土
人骨

（有・無）
主な出土遺物

備考
（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

３３０６ Ｃ９ｂ１ Ｎ－２２°－Ｅ 円形 ０�９８×０�９４ ７０ 平坦 垂直 人為 有 土師器片，須恵器片，
磁器片 中世以降

３３２７ Ｃ８ｃ８ Ｎ－４１°－Ｅ 楕円形 １�０５×０�９７ １２ 平坦 外傾 人為 有 土師器片，須恵器片 中世以降

３３９１ Ｅ７ｈ９ Ｎ－５３°－Ｗ 楕円形 １�９２×１�３０ ６ 平坦 不明 人為 無 土師器片 中世以降

３３９８ Ｅ８ｊ１ Ｎ－２７°－Ｅ 隅丸長方形 １�４４×１�１４ ３４ 平坦 外傾 人為 無 土師器片，釘 中世以降

３３９９ Ｅ８ｊ２ Ｎ－２７°－Ｅ 隅丸長方形 １�４６×１�２６ ２４ 平坦 外傾 人為 無 中世以降

３４０６ Ｅ７ｇ９ Ｎ－６８°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９６×０�８２ １２ 平坦 外傾 人為 無 中世以降

３４２６ Ｅ８ｊ１ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 １�１２×０�９３ １０ 平坦 外傾 人為 有 土師器片，土師質土器片 中世以降

３４２９ Ｅ８ｊ１ Ｎ－６８°－Ｗ 隅丸長方形 １�０２×０�７０ ３８ 平坦 外傾 人為 無 土師器片，須恵器片，
刀子，古銭 中世以降

３４４８ Ｆ８ｃ０ Ｎ－７６°－Ｗ 不整楕円形 １�５４×０�８４ １６ 平坦 外傾 人為 有 土師器片 中世以降

３４６４ Ｅ７ｉ９ Ｎ－５７°－Ｗ 隅丸長方形 １�２８×０�８２ ５８ 平坦 外傾 人為 無 土師器片，古銭 中世以降

３４７５ Ｅ７ｊ８ Ｎ－２９°－Ｅ 隅丸長方形 １�８４×０�９４ ３４ 平坦 外傾 人為 無 土師器片，須恵器片 中世以降

３４８８ Ｅ８ｊ２ Ｎ－６６°－Ｅ 隅丸長方形 ２�５４×１�５６ ８ 平坦 不明 人為 無 中世以降

３５１１ Ｅ７ｊ９ Ｎ－２８°－Ｅ 隅丸長方形 １�１４×０�７２ １８ 平坦 外傾 人為 無 古銭 中世以降
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第１３６号溝跡（第３３９図）

位置 調査区北部のＣ８ｅ７～Ｃ９ｅ２区，標高２１�５～２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｅ－５°－Ｓの方向に直線的に延びている。東・西側ともに調査区域外まで延び，調査された長

さは１８�４ｍで，上幅３２～７８�，下幅１８～５８�，深さ１２～２２�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏３，甕類２５），土師質土器１点（土鍋ヵ），瓦４点（桟瓦ヵ），鉄製品１点（釘）

が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，最近の地籍図の筆境と位置がほぼ一致していることか

ら，近世以降の区画溝の可能性が考えられる。

第１３７号溝跡（第３４０図）

位置 調査区中央部のＤ７ｊ０～Ｄ９ｉ１区，標高２１�０～２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１９・２４２１・２４２２・２４３２・２４４１号住居跡を掘り込み，第３３３５・３３４１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－８６°－Ｅの方向に直線的に延びている。東・西側ともに調査区域外まで延び，調査された長

さは４５�４ｍで，上幅４２～９４�，下幅２４～５２�，深さ９～２０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土 ２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６６点（坏１４，甕５２），須恵器片１点（坏），陶器片１点が散在した状態で出土しており，

いずれも細片である。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，北側に位置する第１３６号溝跡と規模や形状，方向が近

似しており，近世以降の区画溝の可能性が考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３３９図 第１３６号溝跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロ－ム粒子少量

第３４０図 第１３７号溝跡実測図

―３９５―



第１３８号溝跡（第３４１図）

位置 調査区中央部のＤ８ｆ４～Ｄ８ｈ５区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４１６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北部ではＥ－２°－Ｓの方向に直線的に延び，Ｓ－３°－Ｗの方向にＬ字状に屈曲している。西側

は調査区域外に延び，調査された長さは１７�４ｍで，上幅４６～１５４�，下幅８～２２�，深さ３６～６２�である。断

面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。第２～４層が埋め戻された後に第１層が自然堆積したと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏１１，甕類４４），須恵器片１８点（坏７，高台付坏１，蓋１，甕類９），陶器片３

点（碗２，皿１），鉄製品１点（釘）が散在した状態で出土しており，いずれも細片である。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，直線的に延びていることや掘り込みが深いことから，

近世以降の区画溝を兼ねた根切り溝の可能性があり，形状から掘り返されたと考えられる。

第１４２号溝跡（第３４２図）

位置 調査区南西部のＥ８ｃ２～Ｅ８ｄ２区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 Ｎ－１１°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された

長さは６�９ｍで，上幅２０～５８�，下幅２～２０�，深さ１０�であ

る。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

所見 南北方向に直線的に延びていることから区画溝の可能性が考えられる。遺物が出土していないため，時

期は不明であるが，第１４３号溝との密接な関係が想定される。

第１４５号溝跡（第３４３図）

位置 調査区部のＥ９ｊ２～Ｅ９ｊ５区，標高１８�５～１９�５ｍほどの南緩斜面に位置している。

重複関係 第４３１号掘立柱建物跡，第３５５５号土坑を掘り込んでいる。また，第４３０号掘立柱建物と重複している

が新旧関係は明確でない。

規模と形状 Ｅ－４２°－Ｓの方向に直線上に延び，南でＮ－７８°－Ｅの方向にＬ字状に屈曲している。東側は調

査区域外に延び，調査された長さは１３�９ｍで，上幅４１～７９�，下幅１０～４２�，深さ１４～２６�である。断面はＵ

字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第３４１図 第１３８号溝跡実測図

第３４２図 第１４２号溝跡実測図 土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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覆土 ３層に分けられる。焼土粒子や炭化粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 土器が出土していないため時期は明確でないが，８世紀後半に比定される第４３１号掘立柱建物跡を掘り

込んでいることからそれ以降に機能していたと考えられる。

� 墓坑の可能性がある土坑（第３４４～３５１図）

１４区から検出された土坑は，遺物が少ないために時期や性格が不明なものが多いが，調査区南西部の緩斜面

部に位置する一群は人為的に埋め戻された痕跡があり，形態的にも墓坑と類似していることから墓坑群の可能

性が考えられる。以下，実測図と土層解説で紹介する。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第３４３図 第１４５号溝跡実測図

第３４４図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３４５図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３４６図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３４７図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３４８図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３４９図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３５０図 墓坑の可能性がある土坑実測図�
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第３５１図 墓坑の可能性がある土坑実測図�

第３３０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３３０５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３３１３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

第３３１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３３１９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３３７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量

第３３７２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３３７５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第３３７９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３３８０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３３８１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
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第３３８４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３３８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土

粒子微量

第３３８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

第３３８９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第３３９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第３３９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第３３９３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４００号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３４０２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３４０４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３４０５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３４０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３４０８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量

第３４１０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

第３４１１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
３ 極 暗 褐 色 炭化物多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第３４１３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物多量，粘土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子・粘土粒子中量
５ 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子中量

第３４１４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子少量，ロームブロック微量

第３４１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３４１６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４１７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

第３４１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量

第３４１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量

第３４２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
２ 黒 色 炭化物・粘土粒子中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量

第３４２２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３４２３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子微量

第３４２４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３４２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
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第３４３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４３３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量

第３４３４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量

第３４４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，粘土粒子少量，

焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

第３４４３号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化物少量
２ 黒 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

第３４５２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３４５６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物・粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第３４６３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物少量
２ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第３４６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第３４７６号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

粒子微量

第３４７７号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量

第３４７８号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

第３４８２号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量

第３４８４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３４８５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量

第３４８６号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第３４８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量・粘土ブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第３４８９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第３４９０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第３４９１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３４９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

第３５０３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量

第３５０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第３５１２号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
２ 黒 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

第３５１３号土坑土層解説
１ 黒 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 黒 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量

第３５１４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３５１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３５１６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３５２８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
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� 柱穴の可能性がある土坑（第３５２・３５３図）

当調査区から検出された土坑は，遺物が少ないために時期や性格が不明なものが多いが，形状や土層の堆積

状況から柱穴の可能性があるものについて，以下，実測図と土層解説で紹介する。

第３５４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
４ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック微量

第３５６７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６１０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第３５２図 柱穴の可能性がある土坑実測図�
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第３５３図 柱穴の可能性がある土坑実測図�

第３３２２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３３３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３３４０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第３３４４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３３４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第３３４８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量

第３３４９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子少量

第３３６０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３３６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３３６２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３３６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３３６５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
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� その他の土坑（第３５４～３５９図）

性格や時期が不明な土坑について，以下，実測図にて紹介する。

第３３６８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３３６９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３５４図 その他の土坑実測図�
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第３５５図 その他の土坑実測図�
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第３５６図 その他の土坑実測図�
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第３５７図 その他の土坑実測図�
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第３５８図 その他の土坑実測図�
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� ピット群

今回の調査で，調査区北部と中央部に２か所のピット群が検出された。各ピットの形状や規模は様々である

が，平面形は円形を呈し，径３０～４０�，深さ２０～３５�程度のものが多い。一部のピットには土層断面中に柱痕

跡が認められ，何らかの建物の一部であった可能性も考えられるが，検出されたピットから建物の配列や構造

を特定することはできなかった。また，これらのピットから出土した土器はいずれも細片であり，遺物から時

期を判断することもできないが，以下実測図と一覧表を記載する。

第２８号ピット群（第３６０・３６１図）

調査区北部のＢ８ｊ８～Ｃ８ｃ９区から３４か所のピットが検出された。標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長径２１～５０�の円形または楕円形で，深さは１２～６１�である。一部のピットには土層断面中に

柱痕跡が認められるが，検出されたピットから建物の配列や構造を特定することはできなかった。また，遺物

が出土していないため，時期については不明である。

第３５９図 その他の土坑実測図�

表３６ 第２８号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ８ｊ８ 楕円形 ２９×２５ １９

２ Ｂ８ｊ８ 楕円形 ３５×２３ ２０

３ Ｂ８ｊ８ 円形 ２５×２３ ２６

４ Ｂ８ｊ７ 円形 ２１×２０ ２５

５ Ｃ８ａ７ 不整楕円形 ２８×２５ ２２

６ Ｂ８ｊ８ 円形 ２１×２０ ３１

７ Ｃ８ａ８ 円形 ２８×２６ ５２

８ Ｃ８ａ９ 楕円形 ５０×２６ ４１

９ Ｃ８ａ８ 楕円形 ３０×２６ ３５

１０ Ｃ８ａ８ 円形 ２９×２９ ２５

１１ Ｃ８ａ８ 円形 ２６×２４ ４４

１２ Ｃ８ａ８ 楕円形 ４１×２６ １９

１３ Ｃ８ｂ８ 円形 ３９×３６ ４７

１４ Ｃ８ｂ８ 楕円形 ２８×２５ １７

１５ Ｃ８ｂ８ 円形 ２６×２４ ２７

１６ Ｃ８ｂ８ 円形 ３１×２８ １２

１７ Ｃ８ｂ８ 円形 ２３×２３ １３

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１８ Ｃ８ｂ９ 楕円形 ３０×２６ ２９

１９ Ｃ８ｂ８ 楕円形 ２５×２２ ２８

２０ Ｃ８ｂ８ 円形 ２０×１９ １９

２１ Ｃ８ｂ８ 楕円形 ３６×３０ ４０

２２ Ｃ８ｂ９ 楕円形 ３５×３０ ４６

２３ Ｃ８ｂ８ 円形 ２９×２９ ２２

２４ Ｃ８ｂ８ 円形 ２４×２４ ３２

２５ Ｃ８ｂ８ 楕円形 ４０×３０ ５４

２６ Ｃ８ｂ８ 円形 ２８×２７ ２５

２７ Ｃ８ｂ８ 円形 ２６×２５ ３１

２８ Ｃ８ｃ８ 楕円形 ３９×２４ ４１

２９ Ｃ８ｃ８ 楕円形 ４４×２９ ４０

３０ Ｃ８ｂ９ 楕円形 ３７×３２ ２８

３１ Ｃ８ｂ９ 楕円形 ３３×２８ ２９

３２ Ｃ８ｂ９ 円形 ４０×３７ ４９

３３ Ｃ８ｃ９ 楕円形 ３７×３１ ４７

３４ Ｃ８ｂ９ 楕円形 ４８×３５ ６１

―４１４―



第３６０図 第２８号ピット群実測図�

―４１５―



第２９号ピット群（第３６２図）

調査区南西部のＤ８ｆ５～Ｄ８ｇ７区から９か所のピットが検出された。標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に

位置し，平面形は長径２１～４０�の円形または楕円形で，深さは２０～５９�である。一部のピットには土層断面中

に柱痕跡が認められるが，検出されたピットから建物の配列や構造を特定することはできなかった。第３・５・

７～９号ピットから土師器片１３点（坏５，甕類８）が出土しているが，いずれも混入した細片であり，時期は

不明である。

第３６１図 第２８号ピット群実測図�

表３７ 第２９号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｄ８ｆ６ 楕円形 ［３２］×２９ ２４

２ Ｄ８ｆ６ 円形 ３０×２９ ２０

３ Ｄ８ｇ６ 楕円形 ３１×２６ ２２

４ Ｄ８ｇ６ 円形 ３５×３４ ４８

５ Ｄ８ｇ７ 楕円形 ４０×３０ ２５

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

６ Ｄ８ｈ６ 円形 ３３×３２ ２０

７ Ｄ８ｇ５ 円形 ３３×［３２］ ５９

８ Ｄ８ｆ５ 楕円形 ２１×［１５］ ３３

９ Ｄ８ｇ５ 円形 ３０×［２９］ ３４

―４１６―



� 柵跡

第１９号柵跡（第３６３図）

位置 調査区南部のＤ８ｂ６～Ｄ８ａ８区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 東西方向に柱穴５か所が並び，方向はＮ－６３°－Ｅである。柱間寸法は西から１�５ｍ（５尺），１�８

ｍ（６尺），１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺）である。各柱穴はほぼ垂直に掘り込まれ，深さは３９～８４�である。

土層は，第１～６層が柱抜き取り痕に相当し，第７層が埋土である。各柱穴の底面で柱のあたりが確認され，

第３６２図 第２９号ピット群実測図

―４１７―



径１５～１７�ほどの円形の範囲が硬化している。

遺物出土状況 土師器片１点（甕類）がＰ５から出土している。

所見 出土土器が１点の細片のため，時期は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第３６３図 第１９号柵跡実測図

表３８ その他の時代溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１３５ Ｃ８ｂ９～
Ｃ９ｂ１ Ｎ－８９°－Ｗ 直線状 （１０�５） ２９～４５ １４～２８ ８～１２ Ｕ字状 不明 外傾 土師器片 近世以降

１３６ Ｃ８ｅ７～
Ｃ９ｅ２ Ｅ－５°－Ｓ 直線状 １８�４ ３２～７８ １８～５８ １２～２２ Ｕ字状 人為 外傾 土師器片，土師質土器

片，瓦，釘 近世以降

１３７ Ｄ７ｊ０～
Ｄ９ｉ１ Ｎ－８６°－Ｅ 直線状 （４５�４） ４２～９４ ２４～５２ ９～２０ Ｕ字状 自然 外傾 土師器片，須恵器片，

陶器片 近世以降

１３８ Ｄ８ｆ４～
Ｄ８ｈ５ Ｅ－２°－Ｓ Ｌ字状 （１７�４） ４６～１５４ ８～２２ ３６～６２ Ｕ字状 人為・

自然 外傾 土師器片，須恵器片，
陶器片，釘 近世以降

１４２ Ｅ８ｃ２～
Ｅ８ｄ２ Ｎ－１１°－Ｅ 直線状 ６�９ ２０～５８ ２～２０ １０ Ｕ字状 不明 外傾 不明

１４５ Ｅ９ｊ２～
Ｅ９ｊ５ Ｅ－４２°－Ｓ Ｌ字状 １３�９ ４１～７９ １０～４２ １４～２６ Ｕ字状 人為 外傾 不明

―４１８―



表３９ 墓坑の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３３０４ Ｃ９ｂ１ Ｎ－８７°－Ｅ 円形 １�１９×［１�１０］ ６７ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２４００�本跡

３３０５ Ｃ８ｂ０ Ｎ－８３°－Ｅ 隅丸長方形 １�７０×１�０２ ５４ 垂直 平坦 人為 土師器片，陶器片，鉄滓 SI２４００�本跡

３３１３ Ｃ８ｃ８ Ｎ－３°－Ｗ 隅丸長方形 １�９２×０�６７ １８ 外傾 凸凹 人為 須恵器片

３３１７ Ｃ８ｅ７ Ｎ－８７°－Ｗ 隅丸長方形 （３�０４）×０�８６ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片 SI２４１７・SD１３６�本跡

３３１９ Ｃ８ｅ７ Ｎ－８３°－Ｗ 隅丸長方形 ２�６４×０�７１ ６０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師
質土器片，陶器片

３３７１ Ｅ８ｄ１ Ｎ－７°－Ｗ 円形 １�２２×１�１６ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３３７２ Ｅ８ｅ２ Ｎ－３°－Ｗ 円形 １�１０×１�０１ ２６ 外傾 平坦 人為

３３７５ Ｅ８ｇ１ Ｎ－１５°－Ｅ 円形 １�１６×１�１４ ５７ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３７９ Ｅ８ｉ２ Ｎ－５４°－Ｗ 楕円形 １�１４×０�９２ ５８ 外傾 平坦 人為 SD１４０�本跡

３３８０ Ｅ８ｉ６ Ｎ－６５°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１０×０�５６ ６０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，瓦質
土器片，陶器片

３３８１ Ｅ８ｇ５ Ｎ－５°－Ｅ 円形 ０�９０×０�８８ ４０ 外傾 平坦 人為

３３８４ Ｅ８ｇ４ Ｎ－４８°－Ｅ 円形 １�４２×１�３８ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３８７ Ｅ７ｈ８ Ｎ－４５°－Ｅ ［方形］ １�０５×（０�７０） ２８ 外傾 平坦 人為 SK３３８８�本跡�SK３３９０

３３８８ Ｅ７ｈ８ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸方形 １�０６×０�９２ ４８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３３８７

３３８９ Ｅ７ｉ８ Ｎ－７２°－Ｅ 隅丸長方形 １�３０×１�１２ ６８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３３９０

３３９０ Ｅ７ｉ７ Ｎ－１３°－Ｅ 隅丸長方形 ３�９８×１�５０ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK３３８７・３３８９�本跡

３３９２ Ｅ７ｈ０ Ｎ－２７°－Ｅ 楕円形 １�１４×１�０２ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片，鉄滓 SI２４４０�本跡

３３９３ Ｅ７ｈ０ Ｎ－３８°－Ｅ 隅丸長方形 １�５４×０�９０ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片 SD１４８�本跡

３４００ Ｅ８ｉ２ Ｎ－５７°－Ｗ 方形 １�２０×０�８８ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SD１４８�本跡

３４０２ Ｅ８ｉ９ Ｎ－７４°－Ｅ 長方形 ２�４７×０�９６ ５２ 垂直 平坦 人為

３４０４ Ｅ７ｈ０ Ｎ－６３°－Ｗ 方形 １�３４×１�３０ １９ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３５１４�本跡

３４０５ Ｅ７ｈ０ Ｎ－５５°－Ｗ 円形 １�１０×１�０２ ８ 外傾 平坦 人為 SI２４４０�本跡

３４０７ Ｅ７ｈ９ Ｎ－６２°－Ｗ［隅丸方形］［１�１２］×［１�１０］ ４８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３４０８�本跡�
SK３４１１・３４４０・３４４１

３４０８ Ｅ７ｈ９ Ｎ－３５°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９０×（０�５６） ２８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４０７・３４４０

３４１０ Ｅ８ｉ１ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 ３�２８×０�９２ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，釘，鉄滓

３４１１ Ｅ７ｈ９ Ｎ－７８°－Ｗ 隅丸長方形 ［２�４０］×１�１２ ４２ 外傾 平坦 人為 SK３４０７�本跡�SK３４１３

３４１３ Ｅ７ｇ８ Ｎ－８２°－Ｗ 隅丸長方形 １�１６×１�５９ ４４ 外傾 平坦 人為 SK３４１１�本跡

３４１４ Ｆ８ｂ２ Ｎ－２２°－Ｅ 隅丸長方形 ２�２０×０�９６ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK３４１５�本跡

３４１５ Ｆ８ｂ２ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸長方形 １�７８×０�７４ ２２ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４１４・３４１７

３４１６ Ｆ８ｂ２ Ｎ－２０°－Ｅ 隅丸長方形 １�６０×１�１２ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，砥石 SK３４１７�本跡

３４１７ Ｆ８ｂ２ Ｎ－２０°－Ｅ 隅丸長方形 ３�０４×２�２０ ３０ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵
器片

SK３４１５・３４１９�本跡�
SK３４１６・３４１８

３４１８ Ｆ８ａ２ Ｎ－６０°－Ｗ 隅丸長方形 １�６０×１�３６ ２８ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵
器片 SK３４１７・３４１８�本跡

３４１９ Ｆ８ｂ２ Ｎ－２１°－Ｅ 隅丸長方形 １�３８×１�０２ ２６ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４１５・３４１６・３４１８

３４２０ Ｆ８ｂ３ Ｎ－６°－Ｗ 隅丸長方形 １�２３×（０�６４） １９ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４２１

３４２１ Ｆ８ｂ３ Ｎ－１°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０１×１�３６ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２４３８�SK３４２０・３４７７
�本跡�SK３４２２

３４２２ Ｆ８ｂ３ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ０�９９×０�８６ ９ 外傾 平坦 人為 SK３４２１�本跡

３４２３ Ｆ８ｂ２ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸長方形 １�９２×１�３５ １１ 外傾 平坦 人為 SK３４２４�本跡�SK３４２５

３４２４ Ｆ８ｂ３ Ｎ－１２°－Ｅ － ０�７８×（０�５３） １７ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４２３・３４２５

３４２５ Ｆ８ｂ２ Ｎ－１７°－Ｅ 不整楕円形 １�１９×１�０４ １５ 外傾 平坦 人為 SK３４２３・３４２４�本跡

３４２８ Ｅ８ｊ１ Ｎ－７１°－Ｗ 楕円形 ０�５８×（０�３０） １２ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４２９

３４３１ Ｅ７ｊ０ Ｎ－５０°－Ｗ 隅丸長方形 １�６６×０�８８ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３４３２�本跡�SK３４３３

３４３２ Ｅ７ｊ０ Ｎ－６４°－Ｗ － ０�７８×（０�６６） １８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SK３４３１・３４３３

３４３３ Ｅ７ｊ０ Ｎ－６３°－Ｗ 不整形 （０�９０）×０�８４ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３４３１・３４３２�本跡�SK３４３４

３４３４ Ｅ７ｊ０ Ｎ－２８°－Ｅ 隅丸長方形 １�８４×０�９８ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３４３３�本跡

―４１９―



番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３４３８ Ｅ７ｈ７ Ｎ－５７°－Ｗ － １�４２×（１�３０） ３７ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４３６・３４３７

３４４０ Ｅ７ｈ９ Ｎ－５９°－Ｗ 隅丸長方形 １�４８×０�６６ ３４ 外傾 平坦 人為 SK３４０７・３４０８�本跡

３４４１ Ｅ７ｈ９ Ｎ－４７°－Ｗ 隅丸長方形 １�１６×０�７０ ３４ 垂直 平坦 人為 SK３４０７�本跡

３４４３ Ｆ８ａ２ Ｎ－５９°－Ｗ 隅丸長方形 １�５５×０�９２ ７１ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片 SK３４４４・３５１７�本跡

３４４４ Ｆ８ａ２ Ｎ－５４°－Ｗ 楕円形 １�１０×０�８９ ５７ 外傾 平坦 人為 SK３４８５・３５１７�本跡�SK３４４３

３４５２ Ｆ９ａ１ Ｎ－６９°－Ｅ 楕円形 １�０２×０�７８ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，磁器片

３４５６ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 １�８８×０�９２ ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SK３５６９

３４６３ Ｅ７ｉ９ Ｎ－６３°－Ｗ 隅丸方形 （０�９４）×０�２１ ７８ 外傾 平坦 人為 SK３４６５�本跡

３４６５ Ｅ７ｉ９ － － －×－ ２１ 外傾 凸凹 人為 本跡�SK３４６２～３４６４

３４６６ Ｅ７ｊ９ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�３４×１�０４ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK３４７４・３５４４・３５４５�
本跡�SK３５１２

３４７４ Ｅ７ｊ９ Ｎ－２４°－Ｅ［不整方形］ １�０４×［０�９８］ １０ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４６６・３５４６

３４７６ Ｆ８ａ３ Ｎ－６７°－Ｗ 長方形 １�０４×０�８２ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３４７７ Ｆ８ｂ３ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 ０�９２×０�８６ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２４３８�本跡�SK３４２１・３４７８

３４７８ Ｆ８ｂ３ Ｎ－６４°－Ｗ 円形 （０�６６）×（０�４０） １６ 外傾 平坦 人為 SI２４３８・SK３４７７�本跡

３４８２ Ｆ８ａ４ Ｎ－４°－Ｗ 楕円形 １�２６×０�８８ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３４８４ Ｆ８ａ１ Ｎ－５８°－Ｗ 楕円形 １�７７×１�５２ ５８ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SK３４８５・３４８７・３４８９�
本跡�SD１４６

３４８５ Ｆ８ａ１ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 ［１�８７］×（１�０１） ５４ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４４４・３４８４・３４８７

３４８６ Ｅ７ｊ８ Ｎ－３２°－Ｅ － ０�９９×（０�５８） ２８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４７５

３４８７ Ｆ８ａ１ Ｎ－２２°－Ｅ ［楕円形］ １�３４×（１�３０） ５８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３４８５・３４８９�本跡�
SD１４６・SK３４８４

３４８９ Ｆ８ａ１ Ｎ－５４°－Ｗ 隅丸長方形 （２�１３）×１�２８ － 外傾 平坦 － 本跡�SD１４６・SK３４８４・３４８７

３４９０ Ｅ８ｈ５ Ｎ－６９°－Ｗ 隅丸長方形 １�７０×０�５０ ８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３４９１ Ｅ８ｈ４ Ｎ－８５°－Ｗ 円形 １�０２×０�９４ ２４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３４９８ Ｅ７ｊ０ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 １�０１×０�８８ ２８ 外傾 平坦 人為 SK３５６７�本跡

３５０３ Ｅ７ｉ９ Ｎ－２７°－Ｅ 隅丸長方形 １�３６×０�９０ ６０ 垂直 平坦 人為 SK３５０４�本跡

３５０９ Ｅ７ｈ７ Ｎ－６０°－Ｗ （長方形） （１�６２）×１�０８ ３４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，釘 SK３５４７�本跡

３５１２ Ｅ７ｊ９ Ｎ－６３°－Ｗ 隅丸長方形 １�５２×０�８４ １８ 外傾 平坦 人為 SK３５４６�本跡�SK３５１３

３５１３ Ｅ７ｊ９ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 １�４６×１�２８ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK３５１２・３５４６�本跡

３５１４ Ｅ７ｈ０ Ｎ－３０°－Ｅ （長方形） （１�０６）×０�９４ １６ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４０４

３５１５ Ｅ７ｇ０ Ｎ－６３°－Ｗ 長方形 １�３０×０�８４ ２６ 外傾 平坦 人為 UP４７�本跡�SD１３９

３５１６ Ｅ７ｇ０ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 １�０２×０�８０ ２０ 外傾 平坦 人為 UP４７�本跡

３５１７ Ｆ８ａ２ Ｎ－２６°－Ｅ － （０�５２）×（０�３７） ３８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４４３・３４４４

３５２８ Ｅ８ｉ４ Ｎ－３６°－Ｅ 円形 ０�９９×０�９４ １４ 外傾 凸凹 人為 土師器片

３５４１ Ｆ９ｃ２ Ｎ－７０°－Ｅ 隅丸方形 １�８２×１�５０ ２６ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３５４０

３５４４ Ｅ７ｊ９ Ｎ－２１°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�５６×（０�３２） １４ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４６６

３５４５ Ｅ７ｊ９ Ｎ－２４°－Ｅ － （０�９６）×（０�４４） ３０ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４６６・３５１２

３５４６ Ｅ７ｊ９ Ｎ－６８°－Ｗ － １�２０×（０�２６） ４０ 外傾 平坦 人為 SK３４７４�本跡�
SK３５１１・３５１２・３５１３

３５４７ Ｅ７ｈ７ Ｎ－６０°－Ｗ （長方形） （１�２２）×（０�９２） ２６ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３５０９

３５６７ Ｆ７ａ０ Ｎ－６５°－Ｗ 隅丸長方形 １�５６×１�０２ １２ 外傾 平坦 人為 本跡�SK３４９７・３４９８

３６１０ Ｅ８ａ９ Ｎ－５０°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１４×０�９８ ５４ 外傾 平坦 人為

３６１１ Ｄ８ｆ０ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸長方形 １�９４×０�９８ ３６ 外傾 平坦 人為
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表４０ 柱穴の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３３２２ Ｄ８ａ７ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 ０�４８×０�３８ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片 SI２４０７�本跡

３３３８ Ｃ８ｆ９ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 ０�３８×０�３２ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為

３３４０ Ｃ８ｊ８ Ｎ－３３°－Ｗ 楕円形 ０�５８×０�５２ ６２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３４４ Ｄ８ｂ７ Ｎ－２９°－Ｗ 楕円形 ０�４０×０�３５ ６５ 外傾 Ｕ字状 人為

３３４６ Ｄ８ｂ７ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 ０�４１×０�３２ ４９ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３３４８ Ｄ８ｂ６ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�４９×０�４１ ５２ 外傾 Ｕ字状 人為

３３４９ Ｄ８ａ６ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ０�６６×０�５０ ６８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３３６０ Ｄ８ａ６ Ｎ－３７°－Ｅ 円形 ０�３２×０�３０ ２４ 垂直 平坦 人為

３３６１ Ｄ８ａ６ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 ０�５２×０�４０ ５２ 垂直 平坦 人為 土師器片

３３６２ Ｄ８ａ６ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 ０�４８×０�４６ ３４ 外傾 Ｕ字状 人為

３３６４ Ｄ８ｃ６ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 ０�３５×０�２８ ２８ 垂直 平坦 人為

３３６５ Ｄ８ｃ６ Ｎ－５５°－Ｅ 円形 ０�３５×０�３３ ５１ 外傾 Ｕ字状 人為

３３６８ Ｄ８ａ６ Ｎ－２°－Ｅ 円形 ０�４２×０�４０ ５０ 外傾 平坦 人為

３３６９ Ｄ８ｄ６ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 ０�４８×０�４０ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為

表４１ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３３００ Ｂ８ｈ９ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�８２×０�７２ ４０ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３３０１ Ｂ８ｈ９ Ｎ－１２°－Ｅ 不整形 ０�９２×０�６１ ４５ 外傾 Ｕ字状 人為

３３０２ Ｂ８ｈ７ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ０�９４×０�７２ ５２ 外傾 平坦 人為

３３０３ Ｂ８ｈ８ Ｎ－６４°－Ｅ 楕円形 ０�９７×０�８１ ４２ 外傾 平坦 人為

３３０７ Ｂ８ｆ７ Ｎ－３６°－Ｗ 隅丸長方形 １�２２×０�８５ ２０ 外傾 平坦 人為

３３０８ Ｂ８ｆ７ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�６２×０�５４ ５ 外傾 Ｕ字状 自然

３３０９ Ｂ８ｆ０ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�９１×０�５２ ２７ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３３１０ Ｂ８ｆ７ Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 ０�４８×０�３４ ２２ 外傾 Ｕ字状 人為

３３１１ Ｂ８ｆ８ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ０�５９×０�５１ １２ 外傾 平坦 人為

３３１２ Ｂ８ｆ０ Ｎ－２９°－Ｗ 楕円形 ０�６８×０�５４ １８ 外傾 平坦 人為 磁器片，釘

３３１４ Ｃ８ｃ８ Ｎ－３２°－Ｗ 不整楕円形 ０�８８×０�５６ ６８ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

３３１５ Ｂ８ｆ７ Ｎ－５°－Ｗ 円形 ０�５２×０�５０ ２０ 外傾 Ｕ字状 人為

３３１６ Ｂ８ｇ０ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�４９×０�３９ １６ 外傾 平坦 人為

３３１８ Ｃ８ｆ６ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 １�２４×０�８８ ７２ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，陶器片

３３２０ Ｃ８ｆ６ Ｎ－１１°－Ｅ 不整形 １�９８×０�５８ ５８ 外傾 凸凹 人為 須恵器片

３３２１ Ｃ８ｇ６ Ｎ－２°－Ｅ 隅丸長方形 １�９７×０�６０ ５１ 外傾 凸凹 人為 SI２４１０�本跡

３３２３ Ｄ８ａ７ Ｎ－３０°－Ｅ 円形 ０�５４×０�５０ １６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片 SI２４０７�本跡

３３２４ Ｃ８ｉ０ Ｎ－６°－Ｅ 楕円形 ０�５１×０�３５ ３８ 外傾 Ｕ字状 人為

３３２５ Ｃ８ｊ７ Ｎ－１２°－Ｗ 円形 ０�８２×０�７２ ３６ 外傾 Ｕ字状 人為 須恵器片 SI２４０７・SK３３３０�本跡

３３２９ Ｂ８ｊ０ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ０�７５×０�６３ ３５ 外傾 平坦 人為

３３３０ Ｃ８ｊ７ Ｎ－７３°－Ｗ 円形 ［０�６０］×（０�５７） ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡�SI２４０７・SK３３２５

３３３１ Ｃ８ｊ８ Ｎ－７８°－Ｅ 楕円形 １�２４×０�６２ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３３３２ Ｃ９ｉ１ Ｎ－１３°－Ｗ 楕円形 １�０８×０�９２ １６ 外傾 Ｕ字状 人為

３３３３ Ｃ９ｉ１ Ｎ－６１°－Ｗ 円形 ０�５６×０�５４ ３８ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，陶器片
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３３３４ Ｃ９ｊ１ Ｎ－５５°－Ｗ 円形 ０�４２×０�４０ ２０ 外傾 平坦 人為 須恵器片，釘

３３３５ Ｄ８ｉ５ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�９４×０�５０ ２４ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SD１３７�本跡

３３３６ Ｂ８ｊ０ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�６４×０�４４ ２６ 垂直 平坦 自然 土師器片

３３３７ Ｃ８ａ０ Ｎ－１６°－Ｗ 楕円形 ０�６３×０�５６ ３９ 外傾 Ｕ字状 人為

３３３９ Ｃ８ｇ９ Ｎ－６７°－Ｗ 円形 ０�３６×０�３４ ３０ 垂直 平坦 人為

３３４１ Ｄ８ｉ４ Ｎ－３４°－Ｗ 楕円形 ０�８６×０�７３ １８ 垂直 平坦 人為 SD１３７�本跡

３３４３ Ｄ８ｂ８ Ｎ－４９°－Ｅ 円形 ０�２８×０�２５ ２８ 垂直 平坦 自然

３３５０ Ｄ８ｂ８ Ｎ－８３°－Ｗ 円形 ０�３３×０�３２ ３１ 外傾 Ｕ字状 人為

３３５１ Ｄ８ｂ８ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ０�４０×０�３４ １７ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３５２ Ｄ８ｂ８ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�５０×０�３４ ２８ 垂直 平坦 人為

３３５３ Ｄ８ａ８ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�３２×０�２７ ２３ 垂直 平坦 －

３３５４ Ｄ８ａ８ Ｎ－４９°－Ｅ 円形 ０�４８×０�４７ ４７ 外傾 平坦 － 土師器片

３３５６ Ｅ８ａ９ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 ０�８９×０�７９ ３７ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３３５７ Ｅ８ｂ９ Ｎ－１７°－Ｅ 円形 １�１０×１�０４ ５２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３５８ Ｄ８ｂ７ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�４１×０�３５ ３９ 外傾 Ｕ字状 人為

３３６３ Ｄ８ｃ６ Ｎ－４１°－Ｗ 円形 ０�３５×０�３２ １７ 外傾 平坦 人為

３３６６ Ｅ８ｃ０ Ｎ－６６°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�７０ ２０ 外傾 平坦 － 土師器片，鎌 SI２４３１�本跡

３３６７ Ｅ８ｃ０ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ０�８６×０�７０ １９ 外傾 平坦 人為

３３７０ Ｅ８ｃ４ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�７０×０�５８ ２８ 外傾 Ｕ字状 自然 土師器片

３３７３ Ｅ８ｂ０ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ０�８７×０�７６ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２４２７�本跡

３３７４ Ｅ９ｂ１ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�９０×０�８０ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片 SI２４２７�本跡

３３８２ Ｅ８ｇ４ Ｎ－２０°－Ｅ 円形 ０�８２×０�８０ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片，磁器片 SK３３８３�本跡

３３８３ Ｅ８ｇ４ Ｎ－１５°－Ｅ 円形 ０�６１×０�６０ １２ 外傾 平坦 人為 陶器片 本跡�SK３３８２

３３９４ Ｅ８ｃ０ Ｎ－２°－Ｅ 円形 ０�８２×０�８０ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３３９５ Ｅ８ｂ０ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ０�５４×０�４８ ２２ 外傾 Ｕ字状 人為 刀子

３３９６ Ｅ９ｂ１ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�０１×０�７９ ４０ 外傾 平坦 人為 SI２４２７�本跡

３３９７ Ｅ９ｃ１ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ０�５８×０�４８ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３４０１ Ｅ８ｉ１ Ｎ－１９°－Ｅ 楕円形 ０�５９×０�４７ ５０ 外傾 段状 人為 須恵器片 SD１４８�本跡

３４０３ Ｅ８ｉ９ Ｎ－２５°－Ｗ 円形 ０�６２×０�６０ ３０ 外傾 Ｕ字状 自然 土師器片

３４３０ Ｅ８ｊ１ Ｎ－６８°－Ｗ 円形 ０�３６×０�３４ ４６ 垂直 平坦 人為 土師器片

３４３５ Ｅ８ｊ１ Ｎ－７７°－Ｗ 楕円形 ０�４４×０�３８ ５８ 外傾 Ｕ字状 － SK３４２９�本跡

３４４５ Ｆ９ａ１ Ｎ－３７°－Ｅ 楕円形 ０�５４×０�４８ ４２ 外傾 平坦 人為

３４５０ Ｆ９ａ２ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�６２×０�５０ １０ 外傾 平坦 人為

３４５１ Ｆ９ａ３ Ｎ－４２°－Ｅ 楕円形 ０�５８×０�５２ １０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３４５３ Ｆ９ａ１ Ｎ－３°－Ｅ 円形 ０�４６×０�４４ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３４５４ Ｆ９ａ１ Ｎ－６１°－Ｅ 円形 ０�８４×０�８０ １４ 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片 SK３４５５�本跡

３４５８ Ｅ９ｈ２ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�４６×０�４０ ３４ 外傾 平坦 人為

３４５９ Ｆ８ｃ８ Ｎ－６８°－Ｅ 楕円形 ０�６０×０�５０ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３４６０ Ｆ８ｂ９ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�６２×０�３６ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為 須恵器片

３４６２ Ｅ７ｉ９ Ｎ－７２°－Ｗ 不整楕円形 ０�９６×０�３６ ６９ 外傾 平坦 人為 SK３４６３・３４６５�本跡

３４７２ Ｅ７ｈ０ Ｎ－１°－Ｗ 円形 ０�５２×０�４８ ４ 外傾 平坦 － 土師器片 SI２４４０�本跡

３４７３ Ｅ７ｈ０ Ｎ－７３°－Ｅ 円形 ０�６４×０�５８ ４ 外傾 平坦 － 土師器片 SI２４４０�本跡

３４７９ Ｅ８ｊ１ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 １�０６×０�６０ ６０ 外傾 平坦 人為 SK３３９８�本跡

３４８０ Ｅ７ｊ１ Ｎ－７２°－Ｅ 不整形 ０�９９×０�９４ ４２ 外傾 平坦 人為

３４８１ Ｅ８ｉ１ Ｎ－５０°－Ｗ 不整形 １�０６×０�７８ ６８ 外傾 凸凹 人為 SD１４８�本跡

３４８３ Ｅ９ｇ３ Ｎ－３１°－Ｗ ［楕円形］ ０�４２×（０�３０） ３２ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，土師
質土器片，陶器片，磁器片

―４２２―



番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３４９２ Ｅ９ｉ３ Ｎ－４１°－Ｅ 楕円形 ０�５８×０�４６ ３２ 垂直 平坦 人為 土師器片

３４９５ Ｅ９ｉ２ Ｎ－７０°－Ｗ 円形 ０�４０×０�３８ ２２ 外傾 Ｕ字状 人為

３５０２ Ｆ８ａ１ Ｎ－４５°－Ｗ 円形 ０�４４×０�４３ １９ 外傾 平坦 人為

３５０４ Ｅ７ｉ９ Ｎ－７７°－Ｗ 楕円形 ０�６８×０�６０ ６８ 垂直 平坦 人為 本跡�SK３５０３

３５０５ Ｅ７ｉ０ Ｎ－５２°－Ｅ 円形 ０�２４×０�２２ ３２ 外傾 Ｕ字状 人為

３５０６ Ｅ７ｉ０ Ｎ－５０°－Ｅ 円形 ０�２６×０�２４ ５０ 垂直 Ｕ字状 人為

３５０７ Ｅ９ｆ１ Ｎ－６３°－Ｗ 円形 ０�８２×０�７６ ２２ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３５０８ Ｅ８ｆ０ Ｎ－８２°－Ｅ 楕円形 ０�５８×０�４８ ２２ 外傾 凸凹 人為

３５１０ Ｅ７ｉ０ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�５９×０�４８ ９ 外傾 平坦 －

３５１８ Ｆ９ａ４ Ｎ－４８°－Ｗ 円形 ０�３１×０�３０ ４８ 外傾 Ｕ字状 人為

３５２０ Ｆ９ａ３ Ｎ－１２°－Ｗ 楕円形 ０�６６×０�５２ ２８ 外傾 平坦 人為

３５２１ Ｅ９ｉ１ Ｎ－４２°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�５４ ２６ 外傾 平坦 人為 SI２４３９�本跡

３５２２ Ｅ９ｊ２ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ０�７２×０�５６ ６８ 垂直 平坦 人為 土師器片

３５２３ Ｅ９ｊ２ Ｎ－４７°－Ｅ 楕円形 ０�５０×０�４２ ３２ 外傾 平坦 人為

３５２４ Ｆ９ｂ４ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 ０�４４×０�３２ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３５２５ Ｅ７ｊ０ Ｎ－８５°－Ｅ 楕円形 ０�４２×０�３０ ５２ 外傾 Ｕ字状 人為

３５２６ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１４°－Ｅ 円形 ０�３８×０�３４ ３０ 垂直 凸凹 人為

３５２７ Ｅ７ｊ０ Ｎ－４８°－Ｗ 円形 ０�４４×０�４０ １８ 外傾 平坦 － 土師器片

３５２９ Ｅ９ｊ３ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 ０�６６×０�５４ １２ 外傾 平坦 －

３５３１ Ｅ９ｊ３ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�５２×０�４０ １８ 外傾 平坦 人為

３５３８ Ｅ９ｅ２ Ｎ－３°－Ｅ 円形 ０�６０×０�５８ ７２ 垂直 平坦 人為 土師器片，土師質土器片

３５３９ Ｅ９ｉ４ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 ０�６０×０�４８ ３８ 外傾 凸凹 人為

３５４０ Ｆ９ｃ２ Ｎ－２２°－Ｗ 円形 ０�７６×０�７４ ５２ 外傾 凸凹 人為 土師器片 SK３５４１�本跡

３５４３ Ｅ７ｈ９ Ｎ－３１°－Ｅ 円形 ０�５０×０�４８ ４８ 外傾 平坦 人為

３５５０ Ｅ９ｊ３ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 ０�４０×０�３４ ２４ 外傾 Ｕ字状 人為

３５５１ Ｅ９ｉ２ Ｎ－３５°－Ｅ 円形 ０�５０×０�４８ ２６ 外傾 平坦 人為 SI２４３９�本跡

３５５２ Ｆ８ｂ８ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 １�０８×０�５１ １３ 外傾 平坦 人為 SK３４４９�本跡

３５５３ Ｅ９ｉ３ Ｎ－１°－Ｅ 円形 ０�５４×０�５２ ２４ 外傾 Ｕ字状 人為

３５５５ Ｆ９ａ３ Ｎ－４５°－Ｅ 不整楕円形 ０�５６×０�４８ ２０ 外傾 凸凹 人為

３５５６ Ｆ９ｂ２ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 １�０４×０�６７ ４８ 外傾 平坦 人為

３５６０ Ｅ７ｉ９ Ｎ－２７°－Ｅ 不整形 ０�７２×０�４６ ５９ 外傾 Ｕ字状 人為 SK３４５６�本跡

３５６１ Ｅ９ｊ３ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 ０�４６×０�３８ ２４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３５６２ Ｅ９ｉ３ Ｎ－１４°－Ｅ 円形 ０�３８×０�２６ ２４ 外傾 平坦 人為

３５６３ Ｅ９ｉ２ Ｎ－２９°－Ｗ 円形 ０�４６×０�４２ ３６ 外傾 平坦 人為

３５６４ Ｅ９ｉ２ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�６４×０�３６ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為

３５６６ Ｅ７ｉ０ Ｎ－３４°－Ｗ 楕円形 ０�５２×０�２８ ４８ 外傾 平坦 －

３５６８ Ｅ７ｊ０ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸長方形 ０�６０×０�４２ ６０ 外傾 平坦 人為

３５６９ Ｅ７ｊ０ Ｎ－６°－Ｅ 円形 ０�４６×０�４４ ５３ 外傾 平坦 人為

３５７０ Ｅ７ｉ９ Ｎ－８４°－Ｗ 不整長方形 ０�６６×０�４６ ６２ 外傾 凸凹 人為

３５７１ Ｅ７ｉ９ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 ０�２８×０�２０ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為

３５７２ Ｅ７ｈ９ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�４４×０�３０ ５０ 外傾 Ｕ字状 －

３５７３ Ｅ７ｈ９ Ｎ－１°－Ｅ 円形 ０�２２×０�２１ ３４ 外傾 Ｕ字状 －

３５７４ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 ０�２７×０�２２ ５０ 垂直 Ｕ字状 －

３５７５ Ｅ７ｉ０ Ｎ－３°－Ｗ 円形 ０�２０×０�１８ ２８ 外傾 Ｕ字状 －

３５７６ Ｅ７ｉ０ Ｎ－８４°－Ｗ 楕円形 ０�２０×０�１６ ２６ 外傾 平坦 －

３５７７ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１３°－Ｅ 円形 ０�２４×０�２０ ３２ 外傾 Ｕ字状 －

―４２３―



６ 遺構外出土遺物（第３６４・３６５図）

第１４区の調査で出土した，遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は

遺物観察表で示した。

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３５７８ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 ０�３０×０�２６ ３８ 外傾 平坦 －

３５７９ Ｅ７ｉ０ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ０�３２×０�２２ ３０ 外傾 平坦 人為

３５８０ Ｅ７ｉ０ Ｎ－２３°－Ｅ 不整形 ０�５４×０�５０ ３６ 外傾 平坦 人為

３５８１ Ｅ８ｉ１ Ｎ－７３°－Ｗ 不整楕円形 ０�２８×０�２０ ５４ 外傾 平坦 人為

３５８２ Ｅ８ｉ１ Ｎ－６１°－Ｗ 不整楕円形 ０�６６×０�５８ ８４ 外傾 平坦 －

３５８３ Ｅ８ｉ１ Ｎ－２５°－Ｗ 円形 ０�２４×０�２２ ５８ 外傾 平坦 －

３５８４ Ｅ８ｉ１ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�６０×０�４０ ４２ 外傾 Ｕ字状 －

３５８５ Ｅ８ｊ１ Ｎ－１５°－Ｗ 円形 ０�１８×０�１６ １８ 外傾 Ｕ字状 －

３５８６ Ｅ８ｊ１ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 ０�２８×０�２２ ２０ 外傾 Ｕ字状 －

３５８７ Ｅ８ｊ１ Ｎ－４７°－Ｅ 円形 ０�２６×０�２４ ２４ 外傾 平坦 －

３５８８ Ｅ８ｊ１ Ｎ－８６°－Ｅ 楕円形 ０�２２×０�１６ ４２ 外傾 平坦 －

３５８９ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５４°－Ｅ 楕円形 ０�２８×０�２０ １８ 垂直 平坦 －

３５９０ Ｅ８ｊ１ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 ０�３０×０�２２ ４４ 外傾 Ｕ字状 －

３５９１ Ｅ８ｊ１ Ｎ－３５°－Ｅ 円形 ０�２４×０�２２ ２０ 外傾 Ｕ字状 －

３５９２ Ｅ８ｊ１ Ｎ－７０°－Ｅ 円形 ０�３０×０�２８ ３６ 外傾 Ｕ字状 －

３５９３ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５７°－Ｗ 楕円形 ０�３０×０�２６ ６４ 外傾 Ｕ字状 －

３５９４ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�４０×０�２８ ２２ 外傾 平坦 －

３５９５ Ｅ８ｊ１ Ｎ－２７°－Ｅ 楕円形 ０�４８×０�３０ ２０ 外傾 Ｕ字状 －

３５９６ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５５°－Ｅ 楕円形 ０�３０×０�２４ １８ 外傾 Ｕ字状 －

３５９７ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�５０×０�２４ ２０ 外傾 Ｕ字状 －

３５９８ Ｅ８ｊ１ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�３７×０�２８ ５１ 外傾 平坦 － SK３４２６�本跡

３５９９ Ｅ８ｊ１ Ｎ－７６°－Ｗ 楕円形 ０�７１×０�３７ ５８ 外傾 Ｕ字状 － SK３４２６�本跡

３６００ Ｆ８ａ２ Ｎ－８４°－Ｅ 長方形 ０�２０×０�１８ １４ 外傾 平坦 －

３６０１ Ｆ８ａ２ Ｎ－３６°－Ｅ 円形 ０�１８×０�１６ ３８ 外傾 平坦 － 土師器片

３６０２ Ｅ８ｊ２ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ０�２０×０�１６ ２４ 垂直 平坦 －

３６０３ Ｅ８ｊ２ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�２０×０�１６ １８ 外傾 Ｕ字状 －

３６０４ Ｅ８ｊ２ Ｎ－２１°－Ｗ 円形 ０�２２×０�１８ １８ 外傾 Ｕ字状 －

３６０５ Ｅ８ｊ２ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�３２×０�２０ ４６ 外傾 Ｕ字状 －

３６０６ Ｅ８ｊ１ Ｎ－２°－Ｗ 不整楕円形 ０�５９×（０�５６） ２８ 外傾 Ｕ字状 － 本跡�SK３４２６

３６０７ Ｅ７ｉ０ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 ０�３８×０�３２ ６２ 外傾 Ｕ字状 －

３６０８ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 ０�９０×０�５４ ５２ 外傾 平坦 － 土師質土器片

３６０９ Ｅ７ｉ０ Ｎ－１４°－Ｅ 円形 ０�４１×０�３９ ５８ 外傾 Ｕ字状 －

第１４区遺構外出土遺物観察表（第３６４・３６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０４ 土師器 小形甕［１５�６］１６�４ ６�９ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下

位ヘラ磨き 輪積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 Ｅ９ｊ４ ７０％

５０５ 土師質土器 小皿 ７�７ ２�１ ５�４ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 橙 普通 底部ヘラ削り Ｄ８ｂ９ ７０％

５０６ 陶器 皿 ［１１�２］ ２�１ ［６�２］ 緻密 灰 良好 鉄絵皿 ロクロ整形 内・外面施釉 Ｆ８ｃ６ 瀬戸系

５０７ 陶器 蓋 ９�５ （２�０） ７�６ 緻密 にぶい橙 良好 急須蓋 つまみ欠損 表面に施釉 Ｅ７ｆ８ 瀬戸・美濃系

―４２４―



第３６４図 遺構外出土遺物実測図�

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP３１縄文土器 鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲
母・繊維 橙 普通 刺突文を有する隆帯垂下 蛇行沈線文を施文

磨耗貝殻条痕文
SK３４２６
覆土 早期後半 PL７９

TP３２縄文土器 深鉢 － （２�３） － 長石・石英・雲
母・繊維 にぶい橙 普通 口唇部に刻み 沈線区画 口辺部に貫通孔 SI２４１４

覆土 早期後半 PL７９

TP３３縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英 にぶい橙 普通 沈線区画文様帯 区画内に単節縄文ＬＲを充填 SI２４０９
覆土 後期初頭 PL７９

TP３４縄文土器 深鉢 － （３�２） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 把手部沈線文 SI２４３３

覆土 後期初頭 PL７９

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４４ 土玉 １�９ １�８ ０�６ ４�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 Ｅ９ａ１ PL８０

DP４５ 土玉 ２�１ １�９ ０�５ ６�２ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 Ｅ９ａ１ PL８０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４６ 泥面子 （１�５） １�６ ０�５ （０�９） 土（長石） 芥子面 中央部に穿孔 裏面ナデ Ｂ８ｉ０ PL７９

DP４７ 泥面子 ２�１ （１�７） ０�５ （１�６） 土（長石） 芥子面 表面達磨 裏面ナデ Ｂ８ｉ９ PL７９

DP４８ 泥面子 ２�１ ２�７ ０�７ ３�３ 土（長石） 芥子面 表面鯉 裏面ナデ Ｂ８ｊ９ PL７９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３９ 尖頭器 ４�５ １�９ ０�７ ４�５ 黒曜石 縁に押圧剥離調整 Ｄ８ｅ６ PL８０

Ｑ４０ 石核 ７�４ ４�２ ２�３ ６９�３ 石英斑岩 縦長剥片を剥離 背面に前段階の剥離痕を残す Ｃ８ｈ７

Ｑ４１ 砥石 （７�８） ３�４ ２�５ （９４�８）凝灰岩 砥面３面 上部欠損 Ｅ７ｉ９ PL７９

Ｑ４２ 砥石 （５�３）（５�２） ０�９ （４０�９）凝灰岩 提砥石の破片 上部に孔径０�７�の穿孔 Ｅ８ｈ３ PL８０

Ｑ４４ 石製模造品 ６�３ ５�０ １�０ ２８�９ 粘板岩 未製品 孔径０�３�の穿孔 Ｄ８ｆ０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４３ 管玉 ３�０ １�２ １�４ ８�３ 碧玉 ２方向からの穿孔 全面研磨 Ｅ９ａ１ PL８０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０９ 不明 （１２�６） ２�２ ０�４ （２２�８）鉄 頭部・茎部欠損 Ｅ９ｉ４ PL８１

Ｍ１１１ 釘 （６�６） ０�８ ０�４ （４�４） 鉄 断面長方形の棒状 中位で屈曲する Ｄ８ｆ５ PL８１

Ｍ１１２ 煙管 － １�７ １�２ （２�７） 銅 火皿 雁首欠損 Ｄ１０ａ１

Ｍ１１３ 煙管 （７�５） １�１ １�１ （５�７） 銅 吸口部 Ｄ８ａ７ PL８１

番号 器種 最小径 最大径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１０ 紡錘車 （３�５） （３�８） （０�２） （９�７） 鉄 軸欠損 孔径０�６� Ｅ９ｇ２ PL８１

―４２５―



第３６５図 遺構外出土遺物実測図�
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１ 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の陥し穴１基を確認した。以下，遺構について記述する。

第７号陥し穴（第３６６図）

位置 調査区東部のＲ５ｉ９区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６８２号住居，第４７１３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�５０ｍ，短径１�２５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗである。深さは１９０�で，短径方向

の断面は逆台形である。南北壁は直立して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。各層に含まれるロームブロックは，壁部が崩落したものと考えられ，上部ほど細粒

化しており，自然堆積の状況を示している。

所見 遺物は出土していないが，規模や形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。

２ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡５７軒，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２５９２号住居跡（第３６７図）

位置 調査区南部のＳ４ｇ８区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１０２号堀に掘り込まれている。また，削平のため床面がほとんど露出した状態で検出されている。

規模と形状 硬化面の広がりから東西軸は５�５０ｍと推定され，南北軸は４�７０ｍを確認している。西壁の方向は

Ｎ－６°－Ｗである。壁高は北西側で１�５�であり，立ち上がりの状況は不明である。

床 確認できた部分ではほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

第７節 １６区の遺構と遺物

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量

４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第３６６図 第７号陥し穴実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

―４２７―



所見 出土遺物が無いため，明確な時期は不明である。周辺の住居跡は６世紀後葉から７世紀前葉と９世紀後

葉から１０世紀前葉の二時期に大別され，本跡の主軸方向は前者とほぼ同一であることから，同時期の可能性が

考えられる。

第２５９４号住居跡（第３６８・３６９図）

位置 調査区南部のＳ５ｃ３区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０８号住居，第４７２号掘立柱建物，第４１６６・４１６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２４ｍ，短軸４�１６ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は２６～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の周辺を含む主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ４�で，

浅いＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。北西部は遺構の重複のため不明瞭であるが，本来，全周してい

たと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部の一部を第４１６７号土坑に掘り込まれており，焚口部から煙道部まで

９８�を確認している。袖部は，幅１１１�で，床面から１５�ほど掘りくぼめた部分に第１６層を充填し，その上部

に砂質粘土を主体とする第１２～１５層を積み上げて構築している。火床面は床面とほぼ同じ高さで，火床部は赤

変硬化している。煙道部は，壁外に５６�掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。覆土は，第１～

１０層に分けられ，第６・７層が袖部及び天井部の構築材と火を受けて赤変した部分の崩落土層に相当する。全

体的に含有物を含む人為堆積である。

第３６７図 第２５９２号住居跡実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量

７ 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
８ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

―４２８―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４７～６０�である。Ｐ５は深さ４１�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１９�で，Ｐ５を掘り込んでおり，出入

口施設の抜き取り痕と考えられる。

覆土 １１層に分けられる。第１～１０層は複雑な堆積状況を示した人為堆積である。第１１層は壁溝の覆土である。

遺物出土状況 土師器片４１３点（坏５８，鉢１，甕類３５２，甑２），土製品１点（勾玉）が，竈の周辺から中央部を中

心に出土している。５１０は竈の右袖際，５１３は竈前面，５１４は東側，５１５は西側，５１２は出入口施設付近の床面か

らそれぞれ出土しており，いずれも完形もしくは残存率の高い破片で，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

１３ 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量

１５ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ にぶい黄褐色 ローム粒子中量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ にぶい褐色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３６８図 第２５９４号住居跡実測図
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第３６９図 第２５９４号住居跡・出土遺物実測図

第２５９４号住居跡出土遺物観察表（第３６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５０８ 土師器 坏 － （２�９） － 石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 中層 ７０％

５０９ 土師器 坏 － （３�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ６０％

５１０ 土師器 坏 １３�９ ４�６ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 床面 ８０％ PL１１４

５１１ 土師器 坏 ［１４�４］（４�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ２０％

５１２ 土師器 坏 ［１３�６］（４�４） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ３０％

―４３０―



第２５９５号住居跡（第３７０～３７２図）

位置 調査区南部のＳ５ｂ５区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６０１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�２３ｍ，短軸４�４５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は１１～２７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。竈の前面が踏み固められているほか，中央部や東壁際で部分的に硬化面が認められるが，

硬化は弱い。

竈 北壁中央部のやや西寄りに付設されている。遺存状態が良好であり，天井部の一部を確認している。規模

は，焚き口から煙道部まで１０４�，袖部幅１３２�である。袖部及び天井部の構築方法は，床面を１４�ほど掘りく

ぼめた部分に第１７～２０層を充填し，砂質粘土を主体とした第１１～１６層を積み上げて構築している。火床部は床

面から５�ほど盛り上がっており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込み４５�，煙出口は径

２５�で，煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第３・７～９層は袖部

及び天井部の崩落土層である。天井部の一部が残っており，竈が意図的に破壊された状況も認められないこと

から，自然堆積と考えられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２３～３５�である。Ｐ５は深さ１７�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。土の締まりが弱く，含有物が微量であることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７７３点（坏１７２，高坏４，甕類５４７，小形甕２４，甑２６）が，中央部に散在した状態で出

土しているほか，埋没過程で流入したと考えられる縄文土器片１点が出土している。５２３は竈の左袖際，５１６は

北東部，５３１は東側，５２８・５３０は出入口施設周辺の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されたもの

と考えられる。５２７は覆土中層から破片の状態で出土しており，中央部に向かって出土レベルが低くなってい

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー

ム粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
６ 極暗赤褐色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１０ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化
粒子微量

１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１８ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子少量
２０ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５１３ 土師器 鉢 １０�０ ７�２ ７�８ 石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１１４

５１４ 土師器 甕 ［２２�４］（２５�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内

面ヘラナデ後ナデ 中層 ３０％

５１５ 土師器 小形甕 １２�４ １４�３ ６�９ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ 床面 ７５％ PL１１４

―４３１―



く状況が看取される。また，覆土中からは比較的大形の土師器片が多く出土しており，廃絶後に投棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉から中葉と考えられる。

第３７０図 第２５９５号住居跡実測図

―４３２―



第３７１図 第２５９５号住居跡出土遺物実測図�

―４３３―



第３７２図 第２５９５号住居跡出土遺物実測図�

第２５９５号住居跡出土遺物観察表（第３７１・３７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５１６ 土師器 坏 １２�２ ４�１ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ５０％

５１７ 土師器 坏 ［１２�２］ ３�６ － 長石・石英 黒褐 普通 体部内・外面ヘラ磨き 上層 ３０％

５１８ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�１ － 長石・石英 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 中層 ４０％

５１９ 土師器 坏 １１�４ ４�４ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積み痕 中層 ９０％ PL１１４

５２０ 土師器 坏 ［１１�８］ ４�２ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ３０％

５２１ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�６ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ４０％

５２２ 土師器 高坏［１５�１］（４�２） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 ５０％

５２３ 土師器 甕 ［２２�８］（８�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 ２０％

５２４ 土師器 甕 ［２２�２］（１５�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 中層 ３０％

５２５ 土師器 甕 ［１２�８］（１１�９） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 下層 １５％

―４３４―



第２５９６号住居跡（第３７３・３７４図）

位置 調査区南部のＳ４ｈ０区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２５９７号住居，第１６号道路，第４１６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸７�００ｍ，南北軸は４�３２ｍを確認している。主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は３�で，

立ち上がりの状況は不明である。

床 第１６号道路の掘り込みや耕作による削平のため，南側の床面はほとんど失われた状態である。確認できた

部分ではほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北側及び北東コーナー部の壁下には，幅１２～１４�，深さ

６～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝がみられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅１５３�である。火床部は床面

から３�ほど高く，火床面は火を受けて赤変しているが硬化は弱い。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床部

から階段状に立ち上がっている。奥壁には砂質粘土を主体とする第７層を貼り付けて補強している。覆土は第

１～５層に分けられ，第２層は天井部の崩落土層に相当する。各層は焼土ブロックや粘土粒子を含む人為堆積

である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土粒子多量，炭化粒子微量

第３７３図 第２５９６号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５２６ 土師器 小形甕［１１�８］（７�４） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １５％

５２７ 土師器 小形甕 １１�０ ９�６ ６�６ 長石・石英 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 中層 ７５％ PL１１４

５２８ 土師器 小形甕［９�８］ １４�２ ６�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 床面 ７０％

５２９ 土師器 小形甕［１３�６］（１１�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 下層 ２０％

５３０ 土師器 甑 ［２７�２］３３�４ １０�８ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 底部内端面ヘラ削り 床面 ５０％ PL１１４

５３１ 土師器 甑 ［２８�２］（１４�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 １０％

―４３５―



ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは４３～５８�である。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１４３点（坏１２，高坏１，甕類１１２，甑１８），土製品１点（支脚）が出土しているほか，

縄文土器片２点が流れ込んでいる。５３２・５３３はいずれも覆土中から出土しており，廃絶後に廃棄されたものと

考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉以前と考えられる。

第３７４図 第２５９６号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量 ２ にぶい褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第２５９６号住居跡出土遺物観察表（第３７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５３２ 土師器 坏 ［１０�２］ ２�７ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ５％

５３３ 土師器 甕 ［２１�０］（９�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中 １５％

―４３６―



第２５９７号住居跡（第３７５～３７７図）

位置 調査区南部のＳ５ｈ２区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２５９６号住居跡を掘り込み，第６９号井戸と第４１６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側は調査区域外へ延びており，東西軸４�３６ｍ，南北軸は３�０２ｍを確認している。主軸方向はＮ

－１８°－Ｗである。壁高は２８～４２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１７～２１�，深さ１２～１３�で台形状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

第３７５図 第２５９７号住居跡実測図

―４３７―



第３７６図 第２５９７号住居跡出土遺物実測図�

―４３８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３２�，袖部幅１３２�である。袖部は床面を

深さ４�ほど浅く掘りくぼめて第２２層を充填し，砂質粘土を主体とする第１３～１９層を互層に積み上げて構築し

ている。火床部は床面から１０�ほど高く，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２８�掘り込

まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。奥壁にはローム粒子や砂質粘土粒子を含む第２０・２１層を貼り付

けて補強している。覆土は第１～１１層に分けられ，第２・７層は袖部及び天井部の構築材，第８層は火を受け

て赤変した部分の崩落土層に相当する。その他の層は，含有物を比較的多く含む人為堆積である。

覆土 ８層に分けられる。ロームブロックや焼土・粘土粒子を含み，複雑な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１２２９点（坏１３３，鉢２，甕類１０８１，甑１３），須恵器片２点（高坏，台付壺），土製品７

点（勾玉５，土玉１，支脚１），石器３点（磨石２，砥石），鉄製品２点（鏃，刀子），鉄滓３点，粘土塊２点

が出土しているほか，縄文土器片１点が流れ込んでいる。出土遺物は覆土下層から多量に出土しており，廃絶

後に投棄されたものと考えられる。５３５・５４２は竈西側の壁際，５４０・５４６・DP５０は竈前面，５４３・５４５・DP４９・

Ｑ４５は竈右袖部際，５３７・５４４は東壁際の中央部，Ｑ４６は西壁際の中央部からそれぞれ出土しており，竈周辺と

第３７７図 第２５９７号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化物・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
１０ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１９ 暗 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量
２０ 褐 色 ローム粒子中量
２１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量
２２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量

―４３９―



壁際に集中している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

第２５９８号住居跡（第３７８・３７９図）

位置 調査区南部のＳ５ａ６区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４７１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１０ｍ，短軸４�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は８～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，ピットの周辺と壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１４～２０�，深さ５～７�で，

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４１�，袖部幅１０４�である。袖部は床面を

深さ１４�ほど掘りくぼめて，第１３層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とした第９～１２層を塊状に積み上げ

て構築している。火床部は床面から４�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に３８�

掘り込まれ，火床面からほぼ平坦に延びて，奥壁が直立している。奥壁には袖部の構築材と同じ砂質粘土を貼

り付けて補強している。覆土は第１～７層に分けられる。各層は袖部や天井部の構築材である砂質粘土や火を

第２５９７号住居跡出土遺物観察表（第３７６・３７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５３４ 土師器 坏 ［１０�２］ ３�１ － 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３５％

５３５ 土師器 坏 １１�６ ３�６ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ９５％ PL１１５

５３６ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�９ － 長石・石英・赤色粒子 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土中 ６０％

５３７ 土師器 坏 ［１３�４］ ３�６ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ３５％

５３８ 土師器 坏 ［１４�０］（４�１） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３５％

５３９ 須恵器 高坏［１２�４］（３�４） － 長石・石英 黄灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面回転ヘラ削り 覆土中 ５％

５４０ 土師器 鉢 ［１８�２］（９�２） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上～下層 ２０％

５４１ 須恵器 台付壺 － （２�７）［９�４］ 長石 灰オリーブ 良好 脚部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

５４２ 土師器 甕 ［１９�６］（２４�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ５５％

５４３ 土師器 甕 ［２５�０］（１７�２） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 下層 ２５％

５４４ 土師器 小形甕［１５�４］（７�１） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 下層 １５％

５４５ 土師器 小形甕 １５�２ １５�６ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ７０％ PL１１５

５４６ 土師器 甑 ２０�０ １６�１ ９�５ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 下層 ９０％ PL１１５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４９ 小玉 １�４ １�０ ０�２ １�９ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５０ 支脚 （８�７） （５�０） （５�８）（２７９�８）土（長石・石英・雲母） 上・下部欠損 ナデ 指頭痕 にぶい褐色 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４５ 磨石 ８�９ ５�９ ４�２ ３０５�９ 砂岩 砥面３面 断面不整楕円形 下層

Ｑ４６ 磨石 （８�１） （５�８） ３�２ （１９９�４）凝灰岩 端部欠損 砥面２面 断面隅丸長方形 下層

Ｑ４７ 砥石 （８�２） ５�２ １�６ （７３�２）凝灰岩 一部欠損 砥面５面 断面五角形 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１４ 鏃 １０�８ １�７ ０�５４ １５�０ 鉄 柳葉式 両鎬造 直線状関 下層 PL１４５
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受けて赤変した部分をブロック状に含む人為堆積である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４０～７３�である。なお，北東部に想定される主柱穴は，第４７１

号掘立柱建物のＰ４に掘り込まれているため，遺存していない。Ｐ４は深さ２３�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積であり，第３層は竈の構築材の流出土，

第４層は壁部の崩落土層に相当する。

遺物出土状況 土師器片１５０点（坏３３，高坏４，鉢１，甕類１１２），須恵器片２６点（坏１４，蓋１，甕類１１）が，

いずれも覆土中から細片で出土しており，住居廃絶後の埋没過程で流入したものと考えられる。土製品２点（小

玉，支脚）は，DP５１が中央部西側，DP５２が竈の右袖際の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄され

たものと考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

９ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１２ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３７８図 第２５９８号住居跡実測図
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所見 出土土器は，いずれも廃絶後に流入したものであるが，６世紀後葉から７世紀前葉の土師器が主体を占

めていることから，本跡は当該時期に廃絶した可能性が考えられる。

第２６０１号住居跡（第３８０・３８１図）

位置 調査区南部のＳ５ｂ５区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２５９５・２６１８号住居に掘り込まれている。南半部は第２５９５住居の掘り込みによって，床面は失われ

ており，壁溝のみを確認している。

規模と形状 長軸５�６２ｍ，短軸４�９６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は１２～２６�で，外傾

第３７９図 第２５９８号住居跡・出土遺物実測図

第２５９８号住居跡出土遺物観察表（第３７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４７ 土師器 甕 ［１５�６］（６�９） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ５％

５４８ 土師器 小形甕［１２�６］（４�５） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５１ 小玉 ０�７５ ０�６ ０�１２ ０�４ 土（長石・石英）ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５２ 支脚 （９�６） ３�０ （５�２）（２１４�８）土（長石・石英・雲母） 下部欠損 ナデ 指頭痕 にぶい橙色 下層

―４４２―



して立ち上がっている。

床 確認できた部分ではほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。竈の東側から北東コーナー部と

南東コーナー部を除いた壁下には，幅１４～２４�，深さ９～１７�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第３８０図 第２６０１号住居跡実測図

―４４３―



竈 北壁中央部のやや東寄りの位置に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，袖部幅１２９�で

ある。袖部は，床面を深さ２７�ほど掘りくぼめて，第１９・２０層を充填し，第１０～１８層を塊状に積み上げて構築

している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変しているが，硬化は弱い。煙道部は壁外

への掘り込みが６１�で，火床面から緩やかに立ち上がり，奥壁で直立している。覆土は第１～８層に分けられ，

第４層が天井部の崩落土層に相当する。各層とも粒状化した含有物が一定量みられる人為堆積である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２３～３９�である。各柱穴とも形状が乱れており，抜き取りの

痕跡が認められる。Ｐ５は深さ１９�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ８層に分けられる。層中にブロック状の堆積がみられる人為堆積であり，廃絶に伴って周囲から埋め戻

された状況を示している。

第３８１図 第２６０１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
６ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

１１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
１３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１９ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

―４４４―



遺物出土状況 土師器片２４５点（坏４８，高坏２，鉢３，甕類１８７，甑５），須恵器片８点（坏２，甕類６），土製

品３点（土玉１，支脚２）が出土している。５４９・５５０・５５２はＰ１と東壁の間に正位で据え置かれた状態で出

土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，５５３・５５５は竈の火床部周辺，５５７は竈前面，５５６は

竈西側の壁際，５５１はＰ４東側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２６０３号住居跡（第３８２・３８３図）

位置 調査区南部のＳ４ｅ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０４号住居，第４１７１・４１９７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８６ｍ，短軸４�６０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は３２～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。第４１７１号土坑に掘り込まれているため，規模や堆積状況等は不明である。

袖部は，左袖部の一部を確認しており，砂質粘土で構築されている。火床部は，第４１７１号土坑の底面に一部残

存している。床面から２�ほどくぼんだ位置にあることから，本来は床面とほぼ同じ高さを使用していたと推

定され，火を受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～６６�である。Ｐ５は，深さ２１�で，南壁際に位置してい

ることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。全体的にロームのブロックや粒子がみられる人為堆積であり，西側から埋め戻され

た状況を示している。

遺物出土状況 土師器片４９１点（坏９６，高坏４，甕類３８７，甑１，円筒形土器２，手捏土器１），粘土塊１点が

出土しているほか，石器１点（剥片）が流れ込んでいる。５５８は西壁側，５５９は中央部，５６５は中央部南西側の

床面からそれぞれ出土しており，５５８はほぼ完形で，逆位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２６０１号住居跡出土遺物観察表（第３８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４９ 土師器 坏 １１�８ ４�１ － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１１５

５５０ 土師器 坏 １１�８ ３�２ － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１１５

５５１ 土師器 坏 １１�１ ３�４ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ５５％

５５２ 土師器 坏 １１�２ ４�０ － 長石・石英・雲母 褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１１５

５５３ 土師器 坏 １４�２ ３�９ － 長石・石英 灰黄褐色 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 １００％PL１１５

５５４ 土師器 坏 ［１１�９］（４�４） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 指頭痕 竈覆土中 ２０％

５５５ 土師器 鉢 ［１８�０］（７�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ２０％

５５６ 土師器 甕 ［１４�７］（７�４） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 床面 ２５％

５５７ 土師器 甕 ［２２�０］（８�８） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 ２５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５３ 小玉 １�０ １�１ ０�３ １�０ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１４０

―４４５―



第３８２図 第２６０３号住居跡・出土遺物実測図

―４４６―



第２６０６号住居跡（第３８４～３８６図）

位置 調査区南部のＳ５ｆ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６０５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸５�９２ｍで，南側は調査区域外へ延びており，南北軸は２�５２ｍを確認している。主軸方向は

Ｎ－４７°－Ｗである。壁高は４３～５１�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部のやや東寄りの位置に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１９８�，袖部幅１２７�で

ある。袖部は床面を深さ１５�ほど掘りくぼめて，砂質粘土を含む第２０・２１層で芯部を作り，中央に第１８層を充

填し，その上部に砂質粘土を主体とする第１２～１７層を塊状に積み上げて構築している。火床部は床面から１２�

第３８３図 第２６０３号住居跡出土遺物実測図

第２６０３号住居跡出土遺物観察表（第３８１・３８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５５８ 土師器 坏 １３�４ ５�１ － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１１６

５５９ 土師器 坏 １４�６ ４�１ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 床面 ５５％

５６０ 土師器 坏 ［１３�４］ ３�２ － 長石・石英 オリーブ黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 上層 ３０％

５６１ 土師器 坏 ［１４�６］（３�８） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 覆土中 ３０％

５６２ 土師器 坏 ［１４�４］（４�２） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 上層 ２０％

５６３ 土師器 坏 ［１１�９］（３�９） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 覆土中 ３５％

５６４ 須恵器 坏 ［１４�３］（２�７） － 長石 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

５６５ 土師器 甕 ［２９�０］（３３�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 床面 ３０％

５６６ 土師器 円筒形
土器 － （８�７）［８�４］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 輪積み痕 底部

内面ヘラ削り 上層 ２０％

―４４７―



ほど高く，火床面は広範囲にわたって赤変しており，土層断面では，第１１層のブロック化した焼土が最大３２�

の層厚で堆積し，赤変の影響は下層の第１８層にも及んでいる。煙道部は壁外に７５�掘り込まれ，奥壁が彎曲し

て立ち上がっている。奥壁にはローム粒子を主体とする第１９層を貼り付けて補強している。覆土は第１～１０層

に分けられる。第３・４・９・１０層は袖部および天井部の構築材と火を受けて赤変した部分の崩落土層に相当

する。同層は火床部と直に接しており，廃絶後間もなく崩落した状況を示している。その他の層はブロック状

に堆積する人為堆積である。

竈土層解説
１ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
４ にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
９ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
１０ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量

１１ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
１２ 明 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１４ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１７ にぶい橙色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１８ 赤 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２０ にぶい褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

第３８４図 第２６０６号住居跡実測図

―４４８―



ピット Ｐ１は深さ１７�で，北東側に位置していることから主柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７０点（坏６５，甕類３８０，甑４，手捏土器２１），土製品４６点（支脚），石器２点（砥石）

が出土している。５７０・５７１・５７３・５７４・DP５４・DP５５は竈の焚口部付近の両袖際，５７２は北西側，５７６は北東コー

ナー部付近，５６９は東側の床面からそれぞれ出土している。５７１・５７３・５７４・DP５４はいずれもほぼ完形で，正

位に据え置かれた状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 竈は，袖部が強固に構築されており，煙道部の壁外への掘り込みが長い点が構造上の特徴として挙げら

れる。通常の煮炊き以外により強い火力で使用されたことが想定され，火床部が広範囲にわたって赤変してい

る状況は，それを裏付けるものと考えられる。また，手捏土器がまとまって出土している点も特筆される。時

期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

５ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３８５図 第２６０６号住居跡出土遺物実測図�

―４４９―



第３８６図 第２６０６号住居跡出土遺物実測図�

第２６０６号住居跡出土遺物観察表（第３８５・３８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５６７ 土師器 坏 １２�４ ４�１ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ６５％

５６８ 土師器 坏 ［１３�０］（４�０） － 長石・石英・雲母 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ４５％

５６９ 土師器 鉢 ［１７�２］ ６�６ ［９�４］ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 下
端ナデ 指頭痕 底部木葉痕 床面 ４０％

５７０ 土師器 甕 ２１�６（２５�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 床面 ５５％ PL１１６

５７１ 土師器 手捏土器 １１�４ ５�０ ４�８ 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 指
頭痕 底部木葉痕 床面 ７５％ PL１１６

５７２ 土師器 手捏土器 １０�６ ４�２ ５�１ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 指
頭痕 底部木葉痕 床面 ９０％ PL１１６

５７３ 土師器 手捏土器 １０�４ ３�９ ７�４ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面粗い横ナデ 輪積み痕 下端ナデ
指頭痕 底部木葉痕 床面 ９５％ PL１１６

５７４ 土師器 手捏土器 １１�６ ４�４ ８�０ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面粗い横ナデ 下端・内面ナデ 指頭痕
底部木葉痕 床面 ９５％ PL１１６

５７５ 土師器 手捏土器［１１�８］ ４�２ ７�２ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面粗い横ナデ 輪積み痕 下端ナデ
指頭痕 底部木葉痕 覆土中 ６５％

５７６ 土師器 手捏土器 １１�３ ４�０ ８�４ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面粗い横ナデ 輪積み痕 底部木葉痕 床面 ８５％ PL１１６

―４５０―



第２６０７号住居跡（第３８７図）

位置 調査区南部のＳ４ｅ８区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２５９０号住居，第９３・１０２・１０３号堀，第５３６３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 中央部と南側を第９３・１０３号堀に掘り込まれており，東西軸５�５５ｍ，南北軸は５�７４ｍを確認して

いる。主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は８～３６�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

第３８７図 第２６０７号住居跡実測図

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５４ 支脚 ２３�３ ４�８ ９�７ （１３２０�３）土（長石・石英・雲母） ナデ 指頭痕 火を受けている にぶい黄橙色 床面 PL１３８

DP５５ 支脚 １７�３ ５�４ ９�４ １１４０�０ 土（長石・石英・雲母） ナデ 火を受けている 橙色 床面 PL１３８

―４５１―



竈 北壁中央部のやや西寄りの位置に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅１１７�であ

る。火床部は床面から６�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３４�掘

り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第１・２層は袖部

及び天井部の崩落土層に相当する。全体的にブロック状の含有物を多く含む人為堆積であり，廃絶に伴って破

壊されたと考えられる。

ピット Ｐ１は深さ５８�で，南東部に位置していることから主柱穴と考えられる。その他の主柱穴は，遺構の

重複や耕作による撹乱のため不明瞭である。

覆土 ４層に分けられる。含有物が細粒かつ微量であり，周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏１２，高坏１，甕類２７）が散在して出土しており，いずれも細片である。

所見 出土遺物の数が少ないため時期判定は困難であるが，出土土器や主軸方向から，時期は６世紀後葉から

７世紀前葉と考えられる。

第２６０９号住居跡（第３８８～３９１図）

位置 調査区南部のＳ５ｃ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０８号住居，第４７２・４７４号掘立柱建物，第４１６６・４１９４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�３０ｍ，短軸５�２８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１９～５０�で，各壁は

ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１７～２４�，深さ７～１２�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部と右袖部を第４７４号掘立柱建物のＰ３や第４１９４号土坑等に掘り込ま

れている。規模は，焚口部から煙道部まで１１１�を確認し，袖部幅は竈の中軸線で反転復元すると１３０�である。

袖部は床面を深さ８�ほどに浅く掘りくぼめて，ローム粒子を含む第１９層を充填し，その上部に砂質粘土を主

体とする第１８層で芯を作り，第１４～１７層を塊状に貼り付けて構築している。火床部は床面から４�ほどくぼん

でおり，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込み３８�を確認しており，火床面から緩やかに立

ち上がり，奥壁で直立している。覆土は第１～１２層に分けられる。袖部及び天井部の構築材のブロックを多量

に含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
３ 灰 赤 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化材・焼

土粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化材少量

６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒
子少量，炭化材微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，
炭化粒子微量

８ 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・砂質粘土ブロッ
ク・炭化材少量

９ 灰 赤 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物・焼
土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒
子・炭化粒子少量

竈土層解説
１ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー

ム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化粒子

微量
８ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

―４５２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～６７�である。Ｐ５は深さ３４�で，南側の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
１３ 極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 極暗赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１６ にぶい橙色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
１８ 極暗赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第３８８図 第２６０９号住居跡実測図

―４５３―



第３８９図 第２６０９号住居跡・出土遺物実測図

―４５４―



第３９０図 第２６０９号住居跡出土遺物実測図�

―４５５―



貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。規模は，長径９８�，短径７５�の楕円形で，深さは４６�である。底面

は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は，ロームや粘土のブロックを含む人為堆積であり，覆土下

層からは完形に近い土器類が集中して出土している。

覆土 ８層に分けられる。ロームブロックと黒色土が混在した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６１１点（坏９４，高坏２，甕類４６８，甑４６，手捏土器１），土製品８点（勾玉３，切子玉

１，小玉１，紡錘車３）が出土している。５７７・５７９・５８４は貯蔵穴の覆土下層から，完形に近い状態で出土し

ており，貯蔵穴を埋め戻す際に投棄されたものと考えられる。また，５８１～５８３・５８６はＰ４の周辺から中央

部，５７８・５８０・５８７・DP５６・DP５８・DP５９は南西コーナー部，DP６１は西壁際の床面からそれぞれ出土しており，

いずれも残存率が高く，廃絶に伴って遺棄されたものと考えられる。

所見 出土遺物は，西半部にまとまっており，屋内空間の機能差や居住者の性別差による出土位置の違いを反

映している可能性がある。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３９１図 第２６０９号住居跡出土遺物実測図�

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第２６０９号住居跡出土遺物観察表（第３８９～３９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５７７ 土師器 坏 １１�３ ３�５ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ８０％

５７８ 土師器 坏 １４�４ ３�９ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き
内面ヘラ磨き 床面 ９０％

５７９ 土師器 坏 ［１２�２］ ４�８ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 貯蔵穴下層 ７０％

５８０ 土師器 坏 １２�７ ５�１ － 長石・石英 褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ８５％

５８１ 土師器 甕 １９�０（２３�６） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 床面 ５５％ PL１１８

５８２ 土師器 甕 ２４�４ ３６�０ ［８�４］ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 木葉痕 床面 ７０％ PL１１８

５８３ 土師器 甕 ２４�２（３４�０） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 ６５％ PL１１８

５８４ 土師器 小形甕 １１�１ ８�９ ５�６ 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り 貯蔵穴下層 ９５％ PL１１８

―４５６―



第２６１２号住居跡（第３９２・３９３図）

位置 調査区中央部のＲ４ｉ６区，標高２２�０ｍほど

の斜面部上段に位置している。

重複関係 第４８２号掘立柱建物，第９５号堀に掘り込

まれている。遺構の重複と耕作による削平や撹乱を

受けており，遺存状態が悪く，床面はほとんど露出

した状態で検出されている。

規模と形状 確認できたのは南東コーナー部から東

壁の一部で，硬化面の広がりから，一辺７�３ｍほど

の方形と推定される。東壁の方向はＮ－１８°－Ｅで

ある。壁高は最も残りの良い部分で１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 確認できた範囲ではほぼ平坦で，中央部と推定

される範囲が踏み固められている。

覆土 ３層に分けられる。覆土の層厚が薄いため堆

積状況は不明であるが，含有物が微量であることか

ら自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７９点（坏５，甕類７４点），

石器１点（砥石）は，覆土中に散在して出土してお

り，廃絶後に流入したものと考えられる。そのほか

須恵器片５点，土師質土器１１点は，耕作の撹乱によ

り混入したものである。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３９２図 第２６１２号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８５ 土師器 甑 ［２６�４］（１３�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ２０％

５８６ 土師器 甑 ２３�２（１６�６） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 ４５％

５８７ 土師器 甑 － （６�１）［９�４］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 体部内面ヘラ磨き 底部内
端面ヘラ削り 床面 ３０％

５８８ 土師器 手捏土器［５�６］ ２�７ ［５�５］ 長石・石英 橙 普通 体部内・外面ナデ 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５６ 勾玉 ２�５ １�７ １�０ ３�４ 土（長石） 孔径０�３� ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

DP５７ 勾玉 （３�７） ２�０ １�２ （５�７） 土（長石・石英） 孔径０�２� ナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５８ 切子玉 １�７ １�１ ０�２ １�７ 土（長石・石英・雲母） ナデ 一方向からの穿孔 ７面体 床面 PL１４０

DP５９ 小玉 １�０ １�２ ０�１５ １�６ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

DP６０ 紡錘車 ４�３ ３�０ ０�７ ５２�３ 土（長石・石英・雲母） 側面ヘラ磨き 一方向からの穿孔 竈火床面 PL１３９

DP６１ 紡錘車 ４�１ ３�１ ０�７ ４５�２ 土（長石・石英） 側面ヘラ磨き 二方向からの穿孔 床面 PL１３９

DP６２ 紡錘車 ２�８ １�６ ０�９ １４�８ 土（長石・石英） 側面ヘラ磨き 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

―４５７―



所見 時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考え

られる。

第２６１４号住居跡（第３９４・３９５図）

位置 調査区南部のＳ４ｃ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第９３号堀，第４４０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 第９３号堀により，西側の大半が失われており，東西軸は５�４４ｍ，南北軸は４�０６ｍを確認している。

東壁の方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は２８～３２�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認できた部分ではほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１７～２１�，深さ７～８�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ２か所。Ｐ１は主柱穴で，深さ５３�である。Ｐ２は深さ４３�で，南壁際の中央部に位置していること

から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。含有物が細粒かつ微量であり，周囲から流入した状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１０点（坏５４，甕類１５６）が出土している。５９０は南壁際の床面，５９１は覆土上層からそ

れぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第３９３図 第２６１２号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３９４図 第２６１４号住居跡実測図

第２６１２号住居跡出土遺物観察表（第３９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８９ 土師器 坏 ［１４�２］（２�９） － 石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

―４５８―



第２６２４号住居跡（第３９６図）

位置 調査区南東部のＳ５ａ８区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６２５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�０８ｍ，短軸５�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は１１～２１�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～２０�，深さ４～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅１１２�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめて第１３～１４層を充填し，その上部にローム混じりの砂質粘土を主体とする第７～１１層を積

み上げて構築している。火床部は床面を５�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。火床

部の北東側には支脚が据えられており，焚口部からの距離は７８�である。煙道部は壁外に３６�掘り込まれ，火

床部から緩やかに傾斜し，奥壁でほぼ直立している。奥壁には，砂質粘土を主体とする第６層を貼り付けて補

強している。覆土は第１～５層に分けられ，第１・２層は天井部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼

土のブロックを含む人為堆積である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５０～６４�である。Ｐ５は深さ３２�，Ｐ６は深さ１３�で，いず

れも南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層に焼土や砂質粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５０点（坏４４，甕類１０６），土製品１６（支脚）のほか，粘土塊１点が北部の覆土上層か

ら中層を中心に出土している。また，混入した陶磁器片３点，瓦片２点も出土している。DP６３は竈火床面の

北側に据えられており，その上部に５９２が重ねられた状態で出土している。いずれも廃絶時に遺棄されたもの

第３９５図 第２６１４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・灰少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，灰少量，炭化粒子微量
６ 極暗赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子少量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク少量

９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土ブ

ロック微量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼

土粒子微量
１２ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ロームブロック少量
１３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

第２６１４号住居跡出土遺物観察表（第３９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９０ 土師器 坏 ［１５�０］ ３�６ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラ磨き 床面 ５５％

５９１ 土師器 坏 ［１２�０］（２�７） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 上層 ５％

―４５９―



と考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第３９６図 第２６２４号住居跡・出土遺物実測図

―４６０―



第２６２５号住居跡（第３９７・３９８図）

位置 調査区南東部のＲ５ｊ９区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６２４・２６３７号住居，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�１６ｍ，短軸４�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は１５～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東部を第１５３号溝，南西部を第２６２４号住居に掘り込まれて

いるため明らかではないが，壁下には幅１２～１４�，深さ５～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８４�，袖部幅１０７�である。袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめて第１１・１２層を充填し，その上部に粘土ブロックを主体とする第５～１０層を積み上げて構

築している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。上部には灰層（第２層）

が堆積しており，層厚は６�である。煙道部は壁外に３１�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上が

っている。奥壁には砂質粘土を含む第１３層を貼り付けて補強している。覆土は第１～４層に分けられ，第１・

４層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，焼土や砂質粘土のブロック，炭化物を含む人為堆積

である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４４～５７�である。Ｐ５は深さ３９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。規模は，長軸６９�，短軸５６�の隅丸長方形で，深さは４４�である。

底面は皿状で，壁は急な傾斜で立ち上がっている。覆土はロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量
３ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック少量
４ にぶい赤褐色 灰多量，焼土ブロック少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

９ 極 暗 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 赤 褐 色 焼土粒子中量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物・砂

質粘土ブロック微量
１４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少

量，砂質粘土ブロック微量
１５ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・焼土粒
子・炭化粒子少量

第２６２４号住居跡出土遺物観察表（第３９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９２ 土師器 坏 ［１０�９］ ３�６ － 赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈上層 ２５％

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６３ 支脚 （１５�２）（６�２） （８�３）（７３２�２）土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 指頭痕 火を受けている にぶい橙色 竈火床面

―４６１―



遺物出土状況 土師器片２１８点（坏２７，高坏２，鉢１，甕類１１８，甑７０）が北部の覆土下層を中心に出土してい

る。５９３は北西部，５９４・５９５・５９７は北壁際の西寄り，５９６は竈前の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時

に遺棄されたものと考えられる。５９８は北西部の覆土下層と床面から出土した破片が接合したものであり，ほ

ぼ同時期と考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３９７図 第２６２５号住居跡実測図

―４６２―



第２６２８号住居跡（第３９９図）

位置 調査区中央部のＲ４ｃ０区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２９号住居跡を掘り込み，第２６２６・２６２７号住居，第９３号堀，第１５５号溝に掘り込まれている。ま

た，遺構の重複や耕作による撹乱のため遺存状態は悪い。

第３９８図 第２６２５号住居跡出土遺物実測図

第２６２５号住居跡出土遺物観察表（第３９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９３ 土師器 坏 ［１３�８］ ４�３ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 ８５％

５９４ 土師器 坏 １３�４ ３�５ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１１６

５９５ 土師器 鉢 １２�３ ５�３ ６�５ 長 石・石 英・雲
母・赤色粒子・礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面輪積み痕を残

すナデ 内面ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ９５％ PL１１６

５９６ 土師器 小形甕 １６�６（１４�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ７０％

５９７ 土師器 甑 ２７�３（１５�１） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 ７０％

５９８ 土師器 甑 ［２３�８］２６�８ ８�８ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ後ヘラ磨き 下層～床面 ５０％

―４６３―



第３９９図 第２６２８号住居跡・出土遺物実測図

―４６４―



規模と形状 北東コーナー部と南西コーナー部の一部を確認しており，一辺約６�８ｍの方形と推定され，主軸

方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は４�で，立ち上がりの状況は不明瞭である。

床 確認した部分ではほぼ平坦で，竈前面から南側へ広がる帯状の範囲が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，煙道部や袖部の状況は不明で，長軸９５�，短軸６２�の楕

円形状に掘りくぼめられた火床部の一部を確認している。壁外への掘り込みは４４�で，床面からの深さは６�

である。火床面は赤変しているが，硬化は弱い。覆土は単一層で，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

ピット ３か所。深さはＰ１が２８�，Ｐ２が１８�，Ｐ３が３６�である。いずれも壁際に位置していることから，

棚などの屋内施設に伴うピットの可能性が考えられるが，構造は不明である。

覆土 ４層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５８点（坏５，甕類５３），鉄製品１点（鎌）が出土しているが，いずれも細片であり，

廃絶後に投棄あるいは流入したものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

第２６２９号住居跡（第４００・４０１図）

位置 調査区中央部のＲ４ｃ０区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２７・２６２８号住居，第９３号堀，第１５５号溝に掘り込まれている。また，遺構の重複と耕作の撹乱

により，北西部と南東部の大半が失われている。

規模と形状 長軸５�２０ｍ，短軸４�９８ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は２０～３２�で，

外傾して立ち上がっている。

床 確認できた部分ではほぼ平坦で，竈の周辺を含む主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅２０～

２６�，深さ７～１１�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。壁外への掘り込みは６２�で，煙道部は緩やかに立ち上がっている。覆土は

２層に分けられるが，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５２～７１�で，位置と形状から主柱穴に相当する。Ｐ５は深さ５３�で，南側

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２８�で，Ｐ４の抜き取

り痕と考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置し，長径９３�，短径６３�の楕円形で，深さは３７�である。底面は皿状で，壁は

彎曲して立ち上がっており，西側には浅い段が付いている。覆土上層から土師器坏や甕類の破片が集中して出

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２６２８号住居跡出土遺物観察表（第３９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９９ 土師器 坏 ［１４�０］ ４�８ － 長石 明赤褐 普通 口辺部・体部内・外面ヘラ磨き 下層 ４５％

６００ 土師器 坏 ［１０�３］（３�０） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

―４６５―



土しているが，いずれも細片であり，埋没過程で投棄されたものと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８０点（坏２４，高坏１，鉢３，甕類１５０，甑２），土製品１点（支脚）が出土している。

６０５はＰ１周辺，６０６・６０７は出入口施設付近の床面から出土している。いずれも破片であり，廃絶後間もなく

投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉以前と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ にぶい褐色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

６ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子微量

第４００図 第２６２９号住居跡実測図

―４６６―



第４０１図 第２６２９号住居跡出土遺物実測図

第２６２９号住居跡出土遺物観察表（第４０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６０１ 土師器 坏 － （４�５） － 長石・石英 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 覆土中 １０％

６０２ 土師器 坏 ［１２�２］（３�７） － 長石・石英 にぶい褐色 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 覆土中 ２０％

６０３ 土師器 坏 ［１５�０］（５�２） － 長石・石英 暗褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 床面 １５％

６０４ 土師器 鉢 ［１８�２］（５�１） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 １５％

６０５ 土師器 甕 ［１９�６］（１７�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 床面 ４０％

６０６ 土師器 甕 ［２４�８］（９�９） － 長石・石英・雲母 褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ナデ 指頭痕 床面 １０％

６０７ 土師器 小形甕 １５�９（１５�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 頸部外面・体部内面ヘ
ラナデ 外面ヘラ磨き 床面 ５０％ PL１１４

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６４ 支脚 （９�７） ３�６ （４�９）（１８２�４）土（長石・石英・雲母） 下部一部欠損 ナデ 火を受けている にぶい橙色 覆土中

―４６７―



第２６３４号住居跡（第４０２図）

位置 調査区南東部のＳ５ｃ０区，標高２２�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１５２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南部は調査区域外であり，東西軸６�５０ｍ，南北軸は４�９０ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－３°

－Ｗで，方形または長方形と推定される。壁高は１０～２０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，北部が踏み固められている。壁下には，幅１９～２６�，深さ８～１０�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。大部分を第１５２号溝に掘り込まれているため，袖部の一部と煙道部がわず

かに遺存しているが，規模や形状は不明である。袖部は砂質粘土で構築している。

第４０２図 第２６３４号住居跡・出土遺物実測図

―４６８―



ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ４６�・６１�である。Ｐ３は深さ２０�で，竈正面に位

置しているが性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３１点（坏４９，高坏１，甕類１８０，甑１），須恵器片２点（坏），鉄製品１点（釘）が北

部の覆土中層から下層にかけて集中して出土している。また，混入した須恵器片２点，土師質土器片５点も出

土している。６０８は東壁際北寄りの床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第２６３５号住居跡（第４０３・４０４図）

位置 調査区中央部のＲ５ｉ４区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６１８・２６３０・２６３１号住居，第４７１号掘立柱建物，第２１号柵などに掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�６０ｍ，短軸７�００ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は１０～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１１～１３�，深さ６～９�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５０�，袖部幅１２７�である。袖部は床面を

１８�ほど掘りくぼめて，第１１層を充填し，砂質粘土主体の９層とロームブロック主体の第１０層を互層に積み上

げて構築している。火床部は床面から７�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化している。上部には灰を含む

第７層が堆積しており，層厚は６�である。煙道部は壁外への掘り込みが６１�で，火床面から緩やかに立ち上

がっている。覆土は，第１～６層に分けられる。ロームブロックや焼土粒子を多く含む人為堆積である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ６７～９７�である。Ｐ５は深さ４４�，Ｐ６は深さ３１�で，南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北壁際の西側に位置している。長軸８８�，短軸６８�の隅丸長方形で，深さは６０�である。底面は皿状

を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量，

焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量，砂質

粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量
５ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，砂

質粘土粒子微量

７ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，灰少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック少量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

第２６３４号住居跡出土遺物観察表（第４０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６０８ 土師器 坏 ［１２�４］（２�７） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １０％

―４６９―



第４０３図 第２６３５号住居跡実測図

―４７０―



遺物出土状況 土師器片２０３点（坏２３，高坏３，鉢１，甕類１７１，甑４，手捏土器１），須恵器片８点（坏１，

蓋２，高坏２，甕類３），土製品１点（土玉）が出土しているほか，縄文土器片１点が流れ込んでいる。６０９は

南壁際のやや西寄りの位置に正位で据え置かれた状態で出土し，DP６５は中央部西側の床面から出土している。

いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２６３７号住居跡（第４０５・４０６図）

位置 調査区南東部のＲ５ｊ０区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６２５号住居跡を掘り込み，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２０ｍ，短軸４�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は６～２２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１９�，深さ４～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。中央部に炭化材や焼土の広がりが見られる焼失住居である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅１１４�である。袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめて第１５・１６層を充填し，その上部に粘土ブロックを主体とする第８～１４層を積み上げて構

築している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２６�掘

り込まれ，火床部から緩やかに傾斜し，奥壁でほぼ直立している。覆土は第１～７層に分けられ，いずれも天

井部および袖部の崩落土層に相当する。同層は，火床部に直に接していることから，廃絶後間もなく崩落して

いる状況を示しており，人為的に破壊されたと想定される。

第４０４図 第２６３５号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子少量

第２６３５号住居跡出土遺物観察表（第４０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６０９ 土師器 坏 １４�４ ４�４ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９０％ PL１１６

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６５ 土玉 ２�０ １�５ ０�３ ４�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

―４７１―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～５９�である。Ｐ５は深さ３１�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層に焼土ブロックや炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土ブロッ
ク微量

４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物・
ローム粒子少量

５ 極暗赤褐色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子少量

６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土ブ
ロック少量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土ブ
ロック少量

８ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１２ 黒 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒

子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量，砂

質粘土ブロック微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量

第４０５図 第２６３７号住居跡実測図

―４７２―



遺物出土状況 土師器片２７９点（坏３４，甕類２０７，小形甕３８），土製品１点（支脚）が中央部西寄りの覆土下層

を中心に出土している。また，混入した平安時代の土師器片４点，須恵器片２点も出土している。６１０は中央

部，６１１は北西コーナー部，DP６６は北東部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。

所見 中央部を中心に焼土や炭化材の広がりが見られ，覆土中に焼土ブロックや炭化物が含まれていることか

ら焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第４０６図 第２６３７号住居跡出土遺物実測図

第２６３７号住居跡出土遺物観察表（第４０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１０ 土師器 甕 ２１�８（３０�５） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・小礫 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ５５％

６１１ 土師器 小形甕［１４�６］（９�２） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 ４０％

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６６ 支脚 １５�８ ３�８ ６�０ ５２５�２ 土（長石・石英・赤色粒子） 完形 ナデ 指頭痕 火を受けている にぶい橙色 床面 PL１３８

―４７３―



第２６３８号住居跡（第４０７・４０８図）

位置 調査区中央部のＲ４ｈ８区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

第４０７図 第２６３８号住居跡実測図

―４７４―



重複関係 第２６１３・２６２２号住居，第４８０・４８２号掘立柱建物，第９３号堀，第１５５・１５６号溝，第７９号井戸，第４４０６・

４４０７・４４０８号土坑に掘り込まれている。また，耕作による撹乱と削平のため，西側は床面が露出した状態で検

出されている。

規模と形状 長軸７�１８ｍ，短軸７�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｗである。壁高は東壁の最も残りの良

い部分が２０�で，外傾して立ち上がっている。

第４０８図 第２６３８号住居跡・出土遺物実測図

―４７５―



床 西側は削平により床および壁溝の一部が失われている。確認できた部分はほぼ平坦であり，壁際まで踏み

固められている。壁下には，幅１８～２０�，深さ８～１３�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

炉 ３か所。炉１は北側の中央部，炉２は中央部の北寄り，炉３は中央部にそれぞれ位置している。規模は，

炉１は長径９７�，短径５０�，深さ６�，炉２は長径９６�，短径５９�，深さ２�，炉３は長径７７�，短径６２�，

深さ３�である。いずれも床面を楕円形に掘りくぼめた地床炉であり，炉床面は火を受けて赤変硬化している。

炉１は炉床面が２か所認められ，作り替えの可能性が考えられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７２～７８�である。Ｐ５は深さ１７�で，南側中央部に位置して

いることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南東コーナー部の南壁寄りに位置している。径１００�ほどの円形で，深さは４７�である。底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

覆土 ７層に分けられる。各層は複雑に様相が異なる人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１１点（坏６１，鉢２４，甕１８４，甑４２），石製品１点（双孔円板），鉄製品１点（刀子）が出

土しているほか，撹乱により須恵器片１６点が混入している。６１２は北東部，６１４は南東コーナー部，６１３・６１５・

６１７は南壁際の床面からそれぞれ出土している。いずれも完形あるいは完形に近い状態であり，廃絶時に遺棄

されたものと考えられる。

所見 出土遺物は，壁際に集中していることから，主柱穴の内側が居住空間，外側の壁際が収納空間として機

能していたことがうかがえる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第２６３９号住居跡（第４０９図）

位置 調査区中央部のＳ４ａ７区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４８０・４８２号掘立柱建物に掘り込まれている。また，耕作による削平のため南西側が失われており，

炉１土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

炉２土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
炉３土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量

第２６３８号住居跡出土遺物観察表（第４０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１２ 土師器 坏 １５�６ ５�７ － 長石 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ８５％ PL１１７

６１３ 土師器 坏 ［１５�４］ ５�６ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 床面 ４０％

６１４ 土師器 坏 １１�２ ７�３ － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラナデ 内面ヘラ磨き 床面 ８５％ PL１１７

６１５ 土師器 小形鉢 １０�７ ５�２ ４�３ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ナデ 指頭痕 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１１７

６１６ 土師器 甕 ［２４�６］（２７�５） － 長石・石英・赤色粒子 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面輪積み痕 貯蔵穴覆土中 ２５％

６１７ 土師器 甑 ２７�６ １９�６ ６�７ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り 床面 ６５％ PL１１７

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４８ 双孔円板 ３�０ ０�３ ０�１９
０�２６ ４�１ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４

―４７６―



遺存している部分も床面がほとんど露出した状態で確認されている。

規模と形状 南西側が削平されているため，正確な規模や形状は不明であり，竈を含む北東コーナー部と東西

４�２０ｍ，南北２�８２ｍの硬化面の広がりを確認している。東壁の方向はＮ－１７°－Ｅである。壁高は最も残りが

良い部分で７�であり，外傾して立ち上がっている。

床 確認できた部分はほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。

竈 北東コーナー部に付設されている。規模は，焚き口から煙道部まで９９�，袖部幅１２０�である。火床部は

床面を４�ほど掘りくぼめた部分を使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に３８�掘り込ま

れ，火床部から緩やかに外傾し，奥壁は砂質粘土を含む第４層を貼り付けて補強している。覆土は第１・２層

に分けられる。第１層は袖部あるいは天井部の崩落土層と考えられ，火床部と直に接していることから，廃絶

後間もなく崩落している状況を示している。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２３点（坏８，甕類１５），須恵器片２点（坏，甕）が出土している。６１８は覆土中から出

土しているが，細片であり，廃絶後に周囲から流入したものと考えられる。

所見 出土遺物が少ないため時期の特定は困難である。６１８がTK２１７型式併行期と考えられることから，７世

紀中葉以降に埋没したと考えられ，第４８０号掘立柱建物との重複関係から９世紀前葉より古く位置付けられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ にぶい褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第４０９図 第２６３９号住居跡・出土遺物実測図

―４７７―



第２６４０号住居跡（第４１０・４１１図）

位置 調査区北部のＱ５ｈ７区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４４・２６５２号住居，第４８４号掘立柱建物，第７６号方形竪穴遺構，第８０号井戸，第４４６３・４４６７・４５１４

号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�１０ｍ，短軸６�８２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は７～１０�で，ほぼ直

立している

床 ほぼ平坦で南東コーナー部を除いた壁際まで踏み固められている。南壁下には，幅１８～２１�，深さ９～１０

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第４１０図 第２６４０号住居跡実測図

第２６３９号住居跡出土遺物観察表（第４０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１８ 須恵器 坏 ［１０�１］（１�５） － 長石 黄灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

―４７８―



竈 北壁中央部に付設されている。中央部から煙道部を第４４６３号土坑に掘り込まれているため，焚口部から煙

道部までの規模は不明である。袖部幅は１３７�である。火床部は床面を４�掘りくぼめており，火床面は火を

受けて赤変硬化している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６４～７５�である。Ｐ５は深さ５７�で�南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分けられる。各層に炭化粒子やローム粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２８点（坏４５，鉢１，甕類１８２），須恵器片２４点（坏１８，蓋１，甕類５）のほか，不明

鉄製品１点が南部の覆土下層を中心に出土しているが，いずれも細片である。６１９は南東部壁際の床面から出

土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，細片のため図示できないが南西部の覆土下層から口縁部

のつまみ上げが認められる土師器甕も出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第２６４３号住居跡（第４１２図）

位置 調査区中央部のＲ５ａ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９３号堀，第４４８８・４５１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西側の大部分を第９３号堀に掘り込まれているため，規模は不明である。南北軸は３�１５ｍ，東西軸

は１�６４ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－５°－Ｗで，方形または長方形と推定される。壁高は１２～１６�で，

外傾して立ち上がっている。

第４１１図 第２６４０号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

３ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化
粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２６４０号住居跡出土遺物観察表（第４１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１９ 土師器 坏 ［１２�０］ ３�１ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ３０％

―４７９―



床 確認された範囲では，ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ２層に分けられる。各層に炭化物やローム粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８点（坏２，甕類１６）が出土しているが，いずれも細片である。

所見 出土土器が細片であるため土器による時期判断は困難であが，須恵器が出土していないことや，土師器

坏の形態から，時期は６～７世紀代と考えられる。

第２６４９号住居跡（第４１３・４１４図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４８号住居，第４９０・４９１号掘立柱建物，第７７号方形竪穴遺構，第８１号井戸，第４５０５・４５０６・４５０７・

４５１５・４５１６・４５２７・４５４９・４５５３・４５５５・４５５６・４６０５・４６０７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�２０ｍ，短軸６�９７ｍの方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は１７～３６�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第４５５３号土坑，左袖部外側を第４６０５号土坑に掘り込まれており，

遺存する規模は焚口部から煙道部までは１０８�，袖部幅は１５０�である。袖部は床面を１５�ほど掘りくぼめて第

１６～１９層を充填し，その上部にローム・小石混じりの砂質粘土を主体とする第１４・１５層を積み上げて構築して

いる。火床部は床面を９�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１７�掘り込ま

れ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。覆土は第１～１３層に分けられ，第１・２・７・８層は天

井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼土のブロックを含む人為堆積であり，住居の廃絶

に伴って破壊されたと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

第４１２図 第２６４３号住居跡実測図

―４８０―



第４１３図 第２６４９号住居跡実測図

―４８１―



第４１４図 第２６４９号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・灰少量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化

粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量

１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 明 褐 色 砂質粘土粒子多量，小石・焼土粒子少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１８ にぶい橙色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

―４８２―



ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ７５�・９３�である。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５０１点（坏８７，盤１，高坏２，甕類４１１），須恵器片５５点（坏２６，高台付坏４，蓋６，

高盤１，甕類１８），土製品１０点（土玉１，小玉１，支脚８）が散在した状態で出土しており，ほとんどが細片

である。また，混入した土師質土器片１４点，灰釉陶器片２点も出土している。６２０は南東部の床面，６２１は北東

部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP６７は北東部の床面，

DP６８は北東部の覆土中からそれぞれ出土している。DP６９は中央部北寄りの覆土下層から出土し，いずれも廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。またTP３５は北東部の覆土上層から破片で出土し，廃絶後に混入したも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第２６５０号住居跡（第４１５図）

位置 調査区北部のＱ５ｇ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９３号堀，第４４７７・４４７８・４４８３・４４８４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部を第９３号堀に掘り込まれているため，東西軸６�２２ｍ，南北軸は４�５６ｍだけが確認された。

主軸方向はＮ－２７°－Ｗで，方形または長方形と推定される。壁高は４～５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，確認された範囲では，東壁を除く壁際まで踏み固められている。また，壁下には，幅１１～２４

�，深さ４～１１�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４４～６５�である。Ｐ４は深さ４０�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分けられる。各層にローム粒子や炭化粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒

子微量

５ 黒 褐 色 粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
７ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２６４９号住居跡出土遺物観察表（第４１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６２０ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�８ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４５％

６２１ 土師器 甕 ［１６�６］（４�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １０％

TP３５ 須恵器 甕 － （７�９） － 長石・石英・黒色粒子 暗灰 良好 体部外面同心円状の叩き 上層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６７ 土玉 １�５ １�１ ０�１５ ２�５ 土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

DP６８ 小玉 ０�７ ０�４ ０�１５ ０�２ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６９ 支脚 （７�２） － （６�７）（１４２�５）土（長石・石英・小礫） ナデ 下層

―４８３―



遺物出土状況 土師器片８１点（坏２３，蓋３５，甕類２２，甑１），須恵器片１４点（坏７，蓋１，甕類６），鉄製品１

点（刀子）が散在した状態で出土しているが，遺物量は少なく，いずれも細片である。また，混入した灰釉陶

器片１点も出土している。６２２は中央部東寄りの覆土下層から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や住居の主軸方向から７世紀前葉と考えられる。

第４１５図 第２６５０号住居跡・出土遺物実測図

第２６５０号住居跡出土遺物観察表（第４１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６２２ 土師器 坏 ［１１�０］（５�０） － 長石・黒色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラ磨き 下層 ８０％ 外面

摩滅 PL１１５

―４８４―



第２６５７号住居跡（第４１６・４１７図）

位置 調査区北部のＱ５ｉ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４８４号掘立柱建物，第９３号堀，第４５２０・４５６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�２８ｍ，短軸７�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は２０～２８�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には幅１０～１５�，深さ４～１２�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅１１１�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめて第１１・１２層を充填し，その上部に小石混じりの砂質粘土を主体とする第９・１０層を積み

上げて構築し，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬

化している。また，６�の厚さで灰が堆積している。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾

斜して立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第９・１０層を貼り付けて補強している。覆土は第１～

８層にわけられ，第１・３～５層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット １６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３７～６３�である。Ｐ５は深さ４０�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１６の性格は不明である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸７５�，短軸５２�の長方形で，深さは６６�である。底面は皿状で，

壁は，ほぼ直立している。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７３２点（坏１１６，鉢２２，甕類５９３，甑１），須恵器片７点（坏），土製品２３点（土玉２，

小玉５，管玉３，羽口１，支脚１２），石器１点（砥石）が中央部を除いた周辺の覆土中層から下層に集中して

出土している。また，混入した土師質土器片４点，灰釉陶器片２点も出土している。６２３は北東コーナー部壁

際の覆土下層，６２５は竈東側の覆土下層，６２７は中央部西寄りと北東部壁際の覆土下層，６２８は南西部の覆土下

層，TP３６は南東部の覆土中層からそれぞれ出土した破片が接合したものであり，いずれも廃絶後に廃棄され

たものと考えられる。６２４・６２６は竈内の覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。DP７０は覆土中，DP７１～DP８０は竈の灰層の中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄された

ものと考えられ，祭祀行為が想定される。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子・灰中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化粒子微量
６ 灰 赤 色 灰多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ にぶい褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ロームブ

ロック・炭化物微量

８ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
９ 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，小石少量，炭

化粒子微量
１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，小石・焼土粒子少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗オリーブ褐色 ロームブロック少量

３ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量
４ オリーブ褐色 ロームブロック中量

土層解説
１ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量

４ 黒 褐 色 黒褐色シルトブロック多量，ロームブロック微量
５ 褐 灰 色 黒褐色シルトブロック中量，ロームブロック微量
６ 褐 灰 色 黒褐色シルトブロック小量，ロームブロック微量

―４８５―



第４１６図 第２６５７号住居跡実測図

―４８６―



第４１７図 第２６５７号住居跡・出土遺物実測図

―４８７―



第２６６０号住居跡（第４１８・４１９図）

位置 調査区東部のＲ６ａ１区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６１号住居跡を掘り込み，第２６７６・２６７７号住居，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２４ｍ，短軸４�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は２４～３２�で，ほぼ

直立している。

床 中央部から南西部にかけての大部分を第２６７６号住居に掘り込まれているため，全容は明らかではないが，

確認できた範囲ではほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には幅１３～１６�，深さ４～５�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１１４�である。

袖部は床面とほぼ同じ高さにローム混じりの砂質粘土を主体とする第８・９層を積み上げて構築している。火

床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１２�掘り込まれ，

火床部から急な傾斜で立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第８層を貼り付けて補強している。覆

土は第１～５層に分けられ，第１～４層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，焼土や砂質粘土

のブロックを含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。竈２は北壁の東寄りに付設

されており，規模は，焚口部から煙道部まで９７�で，袖部は遺存しない。火床部は床面を４�掘りくぼめてお

り，火床面は火を受けてわずかに赤変している。煙道部は壁外に１２�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立

ち上がっている。竈１を構築する際埋め戻され，壁溝が掘り巡らされていることから，竈２から竈１に作り替

第２６５７号住居跡出土遺物観察表（第４１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６２３ 土師器 坏 ［１３�６］ ３�６ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ６０％

６２４ 土師器 坏 ［１２�０］ ４�３ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 竈中層 ６０％

６２５ 土師器 坏 １２�４ ４�１ － 長石・赤色粒子・小礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ナデ 下層 ６０％

６２６ 土師器 鉢 ［１１�０］ ７�６ ５�６ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面輪積み痕残し
のナデ 内面ヘラナデ 竈中層 ６０％ PL１１７

６２７ 土師器 甕 １８�５ ２８�０ ７�７ 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積み痕 内面ヘラナデ 底部多方向のヘラ削り 下層 ９０％ PL１１７

６２８ 土師器 小形甕 １２�８ １３�５ ７�４ 長石・石英・雲母
・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラ磨き 底部ヘラ削り後ヘラ磨き 下層 ９０％ 外面
摩滅 PL１１７

TP３６ 須恵器 甕 － （７�７） － 長石・石英・雲母
・赤色粒子 灰黄褐 良好 口辺部内・外面ヘラナデ 外面波状文 中層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７０ 管玉 ０�９ １�８ ０�１５ １�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

DP７１ 管玉 ０�９ １�７ ０�３５ １�２ 土（長石） ナデ 巻き付けによる穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７２ 管玉 ０�８ ２�０ ０�４ ０�８ 土（長石） ナデ 巻き付けによる穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７３ 土玉 （１�７）（１�４）［０�５］（２�３） 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７４ 土玉 １�８ １�１ ［０�５］（０�９） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７５ 小玉 １�０ ０�７ ０�３ ０�５ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７６ 小玉 １�２ ０�７ ０�５ ０�５ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７７ 小玉 （１�１）（０�７） ０�３ ０�６ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７８ 小玉 ０�８ ０�６ ０�２ ０�３ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

DP７９ 小玉 ０�８ ０�６ ［０�２］（０�２） 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 竈覆土中 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８０ 支脚 （１０�６） ３�７ （６�５）（３８４�１）土（長石・赤色粒子・小礫） ナデ 指頭痕 火を受けている にぶい橙色 竈覆土中

―４８８―



えられたと考えられる。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３０～６５�である。Ｐ５は深さ６５�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ３５�，Ｐ７は深さ７３

�で，それぞれ主柱穴の間に位置していることから，いずれも補助的な柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３０７点（坏６２，甕類２４５），須恵器片３点（坏１，蓋２），土製品１点（支脚）のほか，

粘土塊１点，不明鉄製品１点が散在した状態で出土しており，ほとんどが細片である。また，混入した平安時

代の土師器片１０点，灰釉陶器片２点も出土している。６２９は中央部の東寄り，６３０は北東コーナー部の覆土下層

からそれぞれ出土している。いずれも覆土中の細片と接合していることから廃絶後間もなく廃棄されたものと

考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈１土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈２土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

焼土粒子微量

６ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第４１８図 第２６６０号住居跡実測図

―４８９―



第２６６１号住居跡（第４２０・４２１図）

位置 調査区東部のＲ６ａ１区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６０・２６７６号住居，第１５３号溝，第８２号井戸，第４５０１・４５０３・４６７２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２４ｍ，短軸５�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４２°－Ｗである。壁高は２４～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には幅１４～１６�，深さ２～８�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部から右袖部を第８２号井戸に掘り込まれているため，遺存する規模は，

第４１９図 第２６６０号住居跡・出土遺物実測図

第２６６０号住居跡出土遺物観察表（第４１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６２９ 土師器 坏 １２�５ ４�８ － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 下層 ８０％ PL１１８

６３０ 土師器 甕 ［１６�８］（７�４） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 下層 １５％

―４９０―



焚口部から煙道部まで３７�，袖部幅６３�である。袖部は砂質粘土で構築している。煙道部は壁外に２４�掘り込

まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４７～５９�である。Ｐ４は深さ３９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ１５�で，性格は不明

である。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０５点（坏３２，坩１，高坏６，甕類６６），土製品１点（支脚）のほか，粘土塊１点が北

部から中央部の覆土中層を中心に出土している。また，混入した平安時代の土師器片３点，須恵器片６点，土

師質土器片１点も出土している。６３１はＰ２の覆土上層，６３２は中央部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
２ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第４２０図 第２６６１号住居跡実測図
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第２６６２号住居跡（第４２２・４２３図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６５号住居，第４６８８・４６８９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�７２ｍ，短軸５�３２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 中央部から南東部を第２６６５号住居に掘り込まれている。確認できた範囲ではほぼ平坦で，北西部が踏み固

められている。壁下には，幅２４～２６�，深さ２～４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２１�，袖部幅１２７�である。袖部は床面とほ

ぼ同じ高さに砂質粘土を積み上げて構築し，内側は火を受けてわずかに赤変している。火床部は床面を９�掘

りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１９�掘り込まれ，火床部から緩やかに

傾斜し，奥壁でほぼ直立している。覆土は第１～８層に分けられ，第２層は天井部の崩落土層に相当する。各

層ともロームや焼土のブロック，炭化物を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４６～７９�である。Ｐ５は深さ４９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ４２�，Ｐ７は深さ２０

�で，いずれも性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第４２１図 第２６６１号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・砂

質粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・灰少量，炭化物微量

５ 褐 灰 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

第２６６１号住居跡出土遺物観察表（第４２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３１ 土師器 坏 ［１２�７］ ４�１ － 長石・雲母 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ Ｐ２上層 ５５％

６３２ 土師器 高坏［１５�６］１０�０ １１�１ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ナデ 内面ヘラ

磨き 脚部内・外面ヘラ削り 裾部内・外面ナデ 床面 ７５％ PL１１８

―４９２―



遺物出土状況 土師器片４４３点（坏４１，椀１，高坏２，鉢３，甕類３９５，甑１），須恵器片３点（坏，�，瓶類），

土製品１点（球状土錘）のほか，粘土塊１点が中央部の覆土中層から下層を中心に出土している。また混入し

た須恵器片１点も出土している。６３３は中央部西寄り，６３４は北西部，DP８１は北西部壁際の覆土下層，６３５・６３６

は北西部の覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 灰オリーブ色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ オリーブ黒色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

３ 暗 灰 黄 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少
量，焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第４２２図 第２６６２号住居跡・出土遺物実測図
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第２６６３号住居跡（第４２４図）

位置 調査区北東部のＱ６ｊ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４４９２・４５０３・４５２５・４５９１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６４ｍ，短軸４�２８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は２４～４１�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。北壁の一部を除く壁下には，幅１３～１８�，深さ１０～１２�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。北東部および中央部北寄りに粘土塊が堆積している。また，南東部や

東壁を除いた壁に沿って焼土や炭化材が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６７�，袖部幅１１９�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめて第１７・１８層を充填し，その上部にローム混じりの砂質粘土を主体とする第１０～１６層を積

み上げて構築している。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。覆

土は第１～９層に分けられ，第１～４層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼土，

砂質粘土の粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

第４２３図 第２６６２号住居跡出土遺物実測図

第２６６２号住居跡出土遺物観察表（第４２２・４２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３３ 土師器 椀 ［１３�６］（５�９） － 長石・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 下層 ３０％

６３４ 土師器 鉢 ［１３�０］（６�０） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 下層 ２０％

６３５ 土師器 鉢 － （８�４）［６�４］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 指頭痕 底
部多方向のヘラ削り 中層 ２０％

６３６ 土師器 甑 － （１８�８）［１４�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ削り後ヘラナデ 中層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８１球状土錘 ３�７ ２�８ １�０ ４０�０ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

―４９４―



第４２４図 第２６６３号住居跡・出土遺物実測図

―４９５―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～７４�である。Ｐ５は深さ４９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １４層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７５点（坏１３６，高坏４，甕類３３５），須恵器片１０点（坏），土製品１点（球状土錘），石

器１点（砥石），鉄製品１点（鏃）のほか，粘土塊３点，鉄滓１点が散在した状態で出土しており，ほとんど

が細片である。また，混入した平安時代の土師器片１１点，須恵器片６点，灰釉陶器片１点，陶磁器片３点も出

土している。６３７は東部の床面から出土している。またＭ１１５は東部の床面から出土した破片２点が接合したも

のであり，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP８２は北東部の覆土下層から出土し，廃絶後に

廃棄されたものと考えられる。北東部に堆積している粘土塊は竈の構築材と考えられる。中央部北寄りに堆積

している粘土塊は，床面から浮いた状態で堆積していることから廃絶後に投棄されたものと考えられる。細片

のため図示できないが，扁平化した土師器坏片数点も出土している。

所見 壁に沿って焼土や炭化材の広がりが確認されることから住居の廃絶後に焼失したと考えられる。時期は，

出土土器から７世紀前半と考えられる。

第２６６６号住居跡（第４２５～４２７図）

位置 調査区東部のＲ６ａ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１５２号溝，第１５号道路，第４６０２・４６０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�４６ｍ，短軸７�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｗである。壁高は２６～３８�で，ほぼ直

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量
２ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，

炭化粒子微量
５ 赤 黒 色 炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・砂質

粘土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
８ にぶい黄橙色 灰多量，焼土ブロック・炭化物微量

９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１０ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１４ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
１６ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２６６３号住居跡出土遺物観察表（第４２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３７ 土師器 甕 ［２２�２］（１１�８） － 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ

輪積み痕 床面 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８２球状土錘（２�８） ３�０ ［０�５］（１１�７）土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１５ 鏃 １２�６ ２�０ ０�５ １７�７ 鉄 完形 鏃身平面五角形 断面両丸 篦被部断面長方形 茎部断
面方形 床面 PL１４５

―４９６―



立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。南東部を第１５２号溝，第１５号道路に掘り込まれているが，壁

下には幅１４～２０�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，幅１９～２９�，深さ７～１０

�の間仕切り溝が東および西壁側でそれぞれ３条確認され，断面形はＵ字状を呈している。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第４６０２号土坑に掘り込まれているが，遺存する規模は焚口部から

煙道部までは１８２�，袖部幅１４０�である。袖部は床面を１５�ほど掘りくぼめて第１５～１９層を充填し，その上部

に砂質粘土を主体とする第１２～１４層を積み上げて構築し，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を８

�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５４�掘り込まれ，火床部から急に傾斜

して立ち上がっている。覆土は第１～１１層に分けられ，第４～６層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。

各層は，焼土ブロックや粘土粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊された後埋め戻されたと想

定される。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ６は主柱穴で，深さは３４～７６�である。Ｐ７は深さ２３�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，Ｐ８は深さ３０�，Ｐ９は

深さ４７�，Ｐ１０は深さ６３�で，それぞれ主柱穴の中間に位置していることから支柱穴と考えられる。

覆土 １５層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４０４点（坏３２３，高坏２３，鉢４，甕類１０５４），須恵器片１２点（坏３，甕７，甑２），土

製品２０点（土玉６，球状土錘１２，紡錘車２），石器・石製品２点（砥石，臼玉），鉄製品３点（紡錘車１，釘２）

が覆土上層から下層にかけて全面から出土している。また，混入した灰釉陶器片１点，土師質土器片１点，陶

磁器片２点も出土している。６３８は北壁東寄り，６４０は南壁西寄りの壁際の覆土上層から出土し，それぞれ廃絶

後に廃棄されたと考えられる。６４１はＰ６，６４２はＰ９の覆土上層から中層にかけてそれぞれ出土している。６３９

は南東部の覆土下層，６４３は竈の煙道部内から出土し，それぞれ廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP８４

は南西部，DP８９は南部中央，DP９０は北東部の床面からそれぞれ出土している。その他１７点の土製品は北東・

南西コーナー部の覆土上層から下層にかけて集中して出土している。Ｑ４９は南西部の床面，Ｑ５０は東壁側北部

の間仕切り溝の覆土上層からそれぞれ出土している。Ｍ１１６は北西部の覆土中層，Ｍ１１７・Ｍ１１８は竈周辺の覆

土上層から出土し，それぞれ廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，灰少量，ローム粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

１０ 明 黄 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１４ にぶい褐色 砂質粘土多量，小石少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１７ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

ブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

―４９７―



第４２５図 第２６６６号住居跡実測図

―４９８―



第４２６図 第２６６６号住居跡・出土遺物実測図

―４９９―



第４２７図 第２６６６号住居跡出土遺物実測図

第２６６６号住居跡出土遺物観察表（第４２６・４２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３８ 土師器 坏 ［１１�２］ ４�３ － 長石・赤色粒子・
黒雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 上層 ４５％

口辺部赤彩

６３９ 土師器 坏 ［１２�０］ ５�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ５５％

６４０ 土師器 坏 － （４�７） － 長石・雲母 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 上層 ７５％

６４１ 土師器 坏 ［１５�２］ ５�８ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラ磨き Ｐ６上・中層 ６０％ PL１１８

６４２ 土師器 鉢 １５�２ ９�８ ７�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 底部一方向ヘラ削り Ｐ９上・中層 ９５％ PL１１８

―５００―



第２６７１号住居跡（第４２８・４２９図）

位置 調査区東部のＲ６ｃ１区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６７７号住居跡を掘り込み，第２６７０・２６７６号住居，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�４４ｍ，短軸４�９０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は３８～４２�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東コーナー部を除いた壁下には幅１４～１８�，深さ５～６�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。南西コーナー部に層厚１４�の焼土が堆積している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４３ 土師器 甕 ［２４�０］（６�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内

面ヘラナデ 輪積み痕 竈煙道部 １５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８３ 土玉 ２�２ １�４ ０�３５ ５�９ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１３９

DP８４ 土玉 ２�０ １�５ ０�５ ５�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１３９

DP８５ 土玉 １�７ １�９ ０�４ ３�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP８６ 土玉 （２�０）（２�２）（０�３）（３�０） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

DP８７ 土玉 （１�８）（２�１）（０�２５）（２�５） 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

DP８８ 土玉 （１�８）（１�８）（０�３）（１�７） 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP８９球状土錘 ２�７ ２�９ ０�５ ２０�２ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１３９

DP９０球状土錘 ２�９ ２�６ ０�５ １９�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１３９

DP９１球状土錘 ３�１ ３�２ ０�７ ２６�９ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP９２球状土錘 ２�８ ３�１ ０�７ １８�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP９３球状土錘 ２�８ ２�５ ０�５ １６�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

DP９４球状土錘 ２�７ ２�６ ０�５ １６�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP９５球状土錘 ２�８ ２�５ ０�５ １６�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP９６球状土錘 ２�４ ２�５ ０�５ ９�９ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１３９

DP９７球状土錘 ２�０ ２�３ ０�５ ８�５ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１３９

DP９８球状土錘（３�１） ２�６ （０�５）（９�２） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

DP９９球状土錘（２�１） １�９ （０�５）（４�８） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１３９

DP１００球状土錘（２�０）（２�１）（０�４）（４�３） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１３９

DP１０１ 紡錘車 （３�２） ２�９ （０�６）（１５�７）土（長石・石英） ナデ 二方向からの穿孔 円錐台形 下層

DP１０２ 紡錘車 （３�４） ４�０ （０�７）（１７�６）土（長石・石英） ナデ 二方向からの穿孔 円錐台形 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４９ 砥石 （８�５） ４�７ ３�５（１５２�０）凝灰岩 砥面４面うち１面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 床面 PL１４２

番号 機種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５０ 臼玉 １�３ ０�７ ０�３ １�８ 滑石 側面は円筒状 側面縦方向に線刻 一部欠損 間仕切り溝覆土中 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１６ 紡錘車 ２８�５ ０�５ ０�６ （２５�７）鉄 軸のみ残存 中央部で「く」の字に屈曲 中層

Ｍ１１７ 釘 （８�１） １�２ ０�４ （５�４） 鉄 頭部の一部欠損 断面方形 上層

Ｍ１１８ 釘 ５�４ ０�７ ０�３ （１�６） 鉄 頭部の一部欠損 断面方形 上層

―５０１―



第４２８図 第２６７１号住居跡実測図
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竈 北壁中央部に付設されている。煙道部の一部を第２６７６号住居に掘り込まれているため，遺存する規模は焚

口部から煙道部まで１１０�，袖部幅は１０８�である。袖部は掘り残した地山を基部とし，その上部に砂質粘土を

主体とする第６～１０層を積み上げて構築している。火床部は床面を９�掘りくぼめており，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外に３６�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。覆土

は第１～５層に分けられ，第１層は天井部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼土のブロックを含む人

為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４３～７０�である。Ｐ５は深さ３９�で，南壁際の中央部に位置

してることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８の性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックや炭化物を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７７４点（坏２４６，椀１７，高坏５，鉢１，甕類５０５），須恵器片３点（坏），土製品５点（管

状土錘１，紡錘車１，支脚３），鉄製品１点（鏃）が北部から南東部の覆土中層から下層を中心に出土してい

る。また，混入した平安時代の土師器片５点，須恵器片２４点，灰釉陶器片１点，磁器片１点も出土している。

６４４は中央部，DP１０５は西部の床面，６４５は竈の火床部，６４６は南東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土し，

いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP１０４は竈東側の床面から出土した２片が接合したものであ

り，廃絶に伴って廃棄されたものと考えられる。DP１０３・Ｍ１１９は覆土中からそれぞれ出土し，廃絶後に投棄

されたものと考えられる。

第４２９図 第２６７１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 黒 色 炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量

７ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

―５０３―



所見 南西コーナー部に焼土が堆積していることや覆土中の各層に炭化物が含まれていることから焼失住居の

可能性がある。時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第２６７４号住居跡（第４３０・４３１図）

位置 調査区北東部のＱ５ｊ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６７５・２６８０号住居跡を掘り込み，第４６２２・４６２８・４６３０～４６３２・４６４４～４６４６・４６５０・４６５１号土坑に

掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６２ｍ，短軸４�２１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は９～１３�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には幅１４～２５�，深さ１０～１４�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，袖部幅１０１�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめて第１２層を充填し，その上部にロームブロック主体の第１０・１１層で芯を作り，砂質粘土主

体の第７～９層を貼り付けて構築している。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜し，奥壁で

ほぼ直立している。覆土は第１～６層に分けられ，各層に焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

覆土 ６層に分けられる。各層に焼土や炭化粒子，ロームブロックを含む人為堆積である。第６層はロームを

主体とする貼床の構築土である。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物多量，砂質粘土ブロック・

ローム粒子少量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

８ 橙 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
９ 明 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量
１１ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少

量，砂質粘土ブロック微量
１２ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

第２６７１号住居跡出土遺物観察表（第４２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４４ 土師器 坏 １３�８ ３�８ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後 内面ナデ 床面 ６０％ PL１２０

６４５ 土師器 坏 ［１４�４］（４�６） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後磨き 内面ナデ 竈下層 ４０％

６４６ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�７ － 長石・石英・小礫 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ３５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３管状土錘（２�１）（２�９）（０�７）（７�９） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

DP１０５ 紡錘車 ５�０ ２�５ ０�８ ５４�９ 土（長石・石英） 側面ヘラ磨き 二方向からの穿孔 円錐台形 床面 PL１３９

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４ 支脚 （９�３） ３�６ （６�２）（２０７�５） 土（長石） ヘラナデ 火を受けている 焼土付着 浅黄橙色 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１９ 鏃 （８�５） ０�８ ０�３ （５�２） 鉄 鏃身部欠損 茎部一部欠損 断面長方形 覆土中

―５０４―



遺物出土状況 土師器片６６０点（坏１５８，椀１，高坏４，鉢１，甕類４９６），須恵器片１３点（坏１０，蓋３），石器・

石製品２点（砥石，支脚），鉄製品４点（鎌１，不明３）のほか，粘土塊２点，鉄滓１点が東部の覆土中層か

ら下層を中心に出土しており，ほとんどが細片である。また，混入した平安時代の土師器片１点，須恵器片１６

点，土師質土器片６点も出土している。Ｍ１２０は南部の床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられ

る。６４７は北西部壁溝の覆土下層，６４８は北東部，６４９は南西部の覆土中，Ｍ１２１は北東部の覆土下層からそれぞ

れ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土ブ

ロック・炭化物少量

４ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第４３０図 第２６７４号住居跡・出土遺物実測図
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第２６７５号住居跡（第４３２・４３３図）

位置 調査区東部のＲ５ａ７区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８０号住居跡を掘り込み，第２６７４号住居，第４６３１～４６３３・４６３５・４６４４・４６４５・４６５０・４６５１・４７１１・

４７１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�７４ｍ，短軸５�６２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は４１～５６�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には幅１８～２４�，深さ８～１０�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第４７１１号土坑に掘り込まれているため，遺存する規模は焚口部か

ら煙道部まで６２�，袖部幅１２２�である。袖部は床面を１５�ほど掘りくぼめて第１３～１５層を充填し，その上部

に小石混じりの砂質粘土を主体とする第１０～１２層を積み上げて構築している。内側は火を受けてわずかに赤変

している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。覆土は第１～９層に分けられ，

第１～６層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼土，砂質粘土のブロックを含む人

為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

第４３１図 第２６７４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
８ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量

９ 黒 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
１０ 明 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，小石少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，小石・焼土粒子少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量
１３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

第２６７４号住居跡出土遺物観察表（第４３０・４３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４７ 土師器 坏 ［１１�０］（３�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面放射状のヘラ磨き 下層 ３０％

６４８ 土師器 坏 ［１２�６］（２�８） － 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ後ヘラ磨き 覆土中 ２０％

６４９ 土師器 甕 ［２３�８］（５�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２０ 鎌 １０�７ ２�３ ０�４ １９�４ 鉄 刃部・柄付部一部欠損 床面 PL１４６

Ｍ１２１ 不明 （２�７）（２�８） ０�４ （７�５） 鉄 断面長方形でわずかに彎曲 下層

―５０６―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～９１�である。Ｐ５は深さ２６�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１・Ｐ３は掘り直されている。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３６８点（坏７０，高坏６，鉢４，甕類２８７，甑１），須恵器片１０点（坏），土製品２点（支

脚），石製品１点（小玉），鉄製品２点（釘）が中央部の覆土中層から下層にかけて出土している。また，混入

した須恵器片７点，土師質土器片３点，陶磁器片１点，瓦質土器片４点も出土している。６５０はＰ３の覆土中，６５３

は土圧でつぶれた状態で竈前面の床面，Ｑ５１は竈の火床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。６５１は南東部の覆土中，６５２は東部の覆土下層からそれぞれ出土し，廃絶後に廃棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化物少量

５ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４３２図 第２６７５号住居跡実測図

―５０７―



第４３３図 第２６７５号住居跡・出土遺物実測図

―５０８―



第２６７７号住居跡（第４３４・４３５図）

位置 調査区東部のＲ６ｂ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６０号住居跡を掘り込み，第２６６７・２６７０・２６７１・２６７６号住居，第４８６号掘立柱建物，第１５３号溝に

掘り込まれている。

第４３４図 第２６７７号住居跡実測図

第２６７５号住居跡出土遺物観察表（第４３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５０ 土師器 坏 ［１４�０］（４�０） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ナデ Ｐ３覆土中 ３５％

６５１ 土師器 坏 ［１２�６］ ５�１ － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き 内面ヘラ磨き 覆土中 ３０％

６５２ 土師器 甕 ［１８�２］（５�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 頸部内・外面ヘラナデ 下層 １０％

６５３ 土師器 甕 － （２４�７） ８�４ 長石・石英 灰褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 底部多方向
のヘラ削り 床面 ６５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５１ 小玉 ０�８ ０�５ ０�２ ０�３ 蛇紋岩 円筒状 一方向からの穿孔 竈火床面 PL１４４

―５０９―



規模と形状 大部分を第２６６７・２６７０・２６７１・２６７６号住居に掘り込まれているため，規模は不明であるが，長軸

約８ｍほどの方形と考えられる。壁高は２８～３０�で，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には，幅２０～３６�，深さ８～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。南部に焼土と炭化材が堆積している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８４～１００�である。Ｐ５は深さ２８�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０６点（坏６１，椀６，高台付椀２，高坏１，鉢１，甕類１３５），須恵器片２点（坏），土

製品８点（支脚），石製品１点（不明），鉄製品１点（金具ヵ）が東部の覆土中層から下層を中心に出土してい

る。また混入した須恵器片４点も出土している。６５４は東部の覆土下層，６５５・６５７は北東部の覆土中層からそ

れぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。６５６・Ｍ１２２は東部，６５８は北東部の床

第４３５図 第２６７７号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量

―５１０―



面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 焼土の広がりや炭化材が確認できることや，覆土中に焼土粒子や炭化物・粒子が含まれていることから，

焼失住居の可能性がある。時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第２６７８号住居跡（第４３６図）

位置 調査区東部のＲ６ｃ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６７０号住居，第４８６号掘立柱建物，第４６５３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�００ｍ，短軸４�６０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２１°－Ｗである。壁高は１０～１８�で，ほぼ直

立している。

床 中央部から北西部にかけての大部分を第２６７０号住居に掘り込まれているが，確認できた範囲ではほぼ平坦

で，中央部が踏み固められている。また，壁下には幅１０～１６�，深さ３～５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が

巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは２４～４７�である。Ｐ４は深さ２６�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。西部を第２６７０号住居に掘り込まれているため，遺存する規模は南北

軸８１�，東西軸は５４�だけが確認された。形状は隅丸長方形と推定され，深さは２７�である。底面は皿状で，

東壁は外傾して立ち上がっている。覆土は各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５３点（坏２３，椀１，高坏１，甕類１２８），須恵器片８点（坏６，蓋２），土製品２点（球

状土錘，土玉），石製品１点（勾玉），鉄製品１点（鏃），銅製品１点（鏃ヵ）が東部から南部の覆土上層から

下層を中心に出土している。また，混入した平安時代の土師器片１点，須恵器片４点も出土している。６５９～

６６１は南東部，DP１０７は北東部，Ｍ１２３は中央部，Ｍ１２４は南東コーナー部の覆土中層，DP１０６は南西コーナー

部，Ｑ５２は南東部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・灰微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２６７７号住居跡出土遺物観察表（第４３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５４ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�６ ３�８ 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ後ヘラ磨き 底部木葉痕 下層 ５０％

６５５ 土師器 坏 ［１４�０］（３�９） － 長石・石英・雲母 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラ磨き 体部外面ヘ
ラ削り後ヘラ磨き 内面ヘラ磨き 中層 ４０％

６５６ 土師器 坏 ［１３�６］（４�２） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラ磨き 体部外面ヘ
ラ削り 内面ヘラ磨き 床面 ２５％

６５７ 土師器 鉢 ［１１�２］ ６�３ ［６�６］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 底部木葉痕 中層 ２５％

６５８ 土師器 甕 ２１�８（１１�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２２ 金具ヵ １１�７ ０�５ ０�４ （１１�４）鉄 端部欠損 断面方形 全体に「０」の字に屈曲 床面

―５１１―



第４３６図 第２６７８号住居跡・出土遺物実測図

第２６７８号住居跡出土遺物観察表（第４３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５９ 土師器 坏 １０�０ ３�７ － 長石・雲母・赤色粒子 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ９５％ PL１２２

６６０ 土師器 坏 ［１２�６］ ４�７ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ３０％

―５１２―



第２６８０号住居跡（第４３７・４３８図）

位置 調査区北東部のＱ５ｊ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５２・２６７３・２６７４・２６７５号住居，第４６２１～４６２３・４６２５・４６２８～４６３２・４６４８号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と形状 長軸６�４０ｍ，短軸６�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は１６～２２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北部と南部が壁際まで踏み固められている。壁下には幅１８～３６�，深さ７～１６�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅９８�である。袖部はローム混

じりの砂質粘土を主体とする第１５層を積み上げて構築し，内側はわずかに赤変している。火床部は床面とほぼ

同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。また火床部の中央に支脚が据えられており，焚口部から

の距離は４０�である。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。覆土は第

１～１４層に分けられ，第１～８層は天井部および袖部が東から西に向かって崩落した土層に相当する。各層

は，ロームや焼土，砂質粘土のブロックを多く含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えら

れる。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ５０�，Ｐ２は深さ３６�で，いずれも性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックは壁際から中央に向かって細粒化しており，壁部が崩落したものと

考えられる。また上部は周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・

ローム粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，砂質粘土ブロック少

量，ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂・粘土粒子多量，炭化材中量
６ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい黄橙色 粘土粒子多量

８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック中量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土粒子中量，炭化材・ロー

ム粒子少量
１０ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子多量，焼土粒子中量
１１ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子中量
１２ 明 褐 色 砂多量，ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロッ

ク少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化材少量
１５ 明 黄 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６１ 土師器 甕 ［１７�０］（７�６） － 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 中層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０６ 土玉 １�９ （１�６） ０�４ （５�１） 土（長石・石英） 一部欠損 ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

DP１０７球状土錘 ２�９ ２�５ ０�６ １９�１ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 中層 PL１４０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５２ 勾玉 ３�０ １�９ １�０ ６�８ 蛇紋岩 全面研磨 断面楕円形 一方向からの穿孔 孔径０�３� 下層 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２３ 鏃 （７�１） ０�４ ０�４ （５�１） 鉄 鏃身部柳葉状 断面長方形 茎部欠損 中層

Ｍ１２４ 鏃ヵ （７�３） ０�５ ０�３ （５�４） 銅 断面長方形 下端部屈曲 中層 PL１４７

―５１３―



遺物出土状況 土師器片１５５点（坏２９，高坏３，鉢３，甕類１１９，甑１），土製品１点（支脚）が北部の覆土中

層から下層にかけて出土している。また，混入した須恵器片２点，土師質土器片１点も出土している。６６２・

６６５は北部の壁溝，DP１０８は北東コーナー部壁溝の覆土下層，６６３・６６４は北東部，６６６は中央部北寄り，６６７は

北東コーナー部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第４３７図 第２６８０号住居跡実測図

―５１４―



第２６８１号住居跡（第４３９～４４４図）

位置 調査区中央部のＲ５ｆ７区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８３・２６８８号住居跡を掘り込み，第４５４１～４５４４・４５４６～４５４８・４５６９・４５７１・４６４０・４６６０・４６６６・

４６７６～４６８０・４６８３・４６８７・４６９０～４６９６・４６９８・４６９９土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�２２ｍ，短軸７�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は４０～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際と間仕切り溝の周辺を除いて踏み固められている。壁下には，幅１３～２２�，深さ７～１４

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。東西の壁際には，長さ９４～１５４�，幅２７～３６�，深さ４～８�

で浅いＵ字状の断面を呈する間仕切り溝が６条検出されている。また，北側を除く壁側には焼土層が堆積し，

第４３８図 第２６８０号住居跡・出土遺物実測図

第２６８０号住居跡出土遺物観察表（第４３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６２ 土師器 坏 １３�６ ４�４ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 壁溝上層 ８０％ PL１２１

６６３ 土師器 坏 １２�７ ４�３ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ後ナデ 床面 ７５％

６６４ 土師器 坏 ［１１�８］（５�５） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 ３０％

６６５ 土師器 坏 ［１３�０］（４�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 壁溝上層 ３０％

６６６ 土師器 高坏 － （６�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 脚部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面 ２５％

６６７ 土師器 鉢 ［１０�４］ ８�２ ６�３ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ削り

後ヘラナデ 底部多方向のヘラ削り 床面 ６５％ PL１２１

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０８ 支脚 （９�１） ４�７ ６�３ （３７９�２） 土（長石・石英・赤色粒子・小礫） ヘラナデ 火を受けている 焼土付着 暗赤褐色 壁溝上層

―５１５―



板状や角柱状の炭化材も認められる焼失住居である。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部付近を第４５７１号土坑に掘り込まれており，詳細は不明である。袖部

は幅１３０�で，床面を１６�ほど掘りくぼめて第１３層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第８～１２層を

積み上げて構築している。火床部は床面から５�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。

覆土は第１～６層に分けられ，第５層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。各層は焼土や砂質粘土のブロ

ックを含む人為堆積である。

第４３９図 第２６８１号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

―５１６―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７０～９５�である。Ｐ５は深さ２７�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は竈の右袖際，Ｐ７・Ｐ８は竈の左右の壁部

に位置しており，深さは４０～６４�で，竈に付属する施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。形状は，上端が長径１０７�，短径９７�の楕円形で，底面が長軸６３�，

短軸５０�の隅丸長方形を呈している。深さは４８�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆

土は，最下層にブロック状のロームと砂質粘土が混在する第６層が貼り付けられており，さらに，中層から下

層にかけて第３～５層の焼土層の堆積が認められ，第５層の上面は火を受けて赤変硬化している。焼土層の層

厚は２１�である。その上部は，ロームブロックや炭化粒子を含む人為堆積の状況を示している。

第４４０図 第２６８１号住居跡実測図�

８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
９ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

１１ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・砂質粘土ブロッ

ク・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

４ 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土ブ

ロック・炭化物少量

―５１７―



覆土 ２２層に分けられる。上層の第１～５層は，下部に灰を含む焼土層と炭化物層があり，廃絶後の凹地で火

を使用した形跡が認められる。また，壁際から床面には第１４層の焼土層の堆積がみられ，炭化材を多量に含ん

でいる。その他の層は，ブロック状を呈し，複雑な堆積状況を示した人為堆積である。

第４４１図 第２６８１号住居跡実測図�
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遺物出土状況 土師器片１５５３点（坏４４４�高坏３，甕類１０４０，甑６５，手捏土器１），須恵器片４点（�１，平瓶

３），土製品４点（土玉２，支脚２），鉄製品２点（鋤先，釘），銅製品１点（辻金具），粘土塊３点が出土して

いるほか，石器１点（剥片），縄文土器片２点が流れ込んでいる。６６８・６６９は北壁際西寄り，６７０は竈右袖部際，６７１

～６７９は竈西側の床面から正位で出土しており，特に，６７３・６７４と６７５・６７６・６７９はそれぞれ重なった状態で出

土している。６８８は竈の覆土中層，DP１１１は火床部から出土しており，６８８は天井部の崩落土層とともに押しつ

ぶされた状態で，DP１１１は横位に倒れた状態でそれぞれ出土している。いずれも使用時の状況のまま遺棄され

たと考えられる。６９２は貯蔵穴の覆土上層と下層および北東部の床面から破片で出土し，DP１０９は北西部，６８０・

６８５は北東コーナー部，６８７は中央部，Ｍ１２６は南西コーナー部の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺

棄されたと考えられる。その他，６８１はＰ１の覆土中，６９３は貯蔵穴の覆土上層，６８２・６８６・６９０・６９１・Ｍ１２５

は覆土中層，６８３・６８４・６８９は覆土上層の焼土層より上位からそれぞれ出土している。

所見 壁側から焼土や炭化材が確認されており，焼失住居と考えられる。また，堆積状況から，人為的に埋め

戻した後，中央部で火を使用した形跡が認められる。凹地を利用した祭祀の可能性が考えられるが，その行為

については不明である。時期は，出土遺物から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 灰中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子多量，炭化物中量，ローム粒子・灰少量
５ 暗 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック・ローム粒子・灰少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・

焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

１１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
１３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，ロームブロック微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２０ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量

第４４２図 第２６８１号住居跡出土遺物実測図�
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第４４３図 第２６８１号住居跡出土遺物実測図�

―５２０―



第４４４図 第２６８１号住居跡出土遺物実測図�

第２６８１号住居跡出土遺物観察表（第４４２～４４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６８ 土師器 坏 １３�８ ４�８ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 床面 １００％PL１１９

６６９ 土師器 坏 １３�４ ４�２ － 長石・石英 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１２０

６７０ 土師器 坏 １３�１ ４�０ － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１１９

６７１ 土師器 坏 １２�７ ４�８ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ９５％ PL１１９

６７２ 土師器 坏 １４�０ ４�０ － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１２０

６７３ 土師器 坏 １２�８ ４�０ － 長石・石英 暗赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 床面 １００％PL１２０

―５２１―



第２６８３号住居跡（第４４５図）

位置 調査区東部のＲ５ｅ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８１・２６９９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�０３ｍ，短軸４�２２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は４～１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

炉 ３か所。炉１は中央部，炉２は中央部東側，炉３は中央部南寄りにそれぞれ位置している。規模は，炉１

が長径５０�，短径４４�，炉２が長径５８�，短径３４�，炉３が長径５６�，短径４６�で，いずれも不整楕円形を呈

している。炉床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，炉床面は赤変硬化している。

炉土層解説（各炉共通）
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６７４ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�３ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ８５％

６７５ 土師器 坏 １４�０ ４�４ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１１９

６７６ 土師器 坏 １４�２ ４�３ － 長石・雲母 暗赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１２０

６７７ 土師器 坏 １３�８ ４�９ － 長石・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面へラ磨き 床面 ９０％ PL１１９

６７８ 土師器 坏 １４�１ ５�３ － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１１９

６７９ 土師器 坏 １５�１ ５�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １００％PL１２０

６８０ 土師器 坏 １１�８ ４�６ － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ９０％ PL１１９

６８１ 土師器 坏 １２�５ ４�３ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り Ｐ１覆土中 ９５％ PL１１９

６８２ 土師器 坏 １３�２ ４�３ － 長石・石英・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ９５％ PL１１９

６８３ 土師器 坏 １３�４ （５�２） － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ７０％ PL１１９

６８４ 土師器 坏 １３�５ ４�２ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ７５％ PL１２０

６８５ 土師器 坏 ［１１�８］（４�３） － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面・体部内面ヘラ磨き 外面ヘラ削り 床面 １０％

６８６ 須恵器 � １２�６ １６�８ － 長石・石英 灰褐 良好 口辺部外面波状文 体部上位カキメ 下位回転
ヘラ削り 中位２条の沈線 刺突文 中層 ９５％ PL１２０

６８７ 須恵器 平瓶 ９�４ （８�０） － 長石 暗灰黄 良好 口辺部外面カキメ 床面 ５％

６８８ 土師器 甕 ２２�９ ３６�５ ９�５ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 竈中層 ９０％ PL１２０

６８９ 土師器 甕 ［２１�６］（１０�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 内面ヘラナデ 上層 １５％

６９０ 土師器 甕 ［２２�８］（１４�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 中層 ２０％

６９１ 土師器 手捏土器 ２�６ ２�４ ２�５ 長石・赤色粒子 灰褐 普通 体部内・外面ナデ 指頭痕 中層 ９５％ PL１２０

６９２ 土師器 甑 ［２８�２］３２�５ １０�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ

貯蔵穴上～
下層・床面 ６５％

６９３ 土師器 甑 ［２５�９］（２１�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 貯蔵穴上層 ４０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０９ 小玉 １�３５ １�１ ０�２６ １�８ 土（長石） ナデ 二方向からの穿孔 床面 PL１４０

DP１１０ 小玉 ０�９ ０�７ ０�２３ ０�７ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１１ 支脚 １１�２ ３�１ ９�９ ４２４�６ 土（長石・石英） ナデ 基部ヘラナデ 竈火床面 PL１３８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２５ 鋤先 ８�８（１４�７） １�２（１１１�８）鉄 Ｕ字状 断面Ｙ字状 身（着装部）の差込式 中層 PL１４６

Ｍ１２６ 辻金具 ７�４ ６�３ ２�２ ５６�５ 鉄地金銅張 Ｘ字状 鋲頭部円形金銅張 裏留具方形 鋲先端部４か所・中
央部９か所 表面木質残存（住居廃材ヵ） 床面 PL１４７

―５２２―



覆土 ２層に分けられる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片９６点（坏１２，高坏１３，甕類７１）が出土しており，６９４は南東部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

第２６８５号住居跡（第４４６～４４９図）

位置 調査区東部のＲ６ｅ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８６号住居，第４８６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７８ｍ，短軸３�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は２７～３３�で，外傾し

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第４４５図 第２６８３号住居跡・出土遺物実測図

第２６８３号住居跡出土遺物観察表（第４４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６９４ 土師器 高坏［１８�８］（５�３） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部内・外面横ナデ 床面 ３０％

―５２３―



て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９５�，袖部幅１０４�である。袖部は床面を

１４�ほど掘りくぼめて第１３層を充填し，半截された土師器甕を転用して基部を作り，その上部に砂質粘土を主

体とする第７～１２層を積み上げて構築している。火床部は床面から６�ほどくぼんでおり，火床面は火を受け

て赤変硬化している。焚口部から西寄り５２�の位置に支脚が据えられている。煙道部は壁外に１８�掘り込まれ，

奥壁が外傾して立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第８・１０層を貼り付けて補強している。覆土

は第１～６層に分けられ，第２・４層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。各層は焼土や砂質粘土のブロ

ックを含む人為堆積である。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子少量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
５ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化物中量，砂質粘土粒子少量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

９ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子・砂質粘
土粒子少量

１０ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，砂質
粘土粒子微量

１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１２ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量

第４４６図 第２６８５号住居跡実測図

―５２４―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～７０�である。Ｐ５は深さ５１�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２１�で，Ｐ３とＰ４の中央部に位置し

ていることから，支柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。ロームのブロックや粒子を多量に含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６６５点（坏３２，甕類６３３），土製品１点（支脚），粘土塊７点が出土している。６９８は北

東コーナー部，６９７・６９９はＰ２周辺の床面からそれぞれ押しつぶされた状態で出土している。７００は竈の左袖

部際に逆位で立て掛けられた状態で出土しているほか，西側の床面に広く散在している。DP１１２は基部が火床

部に据えられたままの状態で出土している。いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。その他，６９５・

６９６は南側の覆土上層から中層にかけて出土している。

所見 完形もしくは完形に近い状態の甕が主柱穴の周辺や壁際に寄った位置から出土しており，煮炊き具の収

納状況がうかがえる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

５ 褐 色 ローム粒子多量
６ にぶい褐色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第４４７図 第２６８５号住居跡・出土遺物実測図

―５２５―



第４４８図 第２６８５号住居跡出土遺物実測図�

―５２６―



第２６８６号住居跡（第４５０～４５１図）

位置 調査区東部のＲ６ｆ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８５・２６８９号住居跡を掘り込み，第１５２号溝，第１５号道路，第４７０５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�６４ｍ，短軸５�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１０～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅２０～２６�，深さ８～１４�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１３８�である。袖部は床面を

６�ほど掘りくぼめて第２０層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第１５～１９層を積み上げて構築してい

る。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。上部には灰層の第

１０層が堆積しており，灰の中には魚骨片も含まれている。層厚は１８�である。煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，

火床部から緩やかに彎曲して立ち上がっている。奥壁には砂質粘土粒子を含む第１８層を貼り付けて補強してい

る。覆土は第１～１３層に分けられ，第１・２・４・５層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。各層はロー

ムブロックや炭化粒子を多く含む人為堆積である。

第４４９図 第２６８５号住居跡出土遺物実測図�

第２６８５号住居跡出土遺物観察表（第４４７～４４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６９５ 土師器 坏 ［１４�４］ ４�８ － 長石・石英 黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ４０％

６９６ 土師器 坏 ［１４�５］ ４�２ － 長石・石英 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ４０％

６９７ 土師器 甕 ２１�２ ３５�２ ８�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 床面 ９５％ PL１２１

６９８ 土師器 甕 ［１９�６］３５�４ ８�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 床面 ９０％ PL１２１

６９９ 土師器 甕 ［２２�２］３５�０ ［８�４］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 床面 ３５％

７００ 土師器 甕 ［２１�８］（１１�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 １５％

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１２ 支脚 １７�３ ４�１ １０�３ （８４６�５） 土（長石・石英） ナデ 火を受けている にぶい黄橙色 竈火床面 PL１３８

―５２７―



第４５０図 第２６８６号住居跡実測図

―５２８―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５８～８１�である。Ｐ１・Ｐ４は北側が深く掘り直されており，

柱の立て替えの痕跡がみられる。Ｐ５・Ｐ６は，深さ２１～２２�で，南壁際の中央部に位置していることから，

ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。床面の中央部にローム粒子を含む人為堆積が認められることから，廃絶後間もなく

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片４６８点（坏８３，高坏１，甕類３８３，手捏土器１），須恵器片１３点（坏９，蓋１，横瓶１，

甕２），土製品３点（鈴，支脚，紡錘車），石器１点（砥石），石製品１点（双孔円板），鉄製品３点（不明）が

出土している。また，竈の灰層中からは魚骨片が出土しているが，小片のため種類の同定には至っていない。

７０２はＰ１の埋土下層，７０４はＰ２の埋土上層から出土しており，柱の立て替えに伴い混入した遺物と考えられ

る。その他，Ｑ５３は西壁際の覆土下層，７０１は竈の覆土中層，７０３は竈の西側，DP１１３は北壁際の覆土上層から

第４５１図 第２６８６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
５ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
８ 黒 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量

９ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ にぶい黄橙色 灰中量，焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒

子微量
１１ 黒 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１５ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
１６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１８ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

―５２９―



それぞれ出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２６８９号住居跡（第４５２図）

位置 調査区東部のＲ６ｆ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８６・２６８７・２６９１・２６９７号住居，第７８号方形竪穴遺構，第４７０５号土坑に掘り込まれている。遺構

の重複と耕作などによる削平のため，遺存状態は悪い。

規模と形状 南北軸は７�７２ｍ，東西軸は６�４８ｍを確認している。南北軸の方向はＮ－１９°－Ｗである。壁高は

最も残りの良い北側が１８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁側には，幅１４～１８�，深さ１５～１９�で浅いＵ字状の断面

を呈する間仕切り溝が２条存在し，西端部を第２６９７号住居に掘り込まれているが，現存する長さは８２～１５０�

を確認している。また，壁側から中央部にかけて，角柱状の炭化材が放射状またはそれと直交する方向に散在

しており，焼失住居と考えられる。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは１５～６８�である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長径１４５�，短径５９�の楕円形で，深さは２１�である。底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土はロームや焼土のブロックを含む人為堆積である。

覆土 ３層に分けられる。各層はロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１２４点（坏３９，高坏６，甕類７９），石製品２点（臼玉，双孔円板）が出土している。７０５

は北側，Ｑ５５は西側，Ｑ５４は南側の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 床面の壁側から中央部にかけて炭化材が確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土

土器から５世紀後葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化材少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化材中量，ロームブロック・焼土粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２６８６号住居跡出土遺物観察表（第４５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０１ 土師器 坏 １３�６ ５�７ － 長石・石英 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈中層 ８０％ PL１２１

７０２ 土師器 坏 ［１１�６］（４�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り Ｐ１下層 ２０％

７０３ 須恵器 蓋 ［１０�２］（３�８） － 長石 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 天井部回転ヘラ削り 上層 １５％

７０４ 須恵器 横瓶 － （１５�９） － 長石 灰 良好 体部外面右回りの回転ヘラ削り 内面ロクロナデ Ｐ２上層 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１３ 紡錘車 ４�２ １�８ ０�６ ３５�１ 土（長石・石英） ヘラ磨き 側面ヘラ削り 二方向からの穿孔 放射状の墨書・
刻書有 上層 PL１３９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１４ 土鈴 （２�９）（２�４） ０�６ （４�５） 土（長石・石英・雲母） ナデ 円孔有 下層 PL１３８

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５３ 双孔円板（３�０）０�２６ ０�１４ （２�６） 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 下層 PL１４４

―５３０―



第４５２図 第２６８９号住居跡・出土遺物実測図

―５３１―



第２６９０号住居跡（第４５３・４５４図）

位置 調査区北東部のＱ６ｉ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９２号堀，第１５０・１５１号溝，第４６１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部から南部を第９２号堀に掘り込まれているため，南北軸５�５１ｍ，東西は軸５�９２ｍだけが確認

された。主軸方向がＮ－３０°－Ｗの長方形と推定される。壁高は１０～３２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。第９２号堀，第１５０号溝に掘り込まれているため，東壁から南

壁の一部は確認できないが，壁下には幅６～２１�，深さ２～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２３�，袖部

幅９３�である。袖部はローム混じりの砂質粘土で構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２３�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

竈２は北壁中央部に付設されている。床面を精査したところ火床面が確認され，焚口部や袖部の痕跡が検出さ

れた。竈の作り替えが行われたため全体の形状は不明である。竈２の袖部が遺存しないことや壁溝の範囲から，

竈２から竈１へ作り替えたと考えられる。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７５～９２�である。Ｐ５は深さ２４�で，竈に向かい合う南壁際

に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９の性格は不明

である。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２７点（坏５２，高坏３，甕２２６，甑４６），土製品１点（球状土錘），石器１点（砥石）が

竈周辺と南西部の覆土上層から下層にかけて集中して出土してる。また，混入した土師質土器片１点も出土し

ている。７０６はほぼ完形の状態で北壁中央部壁際の覆土下層から出土している。７０７は竈火床面から口縁部を焚

口部へ向け，土圧でつぶれた状態で出土し，それぞれ廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP１１５は南西部，

Ｑ５６は北東部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈１土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 黄 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・砂

質粘土ブロック少量
５ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック・炭化物多量，ロームブロック少量
６ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量，

ローム粒子微量

７ 灰 黄 褐 色 炭化物・砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少
量，ローム粒子微量

８ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
９ 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
１０ にぶい赤褐色 炭化物多量，焼土ブロック中量，砂質粘土ブロッ

ク少量，ロームブロック微量
１１ 灰 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

３ 灰 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・砂質粘土ブロッ
ク・炭化粒子少量

第２６８９号住居跡出土遺物観察表（第４５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０５ 土師器 高坏 １７�８ （５�９） － 長石・石英 赤 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 ４５％ PL１２１

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５４ 臼玉 ０�５ ０�４ ０�２ ０�２ 滑石 円筒状 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４

Ｑ５５ 双孔円板 ２�７ ０�３６ ０�２８ ３�９ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４

―５３２―



第４５３図 第２６９０号住居跡実測図

―５３３―



第４５４図 第２６９０号住居跡出土遺物実測図

第２６９０号住居跡出土遺物観察表（第４５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０６ 土師器 坏 １２�０ ４�０ ５�８ 長石・石英・赤色粒子 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積み痕 内面ヘラ磨き 下層 ７０％ PL１２２

７０７ 土師器 甑 ２８�０ ３０�９ １０�８ 長石・石英・雲
母・小礫 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 体

部内面ヘラナデ 内面下端ヘラ削り 輪積み痕 竈火床面 ９０％ PL１２３

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１５球状土錘 ３�１ ２�８ ０�５ ２３�４ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５６ 砥石 （１２�９） ６�２ ５�８ （３７４�６） 凝灰岩 砥面４面 他は破断面 下層 PL１４２

―５３４―



第２６９２号住居跡（第４５５・４５６図）

位置 調査区東部のＲ５ｇ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８４・２６９７・２７０５号住居，第４８８号掘立柱建物，第１５３号溝，第４７０８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 遺構の重複により遺存状態が悪く，南北軸は４�２０ｍ，東西軸は３�９４ｍを確認している。主軸方向

はＮ－１０°－Ｗである。壁高は１１～１２�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認できた部分はほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

炉 中央部西側に位置しているが，第２６８４号住居の掘り込みによって大半が失われている。わずかに焼土範囲

が認められるのみで，規模や形状，堆積状況は不明である。

覆土 ２層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３３６点（坏６６，高坏５，壷５，甕類２５２，甑８）が出土している。７１３は南東部と中央

部の床面から破片の状態で出土し，７１０・７１１は南西コーナー部の床面から出土しており，廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。７０８・７０９は西壁際及び南西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第４５５図 第２６９２号住居跡・出土遺物実測図

―５３５―



第２６９３号住居跡（第４５７・４５８図）

位置 調査区東部のＲ５ｃ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９４号住居跡を掘り込み，第４６７４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�５７ｍ，短軸４�０１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８５°－Ｗである。壁高は２３～３７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北東・南東・北西コーナー部を除いた壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１６～２５�，

深さ８～１８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。北東部には焼土が堆積している。また，南壁際から

中央に向かって流れ込んだように粘土塊が堆積している。

竈 西壁の南西コーナー部寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅１０２�である。

袖部は床面を１５�ほど掘りくぼめて第１１・１２層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第８～１０層を積み

上げて構築している。火床部は床面を３�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，６

�の厚さで灰が堆積してる。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。奥

壁には袖部の構築材と同じ第８層を貼り付けて補強している。覆土は第１～７層に分けられ，第１・２層は天

井部の崩落土層に相当する。各層ともロームや焼土のブロックを含む人為堆積である。

第４５６図 第２６９２号住居跡出土遺物実測図

第２６９２号住居跡出土遺物観察表（第４５５・４５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０８ 土師器 坏 － （７�１） ２�０ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部内面ヘラ磨き 下層 ７０％ PL１２２

７０９ 土師器 坏 １４�８ （６�１） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内
面ヘラ磨き 下層 ７０％ PL１２２

７１０ 土師器 坏 ［１３�６］（４�４） － 長石・雲母 赤 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 １５％

７１１ 土師器 高坏 １８�５ （７�２） － 長石・石英 暗赤 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 床面 ４５％ PL１２２

７１２ 土師器 小形壺［９�２］（３�９） － 長石・石英 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

７１３ 土師器 甕 － （２４�４） ６�３ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部上位ヘラ磨き 下位ヘラ削り 内面輪積み痕 床面 ８５％ PL１２２

―５３６―



第４５７図 第２６９３号住居跡・出土遺物実測図

―５３７―



ピット ３か所。Ｐ１は深さ３２�で，抜き取り痕が確認できることから柱穴の可能性が高い。Ｐ２は深さ１２�

で，竈に向かい合っていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ３は深さ１６

�で，覆土上層には焼土や炭化材が堆積している。性格は不明であるが，本跡に伴うものと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。第３～７層には，炭化物やロームブロック，砂質粘土ブロックが含まれているが，

第１・２層は，含有物が細粒かつ微量であり，地表面の土が流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７１７点（坏１１０，椀１，高坏３，鉢１，甕類５８５，小形甕２，甑１５），須恵器片３３点（坏

１９，蓋４，甕類１０），土製品１点（支脚），石製品１点（紡錘車）のほか，石１点，鉄滓１点が南部の覆土上層

から下層にかけて出土している。また，混入した平安時代の土師器片２１点，灰釉陶器２点も出土している。７１４

は南壁際東寄りの覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合し，７１５は南西コーナー部の壁際，７１６は北西

部の覆土下層からそれぞれ出土している。また，７１７は中央部南西寄りの床面から出土している。いずれも廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。７１８は南西コーナー部の覆土上層から下層にかけて出土した破片が接合

したものであり，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｑ５７は西壁際北寄りの覆土下層から出土している。

所見 焼土や炭化材の広がりや粘土に火を受けた痕跡があること，また覆土中に炭化物が検出されることなど

第４５８図 第２６９３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土ブ

ロック微量
２ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量
５ にぶい黄褐色 灰中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土ブ

ロック微量

８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子微量

９ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック
微量

１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物多量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化物・ローム粒子・焼

土粒子微量

７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物少量

８ 褐 色 ロームブロック中量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物少量
１０ 褐 灰 色 ローム粒子微量

―５３８―



から焼失住居と考えられる。また，多量の粘土堆積や住居の形状，Ｐ３の堆積状況から工房の可能性が考えら

れるが，何の工房かは不明である。時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第２６９４号住居跡（第４５９・４６０図）

位置 調査区東部のＲ５ｃ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９３・２６９８号住居，第１５３号溝，第４６５４・４６５５・４７２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�４８ｍ，短軸４�２９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は１５～１９�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部北寄りと南部が踏み固められている。南西コーナー部に焼土，西壁南寄りに粘土とそ

の周りに焼土が，それぞれ流れ込むように堆積している。

炉 ２か所。炉１は中央部東寄りに位置している。長径６８�，短径５１�の楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた

地床炉で，炉床面は赤変硬化している。炉２は中央部に位置している。長径６９�，短径５６�の楕円形で，床面

を浅く掘りくぼめた地床炉で，炉床面はわずかに赤変している。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。壁際の

覆土中や中央部の覆土上層に炭化材や炭化物が含まれている。

遺物出土状況 土師器片１６８点（坏２６，坩２，鉢１，甕類１３７，甑１，ミニチュア土器１），石製品２点（双孔

円板，剣形模造品）のほか，石１点が北東部から南西部の覆土下層を中心に出土している。また，混入した平

安時代の土師器片１点，須恵器片７点も出土している。７１９は中央部北寄り，７２１は南西部，７２２は東壁際中央，７２４

は中央部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。７２０は東壁際の中央，７２５

は南西部の覆土下層からそれぞれ出土し，７２３は北東部と南東部の覆土下層から床面にかけて出土した破片が

接合したものである。いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。Ｑ５８は覆土中，Ｑ５９は南西部の

床面から出土している。

所見 壁際の焼土や炭化材の広がりから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

炉１土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック少量

炉２土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
２ 黒 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化材・焼土粒子微量

５ 暗 灰 黄 色 ロームブロック・炭化粒子少量
６ オリーブ褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量

第２６９３号住居跡出土遺物観察表（第４５７・４５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７１４ 土師器 坏 １４�０ ４�２ － 雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面放射状の暗文 下層・床面 ７０％ PL１２１

７１５ 土師器 坏 － （６�２） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ７０％

７１６ 須恵器 坏 １４�９ ５�１ ３�５ 長石・雲母・赤色
粒子・黒色粒子 淡黄 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ７５％ PL１２１

７１７ 土師器 小形甕［１２�６］１０�６ ５�７ 長石・石英・雲母・礫 橙 不良 口辺部内・外面横ナデ 体部外面輪積み痕残し
のナデ 内面ヘラナデ 床面 ６０％ PL１３２

７１８ 土師器 甑 ［２１�４］（２６�１） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積み痕 上～下層 ４０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５７ 紡錘車 ３�２ １�６ ０�８ （４４�１）粘板岩 円錐台形 両面研磨 二方向からの穿孔 下層 PL１４２

―５３９―



第４５９図 第２６９４号住居跡・出土遺物実測図

―５４０―



第４６０図 第２６９４号住居跡出土遺物実測図

第２６９４号住居跡出土遺物観察表（第４５９・４６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７１９ 土師器 坏 ［１４�６］ ５�９ １�６ 長石・石英・小礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面上位ヘラナデ
中から下位ヘラ削り後磨き 内面ヘラ磨き 床面 ６５％ PL１２２

７２０ 土師器 坏 １５�５ ６�６ ４�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面上位ナデ 下

位ヘラ削り 内面ヘラナデ後ヘラ磨き 下層 ９５％ PL１２２

７２１ 土師器 坩 － （１２�０） ２�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面上位ヘラ削り後ナデ 下位ヘラ削り
内面ヘラナデ 床面 ７５％

７２２ 土師器 甕 １６�８ （４�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 折返し口縁 口辺部内・外面横ナデ 床面 １０％

７２３ 土師器 甕 １６�４（１９�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面上位ヘラ磨き
下位ヘラ削り 内面輪積み痕残しのヘラナデ 下層・床面 ７０％ PL１２２

７２４ 土師器 甕 － （２５�６） ７�０ 長石・石英・礫 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 下端繋ぎ合
わせ後ナデ 底部多方向の削り 床面 ５５％

７２５ 土師器 ミニチュア ４�１ ４�７ ２�０ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内・外面ナデ 指頭圧痕 下層 ９５％ PL１２２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５８ 双孔円板 ２�０ ２�１ ０�３ （２�１） 滑石 孔径０�２� 二方向からの穿孔 覆土中 PL１４４

Ｑ５９ 剣形模造品 ４�７ １�８ ０�４ ５�０ 滑石 完形 双孔で一方向からの穿孔 孔径０�２� 両面擦刻有り 床面 PL１４４

―５４１―



第２６９７号住居跡（第４６１～４６３図）

位置 調査区東部のＲ６ｇ１区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６８９・２６９２号住居跡を掘り込み，第２６９６号住居，第４８８号掘立柱建物，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�２５ｍ，短軸６�０５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２３°－Ｗである。壁高は１２～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１６～２２�，深さ１１～１３�で逆台形状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅１１８�である。袖部は床面を

１８�ほど掘りくぼめて砂質粘土粒子を含む第１３層で芯部を作り，中央部にロームを主体とする第１１・１２層を充

填し，砂質粘土を主体とする第９・１０層を積み上げて構築している。火床部は床面から８�ほどくぼんでおり，

火床面は火を受けて赤変しているが，硬化は弱い。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，奥壁で彎曲して立ち上が

っている。奥壁には袖部の構築材と同じ第９層を貼り付けて補強している。覆土は第１～７層に分けられ，第

５層は天井部の崩落土層に相当する。ブロック状の堆積がみられる人為堆積である。

第４６１図 第２６９７号住居跡実測図
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ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５３～９０�である。

覆土 ６層に分けられる。複雑な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３３２点（坏６９，甕類２６３），須恵器片２点（�），石器２点（磨石，砥石），鉄製品１点

（刀子），粘土塊１点が出土している。７２６は北壁際，Ｑ６０は中央部，Ｑ６１は南壁際の床面からそれぞれ出土し

ている。７２７は北壁側の覆土下層から出土しており，壁際から出土レベルが低くなっていく状況がみられ，廃

絶後に投棄された状況を示している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

８ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量
１０ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少

量
１１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第４６２図 第２６９７号住居跡・出土遺物実測図
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第２６９８号住居跡（第４６４～４７４図）

位置 調査区東部のＲ５ｅ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９４・２７０５号住居跡を掘り込み，第４８９号掘立柱建物，第１５３号溝，第４７２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３０ｍ，短軸５�７４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は３０～３８�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１６～２５�，深さ７～１６�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２４�，袖部幅１２６�である。袖部は床面を

１８�ほど掘りくぼめて砂質粘土粒子を多く含む第１２・１３層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第９～

１１層を積み上げて構築している。火床部は床面から４�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化して

いる。上部には灰層の第７層が堆積しており，層厚は２４�である。煙道部は壁外に２２�掘り込まれ，火床部か

ら彎曲して立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第９層を貼り付けて補強している。覆土は第１～

６層に分けられ，第２層は天井部の崩落土層に相当する。全体的に焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積

である。

第４６３図 第２６９７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・

ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土粒

子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量

７ にぶい黄褐色 灰中量，ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
８ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，細礫少量
１１ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量

第２６９７号住居跡出土遺物観察表（第４６２・４６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７２６ 土師器 坏 １１�２ ４�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ７０％

７２７ 土師器 小形甕［１６�４］１８�９ ８�７ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 頸部内・外面輪積み痕
体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６０ 磨石 １０�１ ８�２ ４�２ ２６１�２ 安山岩 表・裏面を使用 裏面中央部に敲打痕 床面

Ｑ６１ 砥石 （９�１） ５�８ ３�１ （１９０�０） 凝灰岩 砥面５面 断面長方形 床面

―５４４―



第４６４図 第２６９８号住居跡実測図�

―５４５―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～６２�である。Ｐ５は，深さ３１�で，南壁際の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １３層に分けられる。各層がブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３０３３点（坏３０５，高坏３，甕類２６８５，甑４０），須恵器片５点（坏１・蓋１・甕１・提瓶

２），土製品１０点（支脚６，管玉１，土玉１，球状土錘２），石製品１点（小玉），鉄製品２点（鏃），鉄滓１点，

粘土塊９点が覆土下層を中心に出土しているほか，縄文土器片１点が流れ込んでいる。甕の出土量が多く，口

縁部および底部から算出した個体数は４７点であり，特に遺存状態が良好なものを図示している。７３１・７４０・７４１・

７４５・７４７・７４９～７５１・７５９は北西コーナー部からまとまって，７５２・７５７は北東コーナー部，７４２・７４４は中央部

北側，７５５は中央部に散在した状態で出土しており，いずれも無造作に投げ込まれた様相を示している。DP１１９

は竈左袖際の床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 北半部の覆土下層から，甕類を中心に多量の土器類が出土しており，廃絶後に一括して投棄されたもの

と考えられる。時期は，出土土器から７世紀前葉以前と考えられる。

第４６５図 第２６９８号住居跡実測図�

土層解説
１ 黒 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

９ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂質粘
土粒子微量

１０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化物微量

１１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―５４６―



第４６６図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５４７―



第４６７図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５４８―



第４６８図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５４９―



第４６９図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５５０―



第４７０図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５５１―



第４７１図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５５２―



第４７２図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５５３―



第４７３図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

―５５４―



第４７４図 第２６９８号住居跡出土遺物実測図�

第２６９８号住居跡出土遺物観察表（第４６６～４７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７２８ 土師器 坏 １２�０ ３�９ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ７５％

７２９ 土師器 坏 ［１２�０］（３�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ４０％

７３０ 土師器 坏 ［１１�２］（４�２） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ３０％

７３１ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�６ － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ６０％

７３２ 土師器 坏 １２�０ ３�９ － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ７５％ PL１２３

７３３ 土師器 坏 ［１１�２］（４�８） － 長石・石英 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ４５％

―５５５―



第２６９９号住居跡（第４７５・４７６図）

位置 調査区東部のＲ５ｆ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８３・２７０５号住居跡を掘り込み，第２６８８号住居，第４６５８・４６５９・４６７５・４７０８号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 長軸５�３１ｍ，短軸５�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は１２～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７３４ 土師器 坏 ［１３�６］（４�８） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ４０％

７３５ 土師器 坏 １３�４ ３�８ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ８０％

７３６ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�３ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 中層 ５５％

７３７ 土師器 坏 ［１５�４］（４�９） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 上層 ３０％

７３８ 須恵器 坏 ［１１�７］ ４�５ － 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 底部右回りの回転ヘラ削り 上層 ６０％ PL１２３

７３９ 須恵器 蓋 １０�５ ３�９ － 長石 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 天井部左回りの回転ヘラ削り 下層 ７５％ PL１２３

７４０ 土師器 甕 ２４�４ ３６�３ ９�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ９５％ 内面煤

付着 PL１２５

７４１ 土師器 甕 ２４�９（２８�３） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ７０％ PL１２４

７４２ 土師器 甕 ２５�８ ３７�７ ８�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 下層 ９５％ PL１２５

７４３ 土師器 甕 ２５�６（２７�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ６５％ PL１２４

７４４ 土師器 甕 ２５�２ ３８�５ ９�３ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ９５％ PL１２５

７４５ 土師器 甕 ２３�３（２７�８） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ６０％ PL１２４

７４６ 土師器 甕 ２４�０ ３５�７ ８�２ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 中層 ７０％ 内面煤
付着 PL１２４

７４７ 土師器 甕 ２４�８（３０�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ５０％ PL１２４

７４８ 土師器 甕 ２２�４ ３５�２ ［８�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 上～下層 ７０％ 内面煤
付着 PL１２５

７４９ 土師器 甕 ２３�８（２３�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ３５％ PL１２４

７５０ 土師器 甕 ［２２�８］（３０�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ３５％

７５１ 土師器 甕 ２２�６（３６�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ７０％ PL１２５

７５２ 土師器 甕 ［２５�１］４２�５ １２�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 下層 ９５％ PL１２５

７５３ 須恵器 甕 ［１７�０］（４�２） － 長石・石英 灰 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 波状文 下層 ５％

７５４ 土師器 小形甕［１４�９］（１５�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 覆土中 ６５％

７５５ 土師器 小形甕 － （１８�４）［１０�２］長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 上～下層 ４０％

７５６ 土師器 小形甕［１６�４］（９�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 下層 ３０％

７５７ 土師器 甑 ２３�１ ２２�９ ８�２ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面・底部内面ヘラ削り 下層 １００％PL１２３

７５８ 土師器 甑 ［２９�０］２３�４ ［９�４］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面擦痕 中層 ４０％

７５９ 土師器 甑 ［２８�８］３０�８ ［７�２］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面下位・外面ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ 下層 ４０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１６球状土錘 ２�７ ２�５ ０�４６ １７�１ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１４０

DP１１７球状土錘 ２�８５ ２�２ ０�５ １７�３ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

DP１１８ 小玉 ２�１ １�９ ０�３７ ８�５ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 床面 PL１４０

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１９ 支脚 ２０�１ ３�２ （１０�１）（１００７�２） 土（長石・石英・雲母） ナデ 指頭痕 焼成前穿孔有 床面 PL１３８

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６２ 小玉 １�７ １�７ ０�３５ ５�６ 蛇紋岩 全面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４

―５５６―



床 ほぼ平坦で，竈の周辺を含む主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅１９～２１�，深さ８～１３�

で逆台形状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第４７５図 第２６９９号住居跡実測図

―５５７―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３２�，袖部幅１４０�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめてその上部に砂質粘土を主体とする第６～９層を塊状に積み上げて構築し，中央部に第１０・

１１層を充填している。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，奥壁で外傾して立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第９層を貼

り付けて補強している。覆土は第１～４層に分けられ，第１・３層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５９～７３�である。Ｐ５は，深さ１６�で，南壁際の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６９８点（坏１３１，甕類５６０，甑７），須恵器片１点（短頸壺），粘土塊１点が出土してい

第４７６図 第２６９９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量

７ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子微量
１０ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土粒

子微量
４ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

―５５８―



る。７６０・７６１は中央部南東側の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２７００号住居跡（第４７７・４７８図）

位置 調査区東部のＲ６ｃ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２７０２号住居跡を掘り込み，第１５０・１５１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南東部を第１５０号溝に掘り込まれ，さらに北東部が削平されているため，南北軸４�９６ｍ，東西軸

は４�９３ｍだけが確認された。主軸方向がＮ－２０°－Ｗの方形と推定される。壁高は１２～２２�で，ほぼ直立して

いる。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。東壁や南壁の一部は確認できないが，壁下には幅１７～３０�，

深さ５～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０９�，袖部幅１４０�である。袖部は床面を

２０�ほど掘りくぼめて第１２～１６層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第９～１１層を塊状に積み上げて

構築している。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外に２１�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。奥壁には袖部

の構築材と第１０層を貼り付けて補強している。覆土は第１～８層に分けられ，第２・８層は天井部の崩落土層

に相当する。各層は砂質粘土粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５０～６６�である。Ｐ５は深さ４９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられ，掘り直されている。

覆土 ７層に分けられる。第３層はロームブロックを含む人為堆積であるが，その他はレンズ状の堆積状況を

示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２７０点（坏５２，甕類２１８），須恵器片７点（坏２，蓋１，甕類４），土製品１点（土玉），

石製品１点（小玉）のほか，粘土塊１点も出土している。また，混入した平安時代の土師器片１点も出土して

いる。ほとんどの遺物は細片であるが，土師器坏は黒色処理されたものとされてないものの比率が半々であり，

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック・砂質

粘土粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量

９ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化
粒子微量

１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

６ にぶい褐色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土
粒子微量

７ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

第２６９９号住居跡出土遺物観察表（第４７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７６０ 土師器 坏 １０�２ ３�５ － 長石・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ８０％ PL１２３

７６１ 土師器 甕 ［２６�４］３５�０［１０�０］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ４０％

―５５９―



体部と口縁部の境が不明瞭な坏も確認できる。７６２はＰ５の覆土中から出土し，ピットが埋没する過程で流れ

込んだものと考えられる。７６３は南西部の覆土中から出土し，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。DP１２０・

Ｑ６３は中央部の覆土下層から出土している。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，７世紀前葉と考えられる第２７０２号住居を掘り込んでい

ることや覆土中から出土した土師器坏の形態から７世紀前葉以降と考えられる。

第４７７図 第２７００号住居跡実測図

―５６０―



第２７０１号住居跡（第４７９・４８０図）

位置 調査区東部のＲ５ｈ０区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６８２・２６９６号住居，第４８８号掘立柱建物，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５０ｍ，短軸３�６０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は６～１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１０～１２�，深さ６～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１１４�である。袖部は床面を

１２�ほど掘りくぼめたて第１２・１３層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第８～１１層を塊状に積み上げ

て構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に２６�掘り込まれ，火床部から奥壁がほぼ直立している。奥壁には袖部の構築材と同じ砂質粘土を貼

り付けて補強している。覆土は第１～６層に分けられ，第１～３・５層は袖部及び天井部の崩落土層に相当す

る。各層は焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。形状は，長径６４�，短径５５�の楕円形で，深さは４４�である。底面

はほぼ平坦で，壁は底面から直立し，中位から上部では外傾している。覆土は，全体的にローム粒子を含む人

為堆積である。

第４７８図 第２７００号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい橙色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒

子少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
５ 灰 赤 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒

子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子
微量

８ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
１０ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
１３ 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第２７００号住居跡出土遺物観察表（第４７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７６２ 土師器 坏 ［９�６］（２�５） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き Ｐ５覆土中 １０％

７６３ 須恵器 蓋 ［９�２］ ３�７ － 雲母 黄灰 普通 内・外面ロクロナデ後つまみ貼り付け 覆土中 ３０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２０ 土玉 （２�０） ２�６ （０�４）（９�８） 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６３ 小玉 ０�８ ０�７ ０�３ ０�７ 蛇紋岩 円筒状 一方向からの穿孔 下層 PL１４４

―５６１―



覆土 ６層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１９点（坏２０，高坏１，甕類９８），粘土塊１点が出土しているほか，縄文土器片１点が

流れ込んでいる。７６７は南側，７６８は中央部の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考え

られる。７６４～７６６は南東側，７６９は北東側の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

５ にぶい橙色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子少量

第４７９図 第２７０１号住居跡・出土遺物実測図

―５６２―



第２７０２号住居跡（第４８１・４８２図）

位置 調査区東部のＲ６ｄ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２７００号住居，第１５０～１５２号溝，第４７２６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�００ｍ，短軸６�９２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は７～１４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。第２７００号住居，第１５０・１５２号溝に掘り込まれているため南西

部を除いたコーナー部は確認できないが，壁下には幅１７～１９�，深さ５～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が

巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４５�，袖部幅１３１�である。火床部は床面

を８�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５２�掘り込まれ，火床部か

ら緩やかに傾斜して立ち上がり，奥壁で直立している。覆土は第１～８層に分けられ，第１・２層は天井部の

崩落土層に相当する。

第４８０図 第２７０１号住居跡出土遺物実測図

第２７０１号住居跡出土遺物観察表（第４７９・４８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７６４ 土師器 坏 ［１４�０］（２�７） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラ磨き 下層 １５％

７６５ 土師器 坏 １４�４ ４�３ － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 下層 ９５％ PL１２６

７６６ 土師器 坏 １３�９ ４�３ － 長石・石英 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ９５％ PL１２６

７６７ 土師器 甕 ［１６�９］（１４�７） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 １５％

７６８ 土師器 小形甕 １２�３ １０�３ ６�３ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ９５％ PL１２６

７６９ 土師器 甑 ［３０�６］（１２�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 下層 １０％

―５６３―



第４８１図 第２７０２号住居跡実測図

―５６４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７０～９６�である。Ｐ５は深さ４９�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。第３～５層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５４点（坏６１，高坏１，甕１９２），須恵器片１点（坏），土製品１点（支脚），不明鉄製

品１点が北西部に集中して出土している。また，混入した黒曜石１点，瓦片１点も出土している。７７０は中央

部やや北西寄りの覆土下層，７７１・７７２は北西部の床面から出土している。いずれも廃絶時に遺棄されたものと

考えられる。Ｍ１２７は南西部の覆土下層から出土しているが，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。TP３７・

TP３８は北東部の覆土中から破片の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第４８２図 第２７０２号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
８ 黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
５ 明 褐 色 ロームブロック少量

６ にぶい褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

７ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化
粒子少量

第２７０２号住居跡出土遺物観察表（第４８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７０ 土師器 坏 ［１３�４］（４�３） － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ後ヘラ磨き 下層 ３０％

７７１ 土師器 高坏 － （４�２）［１０�８］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 裾部内・外面ヘラナデ後脚部内・外面ヘラ削り 床面 ２５％

７７２ 土師器 甕 ［１５�８］（５�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内面ヘラナデ 床面 ５％

TP３７ 土師器 坏 － （１�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 良好 底部外面擬木葉痕 覆土中

TP３８ 土師器 坏 － （０�６） － 長石・石英・雲母 橙 良好 底部外面擬木葉痕 覆土中

―５６５―



第２７０３号住居跡（第４８３・４８４図）

位置 調査区東部のＲ６ｆ５区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６９５・２７０４号住居，第１５０・１５２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第２７０４号住居に掘り込まれているため，南北軸６�７２ｍ，東西軸は５�４８ｍだけが確認された。

主軸方向はＮ－３２°－Ｗで，方形または長方形と推定される。壁高は１０～３０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には幅９～１６�，深さ４～９�でＵ字状の断面を呈する

壁溝が巡っている。中央部から南西部にかけて焼土の堆積が見られる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１７�，袖部幅１２０�である。袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめて第１０～１２層を充填し，その上部に第７層で芯を作り，第８・９層を貼り付けて構築して

いる。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。奥壁には砂質粘土を含

む第１３・１４層を貼り付けて補強している。覆土は第１～６層に分けられ，第２～５層は天井部および袖部の崩

落土層に相当する。火床部に直に接していることから廃絶後間もなく崩落している状況を示しており，人為的

に破壊されたと想定される。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは９０～９５�である。Ｐ５は深さ１７�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東部に位置している。規模は，長径８２�，短径５９�ほどの楕円形で，深さは５２�である。底面は皿

状で，西壁は外傾し，東壁は階段状に立ち上がっている。覆土は各層にロームを含む人為堆積の状況を示して

いる。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８６点（坏３４，甕類５２），須恵器片２点（甕類），土製品１点（玉），石製品２点（紡錘

車）が散在した状態で出土し，いずれも細片で出土量も少ない。７７３は北東部，７７４は北壁際東寄り，７７５は南

壁際中央の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。DP１２１は竈

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化物少量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，ロー

ムブロック・炭化物少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，砂

質粘土ブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 明 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

１０ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２７ 不明 ６�５ ３�２ ０�４ １３�９ 鉄 楕円状 繋ぎ目１か所 断面円形 下層 PL１４７

―５６６―



前の覆土下層，Ｑ６４・Ｑ６５は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 中央部から南西部にかけて焼土の広がりが確認できることから，焼失住居の可能性が考えられる。時期

は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第４８３図 第２７０３号住居跡実測図

―５６７―



第２７０４号住居跡（第４８５図）

位置 調査区東部のＲ６ｆ６区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２７０３号住居跡を掘り込み，第２６９５号住居，第９２号堀，第１５０号溝，第４７３２～４７３４号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状 東部および南部を第９２号堀，第１５０号溝に掘り込まれているため，南北軸は４�７２ｍ，東西軸は３�８０

ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－２８°－Ｗで方形または長方形と推定される。壁高は６～２６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。西壁下には幅９～１９�，深さ５～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

第４８４図 第２７０３号住居跡・出土遺物実測図

第２７０３号住居跡出土遺物観察表（第４８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７３ 土師器 坏 １３�４ ５�９ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後磨

き 内面ナデ 下層 ７０％ PL１２６

７７４ 土師器 坏 ［１７�４］（４�３） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後磨

き 内面ナデ 下層 ２５％

７７５ 土師器 甕 ［１８�０］（３�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 内面輪積み痕 下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２１ 玉 １�５ ２�２ ０�５ ４�７ 土（長石・石英） 棗状 中央部から端部にかけてヘラナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６４ 紡錘車 ３�５ ２�２ ０�７５（２８�０）滑石 円錐台形 両面研磨 二方向からの穿孔 側面ヘラ削り 床面 PL１４２

Ｑ６５ 紡錘車 （３�６） ２�４ ０�８ （３２�１）滑石 円錐台形 両面研磨 二方向からの穿孔 側面ヘラ削り 床面 PL１４２

―５６８―



竈 北壁中央部に付設されている。右袖部外側を第１５０号溝に掘り込まれているため，遺存する規模は焚口部

から煙道部まで９６�，袖部幅は１１３�である。袖部は床面とほぼ同じ高さに第１０層で芯を作り，第６～９層を

貼り付けて構築している。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に８�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。奥

壁には袖部の構築材と同じ第６・８層を貼り付けて補強している。

第４８５図 第２７０４号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 極暗赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

８ にぶい赤褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

９ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子
微量

１０ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
微量

１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

―５６９―



ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ５７�・４０�である。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０３点（坏１９，甕類８４），須恵器片５点（坏１，蓋１，甕類３），土製品４点（支脚１，

不明３）のほか，混入した平安時代の土師器片３点，土師質土器片５点，灰釉陶器片１点，瓦片３点も出土し

ている。ほとんどの遺物は細片であるが，体部と口縁部の境が不明瞭な坏が検出されている。

所見 出土土器が細片であるため時期判断は困難であるが，７世紀前葉と考えられる第２７０３号住居跡を掘り込

み，８世紀後葉と考えられる第２６９５号住居に掘り込まれていることや，覆土中から出土した土師器坏の形態か

ら７世紀前葉以降と考えられる。

第２７０５号住居跡（第４８６・４８７図）

位置 調査区東部のＲ５ｆ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４８６図 第２７０５号住居跡実測図

―５７０―



重複関係 第２６９２号住居跡を掘り込み，第２６８４・２６９８・２６９９号住居，第４８９号掘立柱建物，第１５３号溝，第４７０８・

４７２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�６５ｍ，短軸７�４５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は２５～３５�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅１２～１７�，深さ６～１２�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４６～７８�である。Ｐ５は深さ２３�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。全体的にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第４８７図 第２７０５号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師器片２６９点（坏４７，高坏４，甕類２１１，甑７），鉄製品１点（鏃），粘土塊１点が出土している。

７７７は北西コーナー部の床面，７７６は南東コーナー部，Ｍ１２８は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器と遺構の重複関係から６世紀後葉以前と考えられる。

第２７０７号住居跡（第４８８図）

位置 調査区南部のＳ４ｂ６区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第９５号堀に掘り込まれている。また，耕作による撹乱と削平のため，東コーナー部を除いて床面や

竈の火床部がほとんど露出した状態で検出された。

規模と形状 長軸は５�１４ｍ，短軸は４�０８ｍを確認している。主軸方向はＮ－５１°－Ｅである。壁高は最も残り

の良い東コーナー部で２０�であるが，立ち上がりの状況は撹乱のため不明である。

床 確認できた部分ではほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。

竈 北東壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�を確認し，袖部幅は竈の中軸線で反転復

元すると１０７�である。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外へ３９�掘り込まれている。覆土は第１～４層に分けられ，ブロック状の堆積状況を示した人為堆

積である。

ピット Ｐ１は深さ３９�で，東コーナー部付近に位置していることから，主柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。ロームブロックを多く含み，複雑な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏６，甕類２４），須恵器片２点（甕類）が出土している。

所見 出土土器がいずれも細片であるため，明確な時期判定は困難であるが，６世紀後葉から７世紀前葉の土

師器が主体を占めていることから，当該時期に廃絶した可能性が考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２７０５号住居跡出土遺物観察表（第４８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７６ 土師器 坏 ［１１�４］ ５�０ － 長石・石英 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ６０％

７７７ 土師器 甑 － （２２�８）［９�３］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ磨き 床面 ２５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２８ 鏃 １２�６（１�８）０�３～０�５ （９�２） 鉄 三角形式 両鎬造 無関 下層 PL１４５
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� 土坑

第５３６３号土坑（第４８９図）

位置 調査区南部のＳ４ｅ７区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に

位置している。

重複関係 第２７０６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�２６ｍ，短径１�６６ｍの楕円形で，長径方向はＮ

－２２°－Ｅである。深さは３０�で，底面は平坦であり，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。焼土や炭化材をブロック状に含む人為

堆積であり，坑内で火が使用されたと推定されるが，火を受けた

部分は不明瞭で，埋め戻す際に攪拌されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５０点（坏２４，高坏１，甕類２５），須恵器

片１点（坏），土製品１点（土玉）が，覆土下層を中心に出土し

ている。７７８・７７９は，覆土下層から出土しており，廃絶後に投棄

されたものと考えられる。

所見 坑内で火が使用された可能性があるが，性格は不明である。

時期は，出土土器から７世紀中葉以前と考えられる。

第４８８図 第２７０７号住居跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化材中量

第４８９図 第５３６３号土坑実測図
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第４９０図 第５３６３号土坑出土遺物実測図

第５３６３号土坑出土遺物観察表（第４９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７８ 土師器 坏 １０�９ ３�６ － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ９０％

７７９ 土師器 坏 ［８�２］（４�３） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ５０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２２ 小玉 １�３ １�０ ０�２ １�９ 土（長石・石英） ナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

表４２ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５９２ Ｓ４ｇ８ Ｎ－６°－Ｗ［長方形］［５�５０］×（４�７０） １�５ 平坦 － － － － － － 不明 ６世紀後葉
～７世紀前葉

２５９４ Ｓ５ｃ３ Ｎ－８°－Ｗ 方形 ４�２４×４�１６ ２６～３２ 平坦［全周］ ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，土製
勾玉 ７世紀前葉

２５９５ Ｓ５ｂ５ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ５�２３×４�４５ １１～２７ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片 ７世紀前葉～中葉

２５９６ Ｓ４ｈ０ Ｎ－１２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ７�００×（４�３２） ３ 平坦 一部 ２ － － 竈１ － 不明 土師器片，支脚 ７世紀中葉以前

２５９７ Ｓ５ｈ２ Ｎ－１８°－Ｗ［長方形］ ４�３６×（３�０２）２８～４２ 平坦［全周］ － － － 竈１ － 人為 土師器片，土製勾玉，土
玉，支脚，磨石，砥石，刀子 ６世紀後葉以前

２５９８ Ｓ５ａ６ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ５�１０×４�８０ ８～２０ 平坦 全周 ３ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，小玉，支脚

６世紀後葉
～７世紀前葉

２６０１ Ｓ５ｂ５ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 ５�６２×４�９６ １２～２６ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土玉，支脚 ７世紀前葉

２６０３ Ｓ４ｅ９ Ｎ－２４°－Ｗ 方形 ４�８６×４�６０ ３２～３５ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後葉

２６０６ Ｓ５ｆ４ Ｎ－４７°－Ｗ ［方形・
長方形］ ５�９２×（２�５２）４３～５１ 平坦 － １ － － 竈１ － 人為 土師器片，支脚，

砥石 ６世紀後葉

２６０７ Ｓ４ｅ８ Ｎ－９°－Ｗ ［方形・
長方形］（５�７４）×５�５５ ８～３６ 平坦 一部 １ － － 竈１ － 自然 土師器片 ６世紀後葉

～７世紀前葉

２６０９ Ｓ５ｃ２ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ５�３０×５�２８ １９～５０ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，土製勾玉，土製
切子玉，小玉，土製紡錘車 ６世紀後葉

２６１２ Ｒ４ｉ６ Ｎ－１８°－Ｅ ［方形］ （７�３２×３�４１） １９ 平坦 － － － － － － 自然 土師器片，砥石 ７世紀前葉以前

２６１４ Ｓ４ｃ９ Ｎ－２９°－Ｗ ［方形・
長方形］ （５�４４×４�０６）２８～３２ 平坦［全周］ １ １ － － － 人為 土師器片 ７世紀前葉

２６２４ Ｓ５ａ８ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ５�０８×５�０１ １１～２１ 平坦 ほぼ
全周 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，支脚 ７世紀中葉

２６２５ Ｒ５ｊ９ Ｎ－７°－Ｗ 方形 ５�１６×４�９１ １５～２０ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片 ６世紀後葉

２６２８ Ｒ４ｃ０ Ｎ－２３°－Ｗ ［方形］ ［６�８２×６�７８］ ４ 平坦 － － － ３ 竈１ － 人為 土師器片，鎌 ６世紀後葉以前

２６２９ Ｒ４ｃ０ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形］ ５�２０×４�９８ ２０～３２ 平坦 一部 ４ １ １ 竈１ １ 人為 土師器片，支脚 ６世紀後葉以前

２６３４ Ｓ５ｃ０ Ｎ－３°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�５０×（４�９０）１０～２０ 平坦［全周］ ２ － １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片，釘 ７世紀中葉

２６３５ Ｒ５ｉ４ Ｎ－４０°－Ｗ 方形 ７�６０×［７�００］１０～１６ 平坦［全周］ ４ ２ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵
器片，土玉 ７世紀前葉

２６３７ Ｒ５ｊ０ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ４�２０×４�０２ ６～２２ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，支脚 ７世紀前葉

２６３８ Ｒ４ｈ８ Ｎ－３３°－Ｗ 方形 ７�１８×７�１０ ２０ 平坦［全周］ ４ １ － 炉３ １ 人為 土師器片，双孔
円板，刀子 ５世紀中葉

２６３９ Ｓ４ａ７ Ｎ－１７°－Ｅ ［方形・
長方形］ ４�２０×（２�８２） ７ 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵

器片 ７世紀中葉以降

２６４０ Ｑ５ｈ７ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 ７�１０×６�８２ ７～１０ 平坦 一部 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ７世紀後葉

２６４３ Ｒ５ａ３ Ｎ－５°－Ｗ ［方形・
長方形］ （３�１５×１�６４）１２～１６ 平坦 － － － － － － 人為 土師器片 ６～７世紀代

２６４９ Ｒ５ｃ６ Ｎ－１８°－Ｗ 方形 ７�２０×６�９７ １７～３６ 平坦 － ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土玉，小玉，支脚 ７世紀後葉
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番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２６５０ Ｑ５ｇ５ Ｎ－２７°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�２２×（４�５６）４～５ 平坦［全周］ ３ １ － － － 人為 土師器片，須恵

器片，刀子 ７世紀前葉

２６５７ Ｑ５ｉ４ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ７�２８×７�０６ ２０～２８ 平坦［全周］ ４ １ １１ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，土玉，
小玉，土製管玉，支脚，砥石 ７世紀前葉

２６６０ Ｒ６ａ１ Ｎ－２７°－Ｗ［長方形］ ５�２４×（４�２４）２４～３２ 平坦［全周］ ４ １ ２ 竈２ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚 ７世紀前葉

２６６１ Ｒ６ａ１ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ５�２４×５�０６ ２４～４２ 平坦 全周 ３ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，支脚 ６世紀後葉

２６６２ Ｑ６ｈ２ Ｎ－１７°－Ｗ 方形 ５�７２×５�３２ ５～１８ 平坦［全周］ ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，球状土錘 ７世紀中葉

２６６３ Ｑ６ｊ２ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ４�６４×４�２８ ２４～４１ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
球状土錘，砥石，鉄鏃 ７世紀前半

２６６６ Ｒ６ａ３ Ｎ－３１°－Ｗ 方形 ７�４６×７�２０ ２６～３８ 平坦［全周］ ６ １ ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土玉，
球状土錘，臼玉，鉄製紡錘車 ７世紀前葉

２６７１ Ｒ６ｃ１ Ｎ－３２°－Ｗ 長方形 ５�４４×４�９０ ３８～４２ 平坦 ぼぼ全周 ４ １ ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，管状土
錘，土製紡錘車，支脚，鉄鏃 ７世紀後葉

２６７４ Ｑ５ｊ８ Ｎ－１１°－Ｗ 方形 ４�６２×４�２１ ９～１３ 平坦 ほぼ全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
砥石，石製支脚，鎌 ７世紀後葉

２６７５ Ｒ５ａ７ Ｎ－１１°－Ｗ 方形 ５�７４×５�６２ ４１～５６ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，支脚，小玉，釘 ７世紀前葉

２６７７ Ｒ６ｂ２ － ［方形］ ［８�００×８�００］２８～３０ 平坦 一部 ４ １ － － － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚 ７世紀中葉

２６７８ Ｒ６ｃ４ Ｎ－２１°－Ｗ 方形 ５�００×４�６０ １０～１８ 平坦［全周］ ３ １ － － １ 人為 土師器片，須恵器片，球状
土錘，土玉，石製勾玉，鉄鏃 ７世紀後葉

２６８０ Ｑ５ｊ８ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ６�４０×６�１８ １６～２２ 平坦 全周 － － ２ 竈１ － 自然 土師器片，支脚 ６世紀後葉

２６８１ Ｒ５ｆ７ Ｎ－１０°－Ｗ 方形 ７�２２×７�２０ ４０～４８ 平坦 全周 ４ １ ３ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，土
玉，支脚，鋤先，釘，辻金具 ６世紀後葉

２６８３ Ｒ５ｅ８ Ｎ－８°－Ｅ［長方形］ ５�０３×４�２２ ４～１４ 平坦 － － － － 炉３ － 不明 土師器片 ５世紀後葉

２６８５ Ｒ６ｅ３ Ｎ－２４°－Ｗ 方形 ３�７８×３�７２ ２７～３３ 平坦 － ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，支脚 ６世紀後葉

２６８６ Ｒ６ｆ３ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ５�６４×５�４２ １０～２０ 平坦 ほぼ全周 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土製鈴，
支脚，土製紡錘車，双孔円板 ７世紀前葉

２６８９ Ｒ６ｆ２ Ｎ－１９°－Ｗ［長方形］［７�７２×６�４８］ １８ 平坦 － ２ － － － １ 人為 土師器片，臼玉，
双孔円板 ５世紀後葉

２６９０ Ｑ６ｉ６ Ｎ－３０°－Ｗ 長方形 （５�９２）×５�５１ １０～３２ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ４ 竈２ － 自然 土師器片，球状
土錘，砥石 ７世紀前葉

２６９２ Ｒ５ｇ０ Ｎ－１０°－Ｗ ［方形］ ［４�２０×３�９４］１１～１２ 平坦 － － － － 炉１ － 人為 土師器片 ５世紀後葉

２６９３ Ｒ５ｃ９ Ｎ－８５°－Ｗ 長方形 ５�５７×４�０１ ２３～３７ 平坦 全周 １ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
支脚，石製紡錘車 ７世紀後葉

２６９４ Ｒ５ｃ０ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ５�４８×４�２９ １５～１９ 平坦 － － － － 炉２ － 人為 土師器片，双孔円
板，剣形模造品 ５世紀後葉

２６９７ Ｒ６ｇ１ Ｎ－２３°－Ｗ 方形 ６�２５×６�０５ １２～１５ 平坦［全周］ ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，磨石，砥石，刀子 ６世紀後葉

２６９８ Ｒ５ｅ０ Ｎ－３４°－Ｗ 長方形 ６�３０×５�７４ ３０～３８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，支脚，土
製管玉，土玉，球状土錘，鉄鏃 ７世紀前葉以前

２６９９ Ｒ５ｆ９ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�３１×５�３０ １２～２０ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ７世紀前葉

２７００ Ｒ６ｃ６ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形］ ４�９６×（４�９３）１２～２２ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土玉，石製小玉 ７世紀前葉以降

２７０１ Ｒ５ｈ０ Ｎ－４°－Ｗ［長方形］［４�５０］×３�６０ ６～１４ 平坦 一部 － － － 竈１ １ 人為 土師器片 ７世紀前葉

２７０２ Ｒ６ｄ５ Ｎ－２９°－Ｗ 方形 ７�００×６�９２ ７～１４ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚 ７世紀前葉

２７０３ Ｒ６ｆ５ Ｎ－３２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�７２×（５�４８）１０～３０ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，

土玉，石製紡錘車 ７世紀前葉

２７０４ Ｒ６ｆ６ Ｎ－２８°－Ｗ ［方形・
長方形］ （４�７２×３�８０） ６～２６ 平坦 一部 ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片，支脚 ７世紀前葉以降

２７０５ Ｒ５ｆ０ Ｎ－２０°－Ｗ 方形 ７�６５×７�４５ ２５～３５ 平坦 一部 ４ １ － － － 人為 土師器片，鉄鏃 ６世紀後葉以前

２７０７ Ｓ４ｂ６ Ｎ－５１°－Ｅ ［方形・
長方形］ （５�１４×４�０８） ２０ 平坦 － １ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片
６世紀後葉
～７世紀前葉

―５７５―
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